
スポーッの権利・公共性と新自由主義＝個人的消費主義との対抗（4）

目
　
次

第第第第
四三二一カ　あ　よ　ホ早早・早・早

ス
ポ
ー
ッ
の
権
利
・
公
共
性
と

　
　
　
　
　
　
　
新
自
由
主
義
H
個
人
的
消
費
主
義
と
の
対
抗

　
　
　
　
　
　
－
地
方
自
治
体
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
i

七
〇
年
代
の
ス
ポ
ー
ッ
動
向
と
政
策
－
福
祉
の
向
上
　
　
（
以
上
前
々
々
号
）

八
O
年
代
の
ス
ポ
ー
ッ
動
向
と
政
策
ー
新
自
由
主
義
の
台
頭
　
　
　
（
以
上
前
々
号
）

九
〇
年
代
の
ス
ポ
ー
ツ
動
向
と
政
策
ー
多
国
籍
企
業
時
代
と
福
祉
・
ス
ポ
ー
ッ
ー

地
方
自
治
体
の
ス
ポ
ー
ッ
政
策
（
以
下
本
号
）

（
4
）

内
　
海

（
以
上
前
号
）

和
　
雄
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第
四
章
　
地
方
自
治
体
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策

　
拙
著
『
戦
後
ス
ポ
ー
ツ
体
制
の
確
立
』
（
不
昧
堂
出
版
、
一
九
九
三
年
）
は
、
戦
後
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
の
成
立
と
一
九
七
〇
年
代

初
頭
ま
で
を
述
べ
た
。

　
そ
れ
と
の
対
比
で
、
戦
後
イ
ギ
リ
ス
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
を
『
イ
ギ
リ
ス
の
ス
ポ
ー
ツ
・
フ
ォ
ー
・
オ
ー
ル
ー
福
祉
国
家
と
ス
ポ
ー
ツ

政
策
ー
』
（
不
昧
堂
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）
で
、
国
の
政
策
と
同
時
に
地
方
自
治
体
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
、
地
域
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
の
実

態
に
つ
い
て
述
べ
、
日
本
と
の
比
較
の
対
象
と
し
た
。

　
そ
し
て
一
九
七
〇
年
代
以
降
は
拙
稿
「
ス
ポ
ー
ッ
の
権
利
・
公
共
性
と
新
自
由
主
義
”
個
人
的
消
費
主
義
と
の
対
抗
　
1
、
2
、
3
」

（『

文
科
学
研
究
』
、
二
〇
〇
〇
、
二
〇
〇
一
、
二
〇
〇
二
、
一
橋
大
学
）
の
中
で
七
〇
、
八
O
、
九
〇
年
代
の
ス
ポ
ー
ッ
動
向
と
政
策

に
つ
い
て
、
主
に
、
国
レ
ベ
ル
の
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加
促
進
策
を
検
討
し
た
。
そ
し
て
同
じ
く
拙
稿
「
新
自
由
主
義
下
の
ス
ポ
ー
ツ
政

策
ー
市
場
化
と
公
共
化
の
対
抗
1
」
（
『
一
橋
論
叢
』
二
〇
〇
二
年
八
月
号
）
で
は
、
ス
ポ
ー
ッ
施
設
の
民
営
化
の
で
き
る
種
目
と
で

き
な
い
種
目
の
実
態
を
分
析
し
た
。

　
本
稿
で
は
、
そ
う
し
た
政
策
が
国
民
、
住
民
に
密
着
す
る
地
域
（
具
体
的
に
は
自
治
体
）
レ
ベ
ル
で
の
政
策
と
如
何
に
関
わ
り
、
そ
れ

と
同
時
に
自
治
体
の
政
策
が
い
か
な
る
変
遷
を
遂
げ
た
か
を
検
討
す
る
。

　
自
治
体
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
と
い
う
場
合
、
そ
れ
は
単
に
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加
（
す
る
ス
ポ
ー
ツ
）
促
進
を
す
る
だ
け
で
は
な
い
。
実

際
は
、
次
の
四
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
考
え
ら
れ
る
。

　
A
一
ス
ポ
ー
ッ
振
興

4



スポーッの権利・公共性と新自由主義＝個人的消費主義との対抗（4）

　
①
プ
ロ
球
団
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
一
」
リ
ー
グ
、
プ
ロ
野
球
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
化
。

　
②
イ
ベ
ン
ト
招
致
一
国
際
的
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
世
界
選
手
権
大
会
他
の
国
際
試
合
の
招
致
。
国
内
的
に
は
大

　
　
相
撲
、
野
球
キ
ャ
ン
プ
、
プ
ロ
レ
ス
興
業
を
は
じ
め
、
国
体
、
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の
全
国
大
会
な
ど
の
招
致
。

　
③
ス
ポ
ー
ッ
産
業
一
ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
企
業
化
、
ス
キ
ー
場
、
合
宿
地
な
ど
。

　
④
地
域
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
で
あ
る
。

　
本
稿
の
中
心
は
あ
く
ま
で
も
④
の
地
域
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
そ
の
た
め
の
自
治
体
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
施
策
の
検
討
に
あ
る
が
、
高

度
経
済
成
長
期
以
降
の
実
業
団
ス
ポ
…
ツ
と
プ
ロ
・
ス
ポ
ー
ッ
の
成
立
、
あ
る
い
は
八
O
年
代
後
半
以
降
の
ス
ポ
ー
ツ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
中
で
、
イ
ベ
ン
ト
招
致
も
大
き
な
事
業
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
地
域
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
も
関
連
し
つ
つ
あ
る
。

　
さ
て
一
方
で
、
世
界
の
先
進
諸
国
で
は
、
多
国
籍
企
業
化
に
伴
い
、
国
内
の
製
造
業
部
門
が
安
い
労
働
力
と
緩
い
規
制
を
求
め
て
開
発

途
上
国
へ
進
出
し
、
国
内
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
な
ど
の
第
三
次
産
業
が
大
き
な
比
重
を
占
め
つ
つ
あ
る
。
そ
の
中
で
も
観
光
業
、
外
食

産
業
な
ど
が
成
長
産
業
で
あ
る
が
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
振
興
も
新
た
な
テ
ー
マ
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
特
に
E
U
諸
国
で
は
こ
の
傾
向

が
強
い
が
、
日
本
に
お
い
て
も
そ
の
傾
向
は
徐
々
に
進
行
し
つ
つ
あ
る
。
そ
の
典
型
的
な
現
れ
は
、
二
〇
〇
二
年
サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
の
日
韓
共
同
開
催
時
に
お
け
る
日
本
の
各
地
の
目
治
体
に
よ
る
キ
ャ
ン
プ
地
招
聰
活
動
で
あ
る
。
外
国
チ
ー
ム
も
び
っ
く
り
す
る

ほ
ど
の
資
金
援
助
を
行
っ
て
外
国
チ
ー
ム
を
招
聰
し
た
。
こ
れ
は
自
治
体
の
知
名
度
ア
ッ
プ
を
狙
っ
た
（
経
済
効
果
を
ね
ら
う
と
謳
っ
た

目
治
体
も
あ
っ
た
が
、
実
態
は
ほ
と
ん
ど
期
待
し
た
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
）
も
の
で
あ
り
、
日
本
の
自
治
体
が
、
町
興
し
、
地
域
興
し
に

必
死
で
あ
り
、
い
か
に
そ
の
目
玉
を
欲
し
が
っ
て
い
る
か
が
分
か
る
。

　
さ
て
、
地
域
で
の
ス
ポ
ー
ッ
振
興
策
は
視
点
を
変
え
て
、
都
市
な
い
し
地
域
の
振
興
（
町
興
し
）
と
い
う
視
点
か
ら
見
る
と
、
以
下
の

五
点
が
考
え
ら
れ
る
。

5
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B
一
ス
ポ
ー
ツ
で
の
地
域
振
興

①
経
済
効
果
一
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
、
関
連
産
業
の
興
隆
、
雇
用
促
進
。

②
知
名
度
の
高
揚
一
全
国
、
あ
る
い
は
世
界
へ
の
知
名
度
の
ア
ッ
プ
。
例
え
ば
、
最
近
の
若
者
は
世
界
の
都
市
の
名
前
、
位
置
を
サ
ッ

　
　
カ
ー
チ
ー
ム
を
通
し
て
覚
え
る
と
い
う
。

　
③
観
光
資
源
の
高
揚
一
前
二
者
と
関
わ
る
が
、
知
名
度
が
ア
ッ
プ
す
る
事
に
よ
る
観
光
資
源
と
し
て
の
価
値
が
上
が
り
、
観
光
客
の
多

　
　
数
訪
問
を
期
待
で
き
る
。

　
④
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
高
揚
一
特
に
地
元
チ
ー
ム
（
プ
ロ
と
ア
マ
を
問
わ
ず
）
の
好
成
績
に
よ
っ
て
、
地
域
住
民
の
ア
イ
デ
ン

　
　
テ
ィ
テ
ィ
が
高
ま
り
、
そ
れ
は
地
域
住
民
の
活
力
に
も
つ
な
が
る
。

　
⑤
地
域
住
民
の
ス
ポ
ー
ッ
振
興
一
地
元
チ
ー
ム
の
好
成
績
が
、
地
域
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加
要
求
を
刺
激
し
、
も
し
自
治
体
が
条
件
整

　
　
備
を
対
応
し
て
行
う
な
ら
、
そ
れ
は
地
域
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加
を
大
い
に
促
進
す
る
。

　
実
は
、
地
域
（
自
治
体
）
の
ス
ポ
ー
ッ
施
策
と
い
う
と
き
、
上
記
の
A
と
B
の
内
容
の
多
様
な
組
み
合
わ
せ
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
組
み
合
わ
せ
で
、
地
域
の
特
徴
が
決
ま
る
。
本
稿
で
の
戦
後
日
本
の
地
域
ス
ポ
ー
ツ
振
興
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
を
柱
に
し
て
い
る
が
、
自
治
体
に
よ
っ
て
は
多
様
な
特
徴
を
持
っ
て
き
た
。
そ
の
点
を
概
観
し
た
い
。

　
以
下
、
四
つ
の
目
治
体
を
対
象
と
す
る
。

　
第
一
は
、
日
本
の
多
く
の
自
治
体
の
一
般
的
傾
向
を
示
す
と
思
わ
れ
る
目
治
体
で
の
「
地
域
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
」
（
A
④
・
B
⑤
）

で
あ
る
。
こ
こ
に
は
埼
玉
県
吉
川
市
（
人
口
六
万
）
を
あ
げ
た
。
埼
玉
県
の
東
南
部
に
位
置
し
、
東
京
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
急
速
に

発
展
し
て
い
る
自
治
体
だ
が
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
し
て
特
別
な
施
策
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、
そ
の
点
で
全
国
的
な
動
向
の
典
型
例

と
な
る
で
あ
ろ
う
。
平
均
的
な
自
治
体
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
で
あ
る
が
、
そ
の
把
握
の
上
で
、
自
治
体
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
研
究
の
方
法
論
的

6
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な
試
行
を
行
っ
て
い
る
。
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加
の
実
態
は
、
諸
行
事
や
日
常
的
な
ク
ラ
ブ
ヘ
の
参
加
実
数
を
見
れ
ば
よ
い
。
し
か
し
、

そ
う
し
た
資
料
は
ほ
と
ん
ど
無
い
の
が
実
態
で
あ
る
。
ま
た
、
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
調
査
の
よ
う
な
も
の
が
あ
れ
ば
ま
だ
良
い
方
で
あ

り
、
こ
う
し
た
資
料
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
が
日
本
の
自
治
体
の
実
態
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
の
基
盤
と
し
て
の
人

口
構
成
、
年
齢
、
そ
し
て
自
治
体
の
予
算
（
収
支
）
、
ス
ポ
ー
ッ
予
算
の
分
析
が
ど
う
し
て
も
必
要
に
な
る
。
そ
う
し
た
資
料
を
背
景
と

し
て
、
自
治
体
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
を
分
析
す
る
。
こ
う
し
て
自
治
体
の
行
財
政
の
大
枠
を
把
握
し
、
そ
の
中
で
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
、
住
民

の
意
識
、
ス
ポ
ー
ッ
活
動
な
ど
の
把
握
の
中
に
、
日
本
全
体
の
政
策
と
、
そ
れ
の
地
域
で
の
現
れ
と
の
関
連
を
追
究
し
た
。
こ
の
方
法
は

以
下
の
す
べ
て
の
自
治
体
で
行
っ
た
が
、
紙
数
の
関
係
で
、
こ
の
吉
川
市
の
み
を
具
体
化
し
た
。

　
第
二
は
、
同
じ
埼
玉
県
で
あ
る
が
、
県
庁
所
在
地
で
あ
る
浦
和
市
（
人
口
五
〇
万
）
で
あ
る
。
こ
こ
は
二
〇
〇
一
年
に
与
野
市
と
大
宮

市
と
合
併
し
て
「
さ
い
た
ま
市
」
と
な
っ
た
が
、
分
析
は
合
併
ま
で
の
歴
史
で
あ
る
。
浦
和
市
は
、
J
チ
ー
ム
の
浦
和
レ
ッ
ズ
を
擁
す
る

自
治
体
で
あ
り
、
『
サ
ッ
カ
ー
の
街
　
浦
和
』
が
街
の
ロ
ゴ
で
あ
り
、
サ
ッ
カ
ー
に
力
を
入
れ
て
き
た
。
県
庁
所
在
地
と
サ
ッ
カ
ー
町
の

地
域
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
政
策
を
分
析
す
る
（
A
④
・
B
⑤
）
。

　
第
三
は
、
J
リ
ー
グ
発
足
と
共
に
、
全
国
の
目
治
体
の
注
目
の
的
と
な
っ
た
茨
城
県
鹿
嶋
市
を
注
目
す
る
。
J
チ
ー
ム
鹿
島
ア
ン
ト
ラ

ー
ズ
と
市
の
ス
ポ
ー
ツ
行
政
と
の
関
わ
り
、
特
に
先
の
B
に
掲
げ
た
地
域
振
興
の
五
項
目
が
如
何
に
推
進
さ
れ
て
い
る
か
、
そ
し
て
地
域

ス
ポ
ー
ツ
振
興
策
が
如
何
に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
検
討
す
る
。
埼
玉
県
浦
和
市
と
同
様
、
J
チ
ー
ム
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
に
お
け
る
地
域
住

民
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
策
で
あ
る
。
（
A
①
④
・
B
④
⑤
）

　
第
四
は
、
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
の
｝
角
を
占
め
る
茨
城
県
波
崎
町
の
ス
ポ
ー
ツ
産
業
と
目
治
体
の
地
域
住
民
の
ス
ポ

ー
ッ
振
興
策
に
注
目
す
る
。
明
ら
か
に
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
効
果
の
一
環
と
し
て
で
あ
る
が
、
鹿
嶋
市
と
は
異
な
り
、
ス
ポ
ー
ッ
産
業
と

し
て
の
進
展
が
著
し
い
、
一
つ
の
典
型
的
な
自
治
体
で
あ
る
。
（
A
③
④
・
B
①
③
⑤
）

7
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さ
て
、
戦
後
、
ス
キ
i
場
と
し
て
町
興
し
を
行
っ
て
き
た
地
域
は
、
そ
の
後
菅
平
や
木
島
平
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
夏
は
ラ
グ
ビ
ー
合

宿
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
の
メ
ッ
カ
と
な
っ
て
、
通
年
の
ス
ポ
ー
ッ
産
業
化
を
目
指
し
た
。
そ
の
点
で
は
A
③
・
B
③
の
典
型
で
あ
ろ
う
。

　
J
チ
ー
ム
の
多
く
が
A
①
と
B
①
②
③
の
結
合
を
ね
ら
っ
た
が
結
果
的
に
は
多
く
が
A
①
・
B
④
タ
イ
プ
が
現
実
で
あ
る
。
二
〇
〇
二

年
の
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
一
〇
の
開
催
地
に
お
け
る
招
聰
の
理
由
は
A
②
・
B
①
を
ね
ら
っ
た
が
、
現
実
に
は
A
②
・
B
②
④

と
な
り
、
経
済
的
な
活
性
化
は
余
り
も
た
ら
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
ス
ポ
ー
ツ
と
地
域
振
興
と
の
関
連
の
研
究
は
少
な
い
。
そ
れ
だ
け
、
ス
ポ
ー
ツ
の
社
会
的
、
経
済
的
位
置
が
大
き
く
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
地
域
振
興
に
お
け
る
素
材
と
し
て
第
二
次
産
業
が
期
待
で
き
な
い
今
、
第
三
次
産
業
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
、

そ
の
中
で
の
ス
ポ
ー
ツ
産
業
が
大
き
く
注
目
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
一
九
九
三
年
の
」
リ
ー
グ
の
発
足
時
の
各
目
治
体
の
率
先
し
た
誘

致
活
動
も
そ
う
し
た
一
環
と
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
既
に
、
国
内
産
業
の
多
国
籍
企
業
化
、
そ
し
て
そ
の
発
展
途
上
国
へ
の
進
出
に
よ
る
国
内
産
業
の
空
洞
化
、
そ
れ
に
よ
る
都
市
の
観
光

資
源
化
競
争
に
あ
る
欧
州
連
合
（
E
U
）
内
で
の
諸
都
市
で
は
す
で
に
そ
の
先
行
事
例
が
見
ら
れ
、
研
究
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
従
っ
て
、
本
稿
で
の
テ
ー
マ
は
、
そ
う
し
た
国
際
的
な
動
向
と
対
応
さ
せ
な
が
ら
研
究
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
国
内
動
向

に
限
定
す
る
。

8

一
、

埼
玉
県
吉
川
市
の
ス
ポ
ー
ツ
行
政

1
、
吉
川
市
の
概
況

埼
玉
県
の
東
南
部
、
首
都
二
〇
～
三
〇
㎞
圏
に
位
置
し
、

一
九
七
三
年
に
は
J
R
武
蔵
野
線
が
通
り
、
東
京
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
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発
展
し
て
き
た
。
地
形
は
ほ
ぼ
平
坦
、
年
平
均
気
温
は
一
五
・
六
度
の
温
暖
な
地
域
で
あ
る
。

　
弥
生
時
代
ま
で
は
東
京
湾
の
海
底
で
あ
っ
た
が
、
平
安
時
代
に
な
る
と
歴
史
に
登
場
す
る
。
当
時
も
沼
地
や
池
の
多
い
状
態
で
あ
っ
た

が
、
近
世
に
な
り
土
地
開
発
が
奨
励
さ
れ
、
早
稲
米
の
産
地
と
し
て
栄
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
江
戸
時
代
か
ら
大
正
期
に
掛
け
て
市
を
挟

む
二
つ
の
大
き
な
江
戸
川
と
中
川
の
内
、
中
川
で
江
戸
へ
農
産
物
を
運
ぶ
船
着
き
場
と
し
て
栄
え
、
そ
の
た
め
に
川
魚
割
烹
料
理
の
栄
え

た
村
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
一
九
七
三
年
ま
で
は
交
通
の
便
も
悪
く
陸
の
孤
島
的
な
存
在
で
あ
っ
た
。

　
市
全
体
の
特
徴
は
、
江
戸
川
沿
い
と
市
の
東
南
部
と
北
部
を
中
心
と
す
る
圧
倒
的
部
分
で
の
農
村
地
域
が
先
ず
特
徴
的
で
あ
る
。
最
近

で
は
こ
う
し
た
農
業
地
域
を
残
し
た
新
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
も
膨
ら
み
つ
つ
あ
る
。
次
い
で
中
川
沿
い
の
旧
住
宅
．
商
店
街
で
あ
る
。
こ
こ

に
は
旧
街
道
が
中
川
に
併
行
し
て
通
り
、
水
上
と
陸
上
の
交
通
路
で
あ
り
、
そ
こ
を
中
心
に
旧
市
街
地
、
商
店
街
が
栄
え
た
。
最
近
の
吉

川
駅
前
の
開
発
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
旧
商
店
街
は
寂
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
し
て
吉
川
駅
北
側
の
中
央
公
民
館
か
ら
南
中
学
校
と
中
央
中
学
校

を
通
り
、
吉
川
団
地
、
き
よ
み
野
団
地
に
至
る
新
興
住
宅
地
域
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
市
は
「
発
展
途
上
圏
」
と
し
て
の
特
徴
を
有
し
て

い
る
。

　
（
1
）
　
人
口
構
造

　
吉
川
市
の
人
口
と
年
齢
構
成
は
図
1
－
1
の
よ
う
で
あ
る
。
一
九
五
五
年
に
三
ヵ
町
村
が
合
併
し
、
人
口
一
六
、
四
七
七
人
で
吉
川
町

が
誕
生
し
た
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
は
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
推
移
し
て
い
た
が
、
一
九
七
三
年
の
J
R
武
蔵
野
線
の
開
通
の
目
処
が
立
ち
始

め
た
七
〇
年
か
ら
は
少
し
ず
つ
増
加
し
始
め
、
七
三
年
に
は
二
七
、
O
O
O
人
に
な
っ
た
。
吉
川
駅
の
設
置
以
降
都
心
と
の
接
点
が
で
き
、

ま
た
住
宅
都
市
整
備
公
団
に
よ
る
吉
川
団
地
の
開
発
な
ど
に
よ
り
、
人
口
は
急
増
し
た
。
そ
し
て
七
六
年
に
は
六
〇
年
代
の
一
六
、
○
O

O
人
の
倍
の
三
二
、
O
O
O
人
台
に
増
加
し
た
。
そ
の
後
も
人
口
は
着
実
に
増
加
し
、
八
O
年
代
に
は
四
万
人
台
へ
、
そ
し
て
九
〇
年
代

9
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に
は
五
万
人
台
に
増
加
し
た
。
二
〇
〇
〇
年
に
は
約
五
七
、
O
O
O
人
で
あ
る
。

　
年
齢
構
成
で
は
、
七
三
年
以
降
の
急
増
期
に
も
コ
五
～
六
四
歳
」
「
六
五
歳
以
上
」
の
絶
対
数
は
増
加
し
た
が
、
九
〇
年
代
に
入
る

と
「
O
～
一
四
歳
」
は
絶
対
数
も
減
少
し
て
き
た
。
九
九
年
度
の
割
合
で
は
「
O
～
一
四
歳
」
が
一
六
％
で
減
少
気
味
、
一
方
「
六
五
歳

以
上
」
が
九
％
で
増
加
傾
向
に
あ
る
。
高
齢
者
率
は
全
国
平
均
よ
り
は
少
な
い
。
こ
れ
は
こ
の
間
の
人
口
増
加
の
大
半
が
「
一
五
～
六
四

歳
」
の
移
入
が
中
心
で
あ
る
こ
と
に
依
る
。
移
入
は
住
宅
政
策
と
の
関
係
で
決
定
さ
れ
る
部
分
が
大
き
い
が
、
経
済
不
況
、
土
地
価
格
騰

貴
の
影
響
で
今
後
は
急
激
に
は
増
加
し
な
い
。
そ
の
一
方
で
「
六
五
歳
以
上
」
の
増
加
傾
向
は
必
至
で
あ
る
。

　
こ
の
人
口
構
成
は
、
就
業
対
象
人
口
の
増
加
で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
要
求
の
最
も
強
い
集
団
で
あ
る
。
後
に
見
る
よ
う
に
、
住
民
の
ス
ポ

ー
ツ
要
求
の
上
昇
の
基
盤
で
あ
る
。

10

　
（
2
）
　
産
業
構
造

　
吉
川
市
の
就
業
人
口
と
構
成
は
図
1
－
2
の
と
お
り
で
あ
る
。
一
目
し
て
分
か
る
こ
と
は
第
一
次
産
業
（
吉
川
市
で
は
主
に
農
業
）
の

絶
対
数
と
相
対
比
率
の
低
下
で
あ
る
。
農
業
は
都
市
化
の
進
展
の
中
、
農
家
数
、
農
業
従
事
者
数
、
経
営
耕
地
面
積
と
も
に
減
少
し
て
い

る
。
日
本
の
農
業
政
策
の
直
接
的
反
映
で
も
あ
る
。

　
そ
し
て
第
二
次
産
業
（
主
に
中
小
企
業
と
下
請
け
）
は
七
〇
年
代
、
八
O
年
代
に
絶
対
数
と
総
体
比
率
を
拡
大
さ
せ
、
約
四
〇
％
ま
で

拡
大
し
た
が
九
〇
年
代
に
入
っ
て
若
干
低
下
傾
向
に
あ
る
。
近
年
北
部
の
松
伏
町
に
跨
る
吉
川
・
松
伏
工
業
団
地
の
整
備
完
了
に
伴
い
、

今
後
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
第
三
次
産
業
は
実
数
と
率
で
増
加
し
て
い
る
。
商
店
数
や
小
売
り
販
売
額
、
従
業
員
数
と
も
大
き
な
増
加
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は

大
．
中
型
店
の
出
店
等
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
中
小
商
店
を
取
り
巻
く
環
境
は
ま
す
ま
す
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
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　　　　　　　　　　　　図1－1吉川市の人口構成
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（
3
）
　
吉
川
市
の
財
政

　
①
歳
入
と
そ
の
構
成
比

　
図
1
－
3
は
一
般
会
計
の
歳
入
の
、

そ
し
て
図
1
－
4
は
そ
の
構
成
比
を

過
去
三
五
年
間
に
わ
た
っ
て
見
た
も

の
で
あ
る
。
個
人
市
民
税
は
一
九
九

四
年
以
降
バ
ブ
ル
崩
壊
と
減
税
に
よ

っ
て
若
干
低
下
を
し
た
が
九
〇
年
代

後
半
に
は
持
ち
直
し
、
ま
た
固
定
資

産
税
は
人
口
増
加
と
併
行
し
て
上
昇

し
て
い
る
。
一
方
、
地
方
債
（
借
入

金
）
は
大
き
な
施
設
建
設
に
伴
っ
て

上
昇
し
て
い
る
。
例
え
ば
八
一
年
の

町
民
プ
ー
ル
建
設
、
九
四
年
は
温
水

プ
ー
ル
建
設
、
九
八
年
は
オ
ア
シ
ス

（
図
書
館
と
集
会
施
設
）
建
設
等
で

あ
る
。
総
じ
て
、
税
収
か
ら
見
れ
ば
、

11
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　　　　　　　　　　図1唱　吉川市の歳入の推移
　（百万円）
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安
定
し
て
上
昇
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
②
歳
出
と
そ
の
構
成
比

　
一
方
、
図
1

5
は
歳
出
、
図
1
－
6
は
そ
の
構
成
比
を
同
じ
く
過
去
三
五
年
間
に
わ
た
っ
て
見
た
も
の
で
あ
る
。
七
三
年
以
降
の
人
口

増
加
に
よ
っ
て
先
ず
は
学
校
施
設
の
建
設
が
必
須
と
な
り
、
八
一
年
の
中
曾
根
小
学
校
と
中
央
中
学
校
の
建
設
費
が
大
き
な
割
合
を
占
め

た
。
ま
た
、
土
木
費
の
伸
び
は
一
貫
し
て
お
り
、
吉
川
市
に
お
い
て
も
土
木
系
の
公
共
事
業
と
福
祉
費
と
の
割
合
は
約
二
一
一
で
推
移
し

て
い
る
と
見
て
良
い
。
そ
れ
ら
の
特
徴
は
国
や
県
と
の
関
連
に
よ
っ
て
も
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
九
〇
年
代
に
入
っ
て
の
構
成
比
を
見
る
と
土
木
費
と
衛
生
費
（
最
終
処
分
場
）
の
比
率
が
大
き
な
割
合
を
占
め
、
教
育
費
は
む
し
ろ
低

下
の
傾
向
に
あ
る
。
教
育
問
題
の
深
刻
さ
、
そ
こ
に
お
け
る
教
育
条
件
の
悪
さ
を
勘
案
す
れ
ば
、
こ
の
辺
り
は
、
教
育
の
「
箱
物
」
に
は

投
資
を
し
た
が
、
ソ
フ
ト
面
で
の
教
育
条
件
の
改
善
が
あ
ま
り
進
ん
で
は
い
な
い
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

　
③
吉
川
市
の
ス
ポ
ー
ツ
財
政

　
そ
の
内
、
教
育
費
と
ス
ポ
！
ツ
費
を
見
た
の
が
図
1
－
7
で
あ
る
。
歳
出
全
体
が
大
き
な
上
昇
の
中
で
、
教
育
費
も
そ
の
一
構
成
要
素

で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
費
も
若
干
の
上
昇
を
示
し
て
は
い
る
が
、
比
例
し
た
上
昇
は
示
し
て
い
な
い
。
因
み
に
歳
出
合
計
に
占
め
る
教
育
費
の

割
合
は
九
〇
年
代
に
入
っ
て
二
〇
％
を
切
っ
て
低
下
の
傾
向
に
あ
る
。
一
方
、
ス
ポ
ー
ッ
費
の
割
合
は
、
図
1
－
8
に
見
る
よ
う
に
、
七

〇
年
代
中
頃
ま
で
は
総
歳
出
額
の
O
・
五
％
以
下
で
あ
っ
た
が
、
八
O
年
代
に
入
っ
て
急
速
に
伸
び
、
一
％
を
超
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
は
屋
外
の
町
民
プ
ー
ル
（
一
九
八
一
年
）
や
総
合
体
育
館
（
一
九
八
三
年
）
等
、
施
設
建
設
が
活
発
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
大
き
い
。

九
〇
年
代
に
入
る
と
再
び
一
％
を
割
る
が
、
社
会
体
育
の
諸
施
策
が
進
展
し
、
か
つ
て
の
よ
う
な
O
・
五
％
以
下
に
は
下
が
ら
な
い
。
そ

し
て
九
〇
年
代
後
半
に
は
再
び
温
水
プ
ー
ル
の
建
設
を
は
じ
め
と
し
て
、
一
・
五
％
近
く
に
ま
で
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
詳
細
は
後
に

見
る
が
、
ス
ポ
ー
ッ
費
の
割
合
は
着
実
に
上
昇
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

13
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　　　　　　　　　　図1－5吉川市の歳出の推移
（百万円）
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　　　　　　　図1－7吉川市　歳出合計と教育費と体育費
（千円）
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さ
ら
に
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
費
の
内
訳
（
1
）
（
図
1
－
9
）
を
見
る
と
、
「
体
育
施
設
管
理
運
営
事
業
」
が
突
出
し
て
お
り
、
ま
た
、
九

〇
年
代
に
入
っ
て
施
設
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
特
に
九
五
年
以
降
は
、
屋
内
（
温
水
）
プ
ー
ル
の
維
持
費
の
増
加
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
内
訳
（
2
）
（
図
1
－
1
0
）
は
、
そ
の
突
出
し
た
「
体
育
施
設
管
理
運
営
事
業
」
を
除
い
た
他
の
項
目
で
あ
る
が
、
「
各

種
団
体
補
助
事
業
」
つ
ま
り
吉
川
市
体
育
協
会
と
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等
へ
の
補
助
金
が
着
実
に
上
昇
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
ク
ラ
ブ
育

成
」
の
一
環
で
あ
る
。
ま
た
、
「
ス
ポ
ー
ツ
教
室
事
業
」
も
急
速
に
拡
大
し
て
い
る
。
体
協
へ
の
補
助
も
実
質
は
市
民
の
行
事
へ
の
委
託

的
な
内
容
も
多
い
か
ら
、
こ
の
両
者
を
勘
案
す
る
と
、
公
共
施
策
と
し
て
は
九
〇
年
代
は
着
実
に
上
昇
し
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
れ
に
比

べ
て
、
「
体
力
づ
く
り
事
業
」
は
横
這
い
で
、
「
学
校
体
育
施
設
開
放
事
業
」
は
む
し
ろ
減
少
の
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
辺
り
は
市
の
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
状
況
と
の
関
係
で
、
検
討
し
た
い
。

　
④
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
の
収
支
比
率

　
吉
川
市
に
お
け
る
体
育
館
、
あ
る
い
は
プ
ー
ル
な
ど
の
個
別
の
ス
ポ
ー
ッ
施
設
に
つ
い
て
の
収
支
比
率
は
算
出
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か

し
、
ス
ポ
ー
ツ
課
全
体
で
の
比
率
は
算
出
で
き
る
。
こ
こ
で
は
一
九
九
六
（
平
成
八
）
年
度
の
比
率
を
検
討
す
る
。

　
収
入
は
「
保
健
体
育
使
用
料
」
（
A
）
で
三
六
、
三
五
一
、
一
二
〇
円
で
あ
り
、
市
民
プ
ー
ル
、
総
合
体
育
館
、
テ
ニ
ス
コ
i
卜
、
夜

間
照
明
、
野
球
場
、
行
政
財
産
目
的
外
収
入
等
で
あ
る
。
一
方
支
出
は
大
き
く
二
つ
の
領
域
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
「
保
健
体

育
総
務
費
」
（
B
）
の
五
六
、
三
九
九
、
O
O
O
円
で
あ
り
、
報
酬
、
給
料
、
旅
費
、
負
担
金
補
助
及
び
交
付
金
等
で
あ
る
。
そ
し
て
も

う
一
つ
は
「
体
育
施
設
費
」
（
C
）
の
＝
三
、
三
九
七
、
O
O
O
円
で
、
需
用
費
、
役
務
費
、
委
託
費
、
使
用
料
、
工
事
請
負
費
等
で

あ
る
。

　
上
記
の
内
、
A
／
C
は
人
件
費
を
含
ま
な
い
割
合
で
あ
り
、
こ
れ
で
見
る
と
二
七
・
七
％
で
あ
り
、
人
件
費
と
維
持
費
等
を
含
む
A
／

B
＋
C
で
は
一
九
・
四
％
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
自
治
体
と
し
て
の
負
担
が
七
〇
～
八
O
％
に
及
ん
で
お
り
、
公
共
施
設
と
し
て

16
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の
立
場
を
堅
持
し
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
2
、
吉
川
市
の
ス
ポ
ー
ツ
行
政
の
推
移

　
（
1
）
　
戦
後
か
ら
七
〇
年
代
中
頃
ま
で

　
①
地
域
体
協
の
発
足

　
戦
後
の
吉
川
町
の
ス
ポ
ー
ツ
は
、
野
球
の
「
C
M
ク
ラ
ブ
」
（
一
九
二
八
年
に
設
立
）
は
戦
後
い
ち
早
く
復
活
し
、
ま
た
新
た
に
「
旭

キ
ン
グ
」
（
一
九
五
〇
年
）
、
「
オ
ー
シ
ャ
ン
（
現
ク
ラ
ウ
ン
ズ
）
」
（
五
一
年
）
が
誕
生
し
、
戦
後
復
興
の
物
資
不
足
の
中
で
活
動
を
開
始

し
て
い
た
。
し
か
し
、
主
要
に
は
一
九
五
三
年
の
「
体
育
ク
ラ
ブ
」
（
体
協
の
前
身
）
の
設
立
辺
り
を
基
点
と
し
て
い
る
。
一
九
五
五
年

に
は
第
一
回
「
町
民
体
育
祭
」
が
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
こ
の
年
、
一
四
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
「
町
内
対
抗
野
球
大
会
」
も
開
始
さ
れ
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
も
誕
生
し
て
い
る
。
指
導
者
は
主
に
教
師
で
あ
っ
た
。
戦
後
学
校
教
育
は
教
材
と
し
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
始
め
た
が
、

地
域
で
の
ス
ポ
ー
ツ
は
未
だ
知
識
人
や
経
済
的
に
豊
か
な
一
部
の
人
々
の
も
の
で
あ
り
、
地
域
の
文
化
人
の
中
心
的
位
置
を
占
め
て
い
た

教
師
の
果
た
し
た
役
割
は
大
き
か
っ
た
。
五
八
年
に
は
「
吉
川
町
体
育
協
会
」
も
誕
生
し
た
。
全
国
的
に
共
通
す
る
が
地
域
体
育
協
会
は

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
者
の
要
求
を
基
盤
と
し
な
が
ら
も
、
中
央
の
体
育
協
会
か
ら
の
要
請
と
同
時
に
、
主
要
に
は
自
治
体
の
ス
兼
i
ツ

行
事
の
、
そ
し
て
そ
の
後
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
の
「
実
施
部
隊
」
と
し
て
発
足
し
、
機
能
し
て
き
た
。
こ
の
点
で
吉
川
町
に
お
い
て
も
町

民
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
が
高
揚
し
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
子
ど
も
た
ち
が
広
く
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
戦
後
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
「
体
育
科
」
や
部
活
動
だ
が
、
そ
の
後
の
ス
ポ

ー
ッ
普
及
の
主
要
な
基
盤
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
を
背
景
に
五
〇
年
代
の
終
わ
り
に
は
学
校
を
基
盤
と
す
る
「
少
年
野
球
大
会
」
も
開
始
さ

れ
て
い
る
。

18
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②
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
の
制
定

　
六
一
年
に
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
が
策
定
さ
れ
た
。
六
四
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
対
策
上
の
事
と
は
い
え
、
こ
れ
で
最
も
影
響
を
受
け

た
の
は
自
治
体
の
ス
ポ
ー
ッ
施
策
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
行
政
施
策
上
の
法
的
根
拠
は
社
会
教
育
法
第
二
条
の
み
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ

と
て
取
っ
て
付
け
た
経
過
ゆ
え
に
、
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
。
ハ
ー
の
法
令
が
求
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
（
内
海
和
雄
『
戦
後
ス
ポ
ー
ツ
体

制
の
確
立
』
不
昧
堂
出
版
、
一
九
九
三
年
）
。
こ
れ
に
よ
っ
て
自
治
体
の
ス
ポ
ー
ツ
行
政
は
大
き
く
「
市
民
権
」
を
得
た
。
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
吉
川
町
に
も
響
き
、
テ
レ
ビ
が
大
き
く
普
及
し
、
ス
ポ
ー
ツ
熱
は
高
揚
し
た
。
前
後
し
て
町
内
で
も
卓
球
連
盟
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
の
結
成
（
六
一
年
）
、
駅
伝
大
会
（
六
二
年
）
、
青
年
団
球
技
大
会
（
六
二
年
）
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ク
ラ
ブ
結
成

（
六
五
年
）
、
そ
し
て
六
八
年
に
は
江
戸
川
河
川
敷
に
「
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
（
野
球
場
二
面
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
ニ
面
、
四
〇
〇
m
ト
ラ
ッ

ク
）
が
完
成
し
、
一
方
、
国
鉄
所
有
地
の
野
球
場
も
一
面
貸
与
さ
れ
、
野
球
場
が
大
き
く
前
進
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
後
述
す
る
よ
う
に

野
球
熱
も
高
揚
し
た
。
六
九
年
に
は
吉
川
町
に
も
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
が
結
成
さ
れ
、
七
二
年
に
は
老
人
運
動
会
が
開
始
さ

れ
た
。
こ
う
し
て
ス
ポ
ー
ツ
ヘ
の
女
性
参
加
、
お
年
寄
り
の
参
加
と
い
う
新
し
い
波
が
、
未
だ
保
守
的
な
田
舎
町
に
も
押
し
寄
せ
て
い
た
。

　
③
保
体
審
答
申
の
提
起

　
そ
う
し
た
動
向
は
全
国
的
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
反
映
す
る
形
で
七
二
年
一
二
月
に
は
保
健
体
育
審
議
会
答
申
「
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
振
興
に
関
す
る
基
本
方
策
に
つ
い
て
」
が
出
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ッ
の
大
衆
化
促
進
を
提
起
し
た
。
こ
の
七
二
年
は
日
本
に
お
け
る
「
ス
ポ

ー
ッ
権
」
論
が
実
質
的
に
開
始
さ
れ
た
年
で
も
あ
っ
た
。
翌
七
三
年
は
「
福
祉
元
年
」
と
い
わ
れ
、
六
〇
年
代
の
「
高
度
経
済
成
長
」
に

よ
る
福
祉
の
低
水
準
を
若
干
回
復
し
た
。
吉
川
町
で
は
同
じ
く
、
七
三
年
の
武
蔵
野
線
開
通
は
町
の
都
市
化
を
一
気
に
促
進
し
、
町
民
の

意
識
、
町
行
政
の
在
り
方
を
も
大
き
く
規
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
地
方
自
治
法
の
改
正
は
七
四
年
の
「
第
一
次
吉
川
町
総
合
振

興
計
画
」
の
策
定
を
も
た
ら
し
た
。
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五
〇
年
代
後
半
か
ら
六
〇
年
代
全
般
に
掛
け
て
、
日
本
で
最
も
盛
ん
な
野
球
（
軟
式
）
の
普
及
実
態
を
み
る
と
、
実
に
多
く
の
チ
ー
ム

が
誕
生
し
、
消
失
し
た
。
こ
れ
は
後
の
「
体
育
協
会
」
の
項
で
見
る
が
、
ス
ポ
ー
ツ
要
求
の
高
揚
に
対
し
て
、
当
時
の
労
働
形
態
つ
ま
り

長
時
間
労
働
に
よ
る
余
暇
の
少
な
さ
や
、
ス
ポ
ー
ッ
施
設
の
貧
困
な
実
態
が
、
そ
れ
ら
の
要
求
を
十
分
に
は
吸
収
し
き
れ
な
か
っ
た
事
を

示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
決
し
て
吉
川
町
の
み
で
な
く
、
全
国
的
な
動
向
で
も
あ
っ
た
。

　
そ
し
て
行
政
の
ス
ポ
ー
ツ
施
策
は
そ
の
財
政
面
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
（
図
1
－
8
）
、
ま
さ
に
社
会
体
育
と
い
え
ば
体
育
協
会
の
行
事

や
町
民
体
育
祭
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
と
同
義
で
あ
り
、
七
四
年
段
階
ま
で
は
大
し
た
ス
ポ
ー
ッ
施
策
も
無
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。

　
全
国
的
な
ス
ポ
ー
ツ
の
動
向
は
先
述
の
よ
う
に
七
二
年
の
保
健
体
育
審
議
会
答
申
「
体
育
・
ス
ポ
ー
ッ
の
普
及
振
興
に
関
す
る
基
本
方

策
に
つ
い
て
」
を
基
点
と
し
て
捉
え
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
吉
川
町
の
場
合
、
七
三
年
の
武
蔵
野
線
の
開
通
、
そ
し
て
七
四
年
の

「
第
一
次
　
吉
川
町
総
合
振
興
計
画
」
と
が
ほ
ぼ
同
時
期
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
七
四
年
を
時
期
区
分
と
し
た
。

20

　
（
2
）
「
吉
川
町
総
合
振
興
計
画
　
基
本
構
想
」
（
一
九
七
四
年
）
下
で
の
ス
ポ
ー
ツ
行
政

　
①
基
本
構
想
の
意
図

　
こ
の
基
本
構
想
は
一
九
七
三
年
度
を
基
点
と
し
て
八
六
ま
で
の
二
一
一
年
間
の
基
本
構
想
で
あ
る
。
武
蔵
野
線
開
通
に
よ
る
吉
川
駅
の
開

業
、
吉
川
団
地
の
造
成
、
そ
し
て
中
小
企
業
の
進
出
に
よ
り
人
口
は
急
増
し
た
。
こ
の
七
三
年
の
人
口
は
一
二
、
〇
一
三
人
で
あ
る
が
、

八
五
年
に
は
五
万
人
へ
の
増
加
を
予
想
し
て
、
町
の
基
本
計
画
は
次
の
よ
う
に
大
き
く
は
三
領
域
で
策
定
さ
れ
た
。

　
「
緑
に
恵
ま
れ
た
快
適
な
住
み
よ
い
町
づ
く
り
」

　
　
・
生
活
基
盤
及
び
生
活
環
境
整
備
　
　
・
住
民
生
活
の
安
定
向
上

　
「
地
域
の
発
展
を
は
か
る
産
業
の
振
興
」



スポーッの権利・公共性と新自由主義＝個人的消費主義との対抗（4）

　
　
．
農
業
の
振
興
　
　
・
工
業
の
振
興
　
　
・
商
業
の
振
興

　
「
よ
い
人
を
つ
く
る
教
育
文
化
の
向
上
」

　
　
．
学
校
教
育
の
充
実
　
　
・
幼
稚
園
　
　
・
社
会
教
育
の
振
興
　
　
・
町
民
文
化
の
高
揚

　
そ
の
後
の
施
策
に
比
べ
る
と
、
幾
分
未
分
化
な
点
も
あ
る
が
、
当
時
の
人
口
急
増
に
対
応
さ
せ
て
、
生
活
環
境
整
備
が
中
心
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
う
ち
特
に
「
社
会
体
育
活
動
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
「
社
会
教
育
の
振
興
」
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
た
。

　
　
「
将
来
の
公
園
（
普
通
公
園
）
計
画
と
平
行
し
て
、
町
民
の
健
康
増
進
と
楽
し
み
な
が
ら
余
暇
を
利
用
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整

　
備
を
進
め
、
各
種
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
に
よ
る
活
動
の
促
進
、
各
種
の
競
技
会
等
を
実
施
す
る
方
策
を
進
め
る
。

　
　
ま
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
と
し
て
江
戸
川
、
中
川
等
の
河
川
敷
を
利
用
し
、
他
の
町
と
も
協
議
の
上
に
広
域
生
活
圏
に
お
け
る

　
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
の
設
定
、
ま
た
町
民
プ
ー
ル
の
建
設
促
進
を
図
り
、
そ
の
ほ
か
町
の
体
育
協
会
の
拡
充
に
つ
と
め
る
一
方
、
地

　
域
お
よ
び
職
域
に
お
け
る
ス
ポ
！
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
グ
ル
ー
プ
の
組
織
化
、
及
び
拡
充
、
強
化
を
は
か
る
。
」

　
こ
う
し
て
、
保
体
審
答
申
は
自
治
体
に
も
反
映
し
、
吉
川
町
で
も
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
や
プ
ー
ル
な
ど
の
「
施
設
整
備
」
、
体
育
協

会
等
の
ス
ポ
ー
ツ
「
団
体
の
育
成
」
、
そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
「
行
事
の
推
進
」
を
、
町
の
施
策
と
し
て
推
進
す
る
こ

と
が
銘
記
さ
れ
た
。
こ
こ
に
、
吉
川
町
の
ス
ポ
ー
ツ
行
政
の
確
立
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
②
　
町
民
の
意
識

　
一
九
七
九
年
に
行
わ
れ
た
「
第
一
回
町
政
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
（
一
三
九
七
人
対
象
、
回
収
六
九
〇
、
回
収
率
四
九
・
四
％
）
の
調
査

項
目
は
「
各
世
帯
の
構
成
．
家
計
・
家
財
」
「
広
報
」
「
町
の
方
向
」
「
教
育
・
文
化
」
「
そ
の
他
」
で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
ヘ
の
関
心
は
「
教

育
・
文
化
」
の
項
で
調
査
さ
れ
た
。

　
「
町
の
教
育
文
化
の
向
上
の
た
め
に
今
後
何
に
カ
を
入
れ
て
欲
し
い
か
」
と
の
問
い
に
対
し
て
、
人
口
の
急
増
を
反
映
し
て
「
小
・
中
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学
校
の
教
育
施
設
整
備
」
二
九
・
七
％
、
「
公
私
立
の
大
学
・
高
校
誘
致
」
壬
二
・
三
％
、
「
社
会
教
育
の
充
実
」
一
八
．
二
％
で
あ
り
、

続
い
て
「
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
開
設
」
一
七
・
五
％
で
あ
る
。
そ
し
て
「
現
在
余
暇
に
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
を
し
て
い

ま
す
か
」
に
対
し
て
「
機
会
が
あ
れ
ば
し
た
い
」
四
八
％
、
「
現
在
し
て
い
る
」
二
〇
・
四
％
、
「
こ
れ
か
ら
是
非
し
た
い
」
一
〇
．
三
％

で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
享
受
し
た
い
人
が
全
体
の
七
八
・
七
％
を
占
め
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ッ
種
目
の
ベ
ス
ト
四
は
、
テ
ニ
ス
、
ス
キ
i
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
（
『
広
報
よ
し
か
わ
』
Z
o
』
o
。
0
」
雪
O
」
O
）
こ
れ
は
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
の

高
揚
と
同
時
に
、
国
や
目
治
体
へ
の
施
策
要
求
が
強
く
示
さ
れ
て
い
る
。

　
同
じ
く
八
一
年
に
も
「
町
政
に
関
す
る
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
が
行
わ
れ
、
町
政
に
関
し
て
「
住
環
境
．
火
災
．
公
害
．
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
」
二
二
の
質
問
を
し
た
。
（
『
広
報
よ
し
か
わ
』
Z
o
■
o
。
8
）
に
一
部
資
料
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
は
無
い
。

　
そ
し
て
次
期
基
本
計
画
の
策
定
へ
向
け
た
「
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
（
一
九
八
四
年
四
月
）
で
は
、
「
ス
ポ
ー
ツ
施
設
」
に
関
し
て
言

え
ば
、
「
施
設
の
種
類
」
「
利
用
の
し
や
す
さ
」
「
ス
ポ
ー
ツ
施
設
ま
で
の
距
離
」
に
つ
い
て
「
満
足
」
は
四
～
七
％
、
「
普
通
」
は
四
〇
～

二
〇
％
で
あ
り
、
一
方
「
不
満
」
は
一
一
五
～
六
〇
％
に
お
よ
び
、
こ
の
面
で
の
生
活
環
境
の
不
備
に
対
す
る
不
満
を
示
し
、
今
後
「
特
に

力
を
入
れ
る
べ
き
事
業
・
施
策
」
は
「
交
通
施
設
の
整
備
」
「
生
活
環
境
の
充
実
」
の
約
五
〇
％
に
次
い
で
、
「
医
療
制
度
の
整
備
、
健
康

増
進
対
策
の
充
実
」
「
福
祉
の
充
実
」
と
並
ん
で
「
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
文
化
施
設
の
整
備
」
が
約
二
五
％
で
続
い
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ッ
要
求
の
高
揚
の
中
で
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ
行
政
に
対
す
る
町
民
の
意
識
は
期
待
と
同
時
に
、
現
状
の
未
整

備
を
指
摘
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
③
　
ス
ポ
ー
ッ
施
策

　
こ
の
時
期
、
先
述
の
よ
う
に
国
レ
ベ
ル
で
は
七
一
一
年
の
保
体
審
答
申
以
来
、
自
治
体
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
建
設
を
促
進
し
た
。
吉
川
町
は

七
三
年
以
降
の
人
口
急
増
に
よ
り
、
先
ず
学
校
建
設
が
求
め
ら
れ
た
。
七
三
、
四
年
に
そ
れ
ぞ
れ
関
小
学
校
と
北
谷
小
学
校
が
、
そ
し
て
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七
九
年
に
栄
小
学
校
が
、
そ
し
て
八
一
年
に
は
中
曾
根
小
学
校
と
中
央
中
学
校
が
建
設
さ
れ
た
。
学
校
は
地
域
ス
ポ
ー
ツ
に
と
っ
て
も
新

た
な
施
設
で
あ
る
が
、
そ
の
建
設
費
の
捻
出
ゆ
え
に
、
ス
ポ
ー
ツ
独
自
施
設
は
八
一
年
の
町
民
プ
ー
ル
（
屋
外
）
と
八
三
年
の
町
総
合
体

育
館
と
町
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
完
成
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
プ
ー
ル
は
回
周
約
二
〇
〇
m
、
幅
六
m
の
流
れ
る
プ
ー
ル
と
ス
・
ー

プ
を
設
置
し
た
リ
ゾ
ー
ト
型
の
も
の
で
あ
る
。
体
育
館
も
観
客
席
を
も
つ
立
派
な
も
の
で
あ
る
。
自
治
体
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
建
設
に
対
す

る
国
の
補
助
金
も
、
そ
の
絶
対
額
の
少
な
さ
は
置
く
と
し
て
も
、
八
二
年
ま
で
は
年
々
少
し
ず
つ
上
昇
し
て
き
た
結
果
で
あ
る
。
七
二
年

の
保
体
審
答
申
は
地
域
レ
ベ
ル
で
の
ス
ポ
ー
ッ
の
振
興
を
奨
励
し
た
が
、
主
要
に
は
施
設
建
設
に
比
重
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ス
ポ
ー
ツ
普

及
の
前
提
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
し
て
七
〇
年
代
の
中
頃
か
ら
は
自
治
体
で
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
も
活
発
化
し
た
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
「
三
鷹
方
式
」
と
い
わ
れ
る
「
ス

ポ
ー
ツ
教
室
か
ら
ク
ラ
ブ
結
成
へ
」
と
い
う
ク
ラ
ブ
育
成
方
式
が
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加
、
ク
ラ
ブ
加
入
の
要
求
に
合
致
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
年
、
文
部
省
は
「
日
常
生
活
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
推
進
に
関
す
る
調
査
研
究
」
を
発
表
し
、
初
め
て
ク
ラ
ブ
づ
く
り
に
つ
い
て

触
れ
、
七
七
年
に
は
「
地
域
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
育
成
指
定
市
町
村
事
業
」
を
開
始
し
た
。
吉
川
町
民
の
ス
ポ
ー
ッ
要
求
は
高
ま
り
、
そ
の

間
も
新
た
な
種
目
の
誕
生
、
新
た
な
ス
ポ
ー
ッ
大
会
の
誕
生
が
続
い
た
。

　
④
　
行
政
組
織

　
こ
の
間
の
ス
ポ
ー
ツ
行
政
を
見
る
と
、
所
管
部
局
は
教
育
委
員
会
の
社
会
体
育
係
（
当
時
は
未
だ
課
制
は
と
っ
て
お
ら
ず
、
社
会
教
育

係
と
併
行
）
で
あ
る
。
一
九
七
九
年
に
は
教
育
委
員
会
か
ら
『
吉
川
町
の
教
育
』
が
発
行
さ
れ
、
町
の
教
育
施
策
の
全
体
像
の
理
解
が
容

易
に
な
っ
た
。

　
さ
て
、
七
九
年
度
の
社
会
体
育
重
点
施
策
は
、
先
の
総
合
振
興
計
画
の
下
で
、
よ
り
細
目
化
さ
れ
て
い
る
。
運
動
不
足
対
策
ば
か
り
で

な
く
、
人
口
急
増
に
よ
っ
て
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
地
域
住
民
の
連
帯
意
識
の
回
復
の
た
め
に
も
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
の
育
成
、
強
化
に
つ
と
め
、
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町
民
皆
ス
ポ
ー
ツ
を
め
ざ
し
て
社
会
体
育
を
振
興
す
る
た
め
に
次
の
重
点
施
策
を
提
起
し
た
。

　
「
地
域
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
推
進
」

　
　
・
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開
催
及
び
内
容
の
充
実
　
　
　
・
だ
れ
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
行
事
の
計
画
　
　
　
・
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
に

　
　
　
対
す
る
意
識
調
査
の
実
施

　
「
指
導
者
の
養
成
、
確
保
と
資
質
の
向
上
」

　
　
・
体
育
指
導
委
員
の
増
員
と
資
質
の
向
上
　
　
　
・
民
間
指
導
者
の
発
掘
　
　
　
・
指
導
者
養
成
の
た
め
の
講
習
会
な
ど
の
開
催

　
「
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
、
団
体
の
育
成
及
び
強
化
」

　
　
・
各
種
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
の
育
成
　
　
　
・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
組
織
化
　
　
　
・
各
種
ス
ポ
；
ツ
団
体
の
目
主
的
活
動
の
促
進
及

　
　
　
び
強
化

　
「
活
動
場
所
の
確
保
」

　
　
・
組
織
的
学
校
体
育
施
設
の
開
放
実
施
　
　
　
・
町
営
総
合
運
動
場
の
建
設
促
進
　
　
　
・
既
存
施
設
の
整
備
、
拡
充

　
「
学
校
体
育
施
設
開
放
の
実
施
」

　
　
・
学
校
体
育
施
設
の
効
果
的
利
用
　
　
　
・
学
校
体
育
施
設
利
用
上
の
指
導
助
言
　
　
　
・
学
校
体
育
施
設
利
用
に
関
す
る
調
査
研
究

　
　
・
学
校
体
育
施
設
開
放
に
伴
う
付
帯
施
設
の
充
実

　
以
上
の
よ
う
に
ス
ポ
ー
ツ
行
政
は
進
展
し
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
れ
は
七
二
年
の
保
健
体
育
審
議
会
答
申
の
求
め
る
路
線
の
具
体
化
で
あ
り
、

ス
ポ
ー
ツ
が
自
治
体
の
施
策
と
し
て
大
き
な
位
置
を
占
め
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
う
ち
、
「
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」
は
年
と
共
に
多
様
に
な
っ
た
。
因
み
に
七
四
年
に
は
、
歩
こ
う
大
会
／
テ
ニ
ス
教
室
／
健
康
教
室
／

柔
道
教
室
／
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室
／
剣
道
教
室
／
ス
キ
ー
教
室
（
『
広
報
よ
し
か
わ
』
2
0
』
お
）
で
あ
り
、
七
七
年
度
に
は
、
柔
道
教
室
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／
軟
式
テ
ニ
ス
教
室
／
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
／
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
／
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室
／
剣
道
教
室
／
サ
ッ
カ
ー
教
室
（
『
広
報
よ

し
か
わ
』
Z
O
』
罰
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
ク
ラ
ブ
づ
く
り
の
前
提
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
こ
れ
を
除
け
ば
目
治
体
の
ス
ポ
ー
ツ
施
策
は

単
な
る
施
設
の
貸
館
業
務
し
か
残
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

スポーッの権利・公共性と新自由主義＝個人的消費主義との対抗（4）

　
（
3
）
　
「
第
二
次
　
吉
川
町
基
本
構
想
」
（
一
九
八
六
年
）
下
で
の
ス
ポ
ー
ツ
行
政

　
①
行
政
改
革
の
中
で

　
国
レ
ベ
ル
の
施
策
と
し
て
は
、
七
〇
年
代
前
半
か
ら
中
盤
ま
で
の
「
福
祉
」
の
時
代
は
終
わ
り
、
七
〇
年
代
後
半
か
ら
の
「
日
本
型
福

祉
社
会
」
「
都
市
経
営
論
」
等
の
新
目
由
主
義
的
傾
向
が
吹
聴
さ
れ
始
め
た
。
こ
う
し
て
「
行
政
改
革
」
つ
ま
り
行
政
の
民
営
化
、
職
員

の
定
員
削
減
が
地
方
自
治
体
に
も
強
要
さ
れ
始
め
、
八
三
年
に
は
「
地
方
行
革
大
綱
」
が
出
さ
れ
た
。

　
国
レ
ベ
ル
で
は
八
三
年
以
降
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
建
設
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
へ
の
補
助
金
は
、
行
政
改
革
の
名
の
下
に
ど
ん
ど
ん
と
削
ら
れ

た
。
そ
の
一
方
で
、
わ
ず
か
な
予
算
な
が
ら
も
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
結
成
の
促
進
が
提
起
さ
れ
た
。
八
七
年
の
「
地
域
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
連

合
育
成
事
業
」
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
ク
ラ
ブ
を
横
に
つ
な
ぎ
、
そ
の
活
性
化
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
ク
ラ
ブ
．
同
好
会
へ
の
加

入
状
況
」
で
は
、
全
国
的
に
は
こ
の
間
の
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
加
入
状
況
は
約
一
六
％
前
後
で
変
動
せ
ず
、
「
今
後
加
入
し
た
い
」
と
い
う

意
見
は
八
五
年
段
階
で
三
〇
％
弱
で
、
こ
ち
ら
も
一
向
に
増
加
し
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加
も
増
加
せ
ず
、
こ
の
間
の

ス
ポ
ー
ツ
政
策
へ
の
疑
問
と
し
て
現
れ
た
。
後
に
見
る
よ
う
に
吉
川
町
に
お
い
て
も
八
O
年
以
降
、
体
育
館
、
プ
ー
ル
、
学
校
開
放
の
利

用
者
数
は
ほ
ぼ
同
じ
で
増
え
て
い
な
い
。
特
に
九
〇
年
代
の
「
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」
の
急
増
に
も
拘
わ
ら
ず
、
ク
ラ
ブ
と
し
て
の
参
加
は
こ

の
吉
川
町
で
も
横
這
い
で
あ
る
。
そ
う
か
と
い
っ
て
、
地
域
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加
の
前
提
で
あ
る
施
設
建
設
が
頭
打
ち
と
な
る
現
実
を

前
に
、
新
た
に
考
え
出
さ
れ
た
の
が
ク
ラ
ブ
連
合
で
あ
る
。
そ
し
て
、
八
八
年
に
は
文
部
省
体
育
局
の
ス
ポ
ー
ッ
課
が
生
涯
ス
ポ
ー
ッ
課
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と
競
技
ス
ポ
ー
ッ
課
に
分
離
し
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
よ
り
緻
密
な
施
策
が
求
め
ら
れ
た
。

　
そ
し
て
八
九
年
に
は
バ
ブ
ル
経
済
を
謳
歌
す
る
中
で
、
国
を
は
じ
め
と
す
る
公
共
責
任
を
曖
昧
化
す
る
保
体
審
答
申
「
2
1
世
紀
に
向
け

た
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
方
策
に
つ
い
て
」
が
出
さ
れ
た
。
こ
の
段
階
で
七
二
年
の
施
設
建
設
基
準
の
五
〇
％
程
度
の
達
成
率
に
も
拘
わ
ら
ず
、

も
は
や
公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
十
分
で
あ
る
と
の
現
状
認
識
に
立
っ
た
。
ま
た
九
〇
年
の
「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
」
の
誕
生
に
見
る
よ
う

に
、
国
の
責
任
を
企
業
か
ら
の
援
助
に
依
存
す
る
方
策
が
強
調
さ
れ
た
。

　
八
五
年
に
は
文
部
大
臣
裁
定
に
よ
る
「
地
方
ス
ポ
ー
ツ
振
興
費
補
助
金
（
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
）
交
付
要
綱
」
も
出
さ
れ
、
そ

れ
以
降
、
多
様
な
補
助
事
業
が
生
ま
れ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
補
助
額
は
微
々
た
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
施
設
建
設
な
ど
の
ハ
ー
ド

ウ
ェ
ア
ー
が
厳
し
く
な
る
中
で
、
ス
ポ
ー
ツ
施
策
は
も
っ
ぱ
ら
こ
う
し
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ー
に
集
中
し
て
行
っ
た
。

　
②
基
本
構
想
の
方
向

　
町
で
も
一
九
八
五
年
に
「
町
行
政
改
革
大
綱
」
が
定
め
ら
れ
、
行
政
の
縮
小
、
民
営
化
が
検
討
さ
れ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
今
回
の

「
第
二
次
基
本
構
想
」
は
九
五
年
ま
で
の
一
〇
年
間
の
実
施
計
画
で
あ
る
。
九
五
年
の
人
口
は
六
五
、
O
O
O
人
を
想
定
し
た
。

　
こ
こ
で
の
施
策
は
次
の
四
つ
の
柱
で
ま
と
め
ら
れ
た
。

　
「
都
市
施
設
を
整
備
し
、
地
域
基
盤
を
確
立
す
る
」

　
　
　
．
市
街
地
整
備
　
　
・
道
路
・
交
通
網
の
整
備
　
　
・
上
水
道
の
整
備
　
　
・
下
水
道
の
整
備

　
　
　
・
河
川
・
水
路
の
整
備
　
　
・
公
園
・
緑
地
の
整
備

　
「
安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
生
活
環
境
を
築
く
」

　
　
　
．
防
災
対
策
　
　
．
交
通
安
全
対
策
　
　
・
公
害
防
止
対
策
　
　
・
ゴ
ミ
・
し
尿
の
処
理

　
　
　
・
保
健
医
療
対
策
　
　
・
社
会
福
祉
対
策
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「
心
身
と
も
に
健
全
な
人
を
育
て
、
文
化
を
振
興
す
る
」

　
　
　
・
幼
児
教
育
の
推
進
　
　
・
義
務
教
育
の
充
実
　
　
・
社
会
教
育
の
振
興

　
　
　
・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
　
　
・
芸
術
・
文
化
の
向
上

　
「
豊
か
な
地
域
を
築
く
産
業
を
振
興
す
る
」

　
　
　
・
商
業
の
振
興
　
　
・
農
業
の
振
興
　
　
・
工
業
の
振
興

　
八
六
年
の
総
合
振
興
計
画
と
同
時
に
行
政
組
織
の
改
編
が
な
さ
れ
、
課
制
が
敷
か
れ
、
人
口
急
増
に
対
応
す
る
た
め
の
都
市
整
備
が
重

視
さ
れ
た
。
社
会
体
育
係
は
社
会
教
育
課
の
一
機
構
と
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
年
、
社
会
教
育
委
員
会
よ
り
答
申
「
社
会
教
育
施
設
の
在

り
方
」
が
提
起
さ
れ
、
翌
年
に
開
館
す
る
中
央
公
民
館
を
は
じ
め
、
ス
ポ
ー
ッ
施
設
の
活
発
な
活
用
が
答
申
さ
れ
た
。

　
③
　
ス
ポ
ー
ツ
施
策

　
こ
の
段
階
で
町
は
現
状
の
施
設
と
し
て
、
「
総
合
体
育
館
」
「
町
民
プ
ー
ル
」
「
町
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
」
「
農
村
広
場
」
と
、
そ
の
他
未
整

備
だ
が
「
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
「
沼
辺
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
を
有
し
、
小
中
学
校
で
は
学
校
教
育
に
支
障
が
な
い
限
り
で
「
学
校
開
放
」

が
為
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
ス
ポ
ー
ッ
施
策
の
対
象
と
し
て
、
・
指
導
者
育
成
の
推
進
、
・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
！
シ
ョ
ン
団
体
の
育

成
、
・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
整
備
推
進
、
・
ス
ポ
ー
ツ
事
業
の
推
進
、
と
い
う
四
つ
の
領
域
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。

町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
が
ま
す
ま
す
高
揚
す
る
中
で
、
こ
の
時
期
も
、
新
た
な
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
卓
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
主

に
家
庭
婦
人
を
対
象
と
す
る
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
、
高
齢
者
対
象
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
等
で
あ
る
。
九
〇
年
に
は
栄
小
学
校
に
ナ
イ
タ
ー
設

備
が
完
備
し
、
夜
間
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
使
用
も
可
能
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
に
開
催
さ
れ
て
き
た
諸
種
目
の
競
技
会
も
継
続
し
て
お
り
、
町

内
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
は
着
実
に
高
揚
し
て
き
て
い
る
。

　
文
部
省
の
ス
ポ
ー
ツ
関
連
予
算
が
低
下
傾
向
に
あ
る
中
で
、
吉
川
町
の
ス
ポ
ー
ッ
予
算
は
図
1
－
9
、
1
0
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
着
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実
に
増
加
し
て
き
た
。
こ
れ
は
「
福
祉
の
途
上
圏
」
と
し
て
の
特
徴
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、

祉
削
減
な
い
し
民
営
化
の
「
行
政
改
革
」
が
単
純
に
は
進
行
し
得
な
い
何
よ
り
の
事
例
で
あ
る
。

国
の
、
あ
る
い
は
町
自
身
が
進
め
る
福

　
（
4
）
　
「
第
三
次
　
吉
川
町
総
合
振
興
計
画
」
（
一
九
九
二
年
）
下
で
の
ス
ポ
ー
ツ
行
政

　
①
バ
ブ
ル
崩
壊

　
八
O
年
代
中
頃
か
ら
の
バ
ブ
ル
経
済
は
大
都
市
を
中
心
と
し
て
大
規
模
な
土
地
投
機
が
行
わ
れ
、
地
方
都
市
に
も
及
び
、
自
治
体
の
土

地
取
得
は
大
き
な
障
壁
に
直
面
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
公
共
施
設
建
設
は
更
な
る
困
難
に
直
面
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
八
九
年
の
保
体
審
答

申
を
は
じ
め
、
九
〇
年
の
通
産
省
『
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ョ
ン
2
1
』
や
野
村
総
研
『
二
〇
〇
〇
年
の
リ
ゾ
ー
ト
産
業
』
等
は
、
バ
ブ
ル
経
済
の

延
長
に
ス
ポ
ー
ツ
産
業
を
描
い
た
。
八
七
年
に
成
立
し
た
「
総
合
保
養
地
域
整
備
法
」
（
リ
ゾ
ー
ト
法
）
は
、
同
年
の
「
第
四
次
全
国
総

合
開
発
整
備
法
（
四
全
総
）
」
と
結
合
し
、
「
ゴ
ル
フ
場
、
ホ
テ
ル
、
そ
し
て
ス
キ
ー
場
か
マ
リ
ー
ナ
」
の
「
三
種
の
神
器
」
の
ワ
ン
パ
タ

ー
ン
の
大
規
模
な
開
発
が
進
め
ら
れ
た
。
だ
が
、
そ
れ
も
バ
ブ
ル
崩
壊
で
、
そ
の
企
画
も
中
途
で
と
ん
挫
し
、
多
く
の
自
治
体
は
オ
ー
プ

ン
も
し
て
い
な
い
施
設
建
設
費
の
付
け
で
、
莫
大
な
借
金
と
破
壊
さ
れ
た
環
境
の
み
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
リ
ゾ
ー
ト
法

に
は
最
初
か
ら
大
き
な
矛
盾
が
内
包
さ
れ
て
い
た
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ら
は
長
期
滞
在
型
の
施
設
で
あ
り
、
　
｝
方
企
業
の
金
余
り
対
策

で
推
進
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
消
費
者
で
あ
る
国
民
自
体
は
一
向
に
減
ら
な
い
労
働
時
間
と
、
上
が
ら
な
い
給
料
に
よ
り
、
「
富
社
貧
員
」

の
構
造
が
何
ら
解
決
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
た
と
え
オ
ー
プ
ン
に
漕
ぎ
着
け
て
も
、
そ
れ
ら
の
リ
ゾ
ー
ト
施
設
の

多
く
は
赤
字
経
営
、
そ
し
て
早
晩
の
廃
業
は
必
至
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
現
に
開
業
後
の
倒
産
は
数
多
い
。

　
②
国
の
ス
ポ
ー
ツ
施
策

　
地
域
ス
ポ
ー
ツ
発
展
の
二
つ
の
前
提
で
あ
る
施
設
建
設
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
（
ク
ラ
ブ
育
成
）
の
両
者
で
の
補
助
金
の
低
下
、
そ
し
て
施
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設
を
前
提
と
す
る
「
ス
ポ
ー
ツ
教
室
か
ら
ク
ラ
ブ
結
成
へ
」
と
い
う
方
式
を
採
用
で
き
な
く
な
っ
た
文
部
省
は
、
残
さ
れ
た
方
策
と
し
て

ク
ラ
ブ
づ
く
り
に
焦
点
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
九
二
年
に
は
「
我
が
国
の
運
動
・
ス
ポ
ー
ッ
に
関
す
る
調
査
」
、
九
三
年
「
我
が
国
の
体

育
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
調
査
」
、
九
四
年
「
体
力
・
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
世
論
調
査
」
、
「
地
方
公
共
団
体
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
振
興
体
制
に
関

す
る
調
査
」
が
為
さ
れ
た
。
そ
し
て
九
五
年
の
「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
育
成
事
業
」
が
開
始
さ
れ
た
。
し
か
し
、
九
七
年
の
保

体
審
答
申
は
財
政
的
裏
付
け
で
は
最
大
の
懸
念
を
示
し
た
。

　
一
方
、
バ
ブ
ル
期
に
発
足
を
計
画
し
た
」
リ
ー
グ
も
発
足
（
九
三
年
）
は
バ
ブ
ル
経
済
が
崩
壊
し
た
中
で
の
苦
し
い
船
出
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
」
リ
ー
グ
効
果
に
期
待
し
た
自
治
体
の
物
心
両
面
の
援
助
に
よ
っ
て
J
リ
ー
グ
が
誕
生
し
た
。
そ
し
て
今
日
に
至
っ
て
も
、
目

治
体
の
援
助
無
し
に
は
一
歩
も
立
ち
行
か
な
い
実
態
は
変
わ
り
な
い
。
こ
こ
に
、
プ
ロ
・
ス
ポ
ー
ツ
と
公
共
機
関
と
の
連
携
に
関
す
る
理

論
問
題
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
」
リ
ー
グ
サ
ポ
i
夕
i
の
六
五
％
は
サ
ッ
カ
ー
未
経
験
者
と
の
調
査
も
あ
る
が
、
サ
ッ
カ
i
経
験

者
、
つ
ま
り
地
域
ス
ポ
ー
ッ
の
経
験
者
の
割
合
を
上
げ
ず
に
、
今
後
の
サ
ッ
カ
ー
人
気
は
頭
打
ち
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
で
も
、
プ

ロ
・
ス
ポ
ー
ツ
と
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
と
は
連
動
し
て
い
る
。

　
③
　
第
三
次
振
興
計
画
の
方
向

　
こ
の
計
画
は
バ
ブ
ル
期
を
背
景
に
立
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
二
〇
〇
一
年
ま
で
の
一
〇
年
計
画
で
あ
る
。
前
期
基
本
計
画
と
後
期
基

本
計
画
と
に
分
け
ら
れ
る
。

　
「
前
期
基
本
計
画
」
（
一
九
九
二
～
一
九
九
六
）
は
次
の
七
部
門
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
「
都
市
基
盤
部
門
」
　
土
地
利
用
／
市
街
地
整
備
／
道
路
／
公
共
交
通
／
上
水
道
／
下
水
道
／
河
川
・
水
路

　
「
生
活
環
境
部
門
」
　
　
公
園
・
緑
地
／
居
住
環
境
／
防
災
／
消
防
・
救
急
／
防
犯
／
交
通
安
全
／
環
境
保
全
／
環
境
衛
生

　
「
教
育
文
化
部
門
」
　
生
涯
学
習
／
幼
児
教
育
／
学
校
教
育
／
高
等
教
育
／
青
少
年
健
全
育
成
／
文
化
・
芸
術
／
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
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「
健
康
福
祉
部
門
」

「
産
業
振
興
部
門
」

「
市
民
交
流
部
門
」

「
構
想
の
推
進
」

　
こ
れ
ま
で
の
基
本
計
画
と
比
較
す
る
と
、

が
分
か
る
。

　
ま
た
、
「
後
期
基
本
計
画
」
（
一
九
九
七
～
二
〇
〇
一
年
）
で
は
「
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
の
内
容
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

　
「
現
状
と
課
題
」
　
市
民
体
育
祭
や
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
開
催
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開
催
な
ど
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ

　
　
　
ョ
ン
活
動
の
機
会
の
提
供
や
、
吉
川
市
体
育
協
会
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等
の
団
体
・
指
導
者
の
育
成
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。
今
後

　
　
　
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
市
民
が
参
加
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
。
既
存
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
改
修
、
総
合
的
運
動

　
　
　
施
設
の
早
期
整
備
が
必
要
で
あ
る
。
概
ね
、
以
上
の
よ
う
な
課
題
意
識
で
、
以
下
の
よ
う
な
課
題
を
行
う
。

　
「
基
本
方
針
」
　
　
健
康
づ
く
り
や
市
民
相
互
の
交
流
や
連
帯
感
を
育
む
た
め
、
全
て
の
市
民
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
ス
ポ
ー
ッ
・
レ
ク
リ

　
　
　
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
え
る
よ
う
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
や
団
体
・
指
導
者
の
育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
・

　
　
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
整
備
・
充
実
を
図
る
。

　
「
活
動
の
推
進
」

エ
ー
シ
ョ
ン

地
域
福
祉
／
児
童
福
祉
／
高
齢
者
福
祉
／
障
害
者
（
児
）
福
祉
／
低
所
得
者
福
祉
／
保
健
・
医
療
／
保
険
・
年

金
・
老
人
保
健

農
業
／
工
業
／
商
業
・
観
光
／
勤
労
者
福
祉
／
消
費
者
保
護

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
／
女
性
の
地
位
／
人
権
尊
重
／
広
域
交
流
／
地
域
景
観
づ
く
り
／
市
民
参
加

行
政
運
営
／
財
政
運
営
／
広
域
行
政

　
　
　
　
　
　
　
内
容
的
に
よ
り
広
域
的
と
な
っ
て
お
り
、
行
政
の
対
応
と
し
て
も
整
備
さ
れ
て
き
て
い
る
事
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・
ス
ポ
ー
ッ
事
業
の
推
進

　
　
　
　
市
民
体
育
祭
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
開
催
（
イ
ベ
ン
ト
）

　
　
　
　
様
々
な
年
齢
層
の
市
民
が
参
加
で
き
る
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
充
実

　
　
　
　
地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

　
　
　
　
小
中
学
校
の
体
育
施
設
な
ど
を
活
用
し
た
ス
ポ
ー
ッ
教
室
な
ど
の
充
実

　
　
　
・
団
体
・
指
導
者
の
育
成

　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体
の
育
成
・
支
援

　
　
　
　
指
導
者
養
成
の
研
修
会
・
講
習
会
の
開
催

　
　
　
・
施
設
の
整
備

　
　
　
　
施
設
の
整
備
充
実

　
　
　
　
総
合
体
育
館
及
び
屋
外
プ
ー
ル
等
の
整
備
拡
充

　
　
　
　
安
全
確
保
の
た
め
の
施
設
の
維
持
管
理

　
　
　
　
総
合
的
運
動
施
設
の
整
備

　
　
　
　
総
合
公
園
の
整
備
に
併
せ
、
検
討
す
る

　
こ
う
し
て
地
域
ス
ポ
ー
ッ
振
興
に
お
け
る
四
つ
の
柱
で
あ
る
「
施
設
整
備
」
「
事
業
の
推
進
」
「
ク
ラ
ブ
・
組
織
の
拡
大
」
「
指
導
者
の

育
成
」
が
提
起
さ
れ
た
。
問
題
は
こ
れ
ら
の
領
域
に
対
す
る
旦
ハ
体
的
な
施
策
が
い
か
に
立
案
さ
れ
、
予
算
的
裏
付
け
を
持
ち
、
実
行
さ
れ
、

評
価
さ
れ
た
か
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
そ
の
予
算
額
が
厳
し
く
問
わ
れ
る
一
方
で
、
こ
れ
ら
の
施
策
が
自
治
体
の
施
策
と
し
て
不
可
欠
な

も
の
と
し
て
定
着
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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④
　
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求

　
九
〇
年
代
に
入
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
に
も
触
れ
た
住
民
意
識
調
査
は
以
下
の
よ
う
に
三
つ
行
わ
れ
た
。

　
・
「
住
民
意
識
調
査
」
（
一
九
九
一
）

　
生
活
環
境
に
対
す
る
評
価
の
内
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
」
に
つ
い
て
は
、
「
満
足
」
一
丁
四
％
、
「
や
や
満
足
」
八
・
四
％
、
「
普

通
」
四
九
・
四
％
、
「
や
や
不
満
」
二
八
・
二
％
、
「
不
満
」
二
・
六
％
で
あ
り
、
「
普
通
」
が
半
数
を
占
め
る
も
の
の
、
「
不
満
」
に
思

っ
て
い
る
人
が
約
四
〇
％
も
い
る
こ
と
に
な
り
、
吉
川
町
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
貧
困
さ
を
述
べ
て
い
る
。
（
『
広
報
よ
し
か
わ
』

2
P
合
①
」
8
一
知
お
よ
び
「
第
三
次
　
吉
川
町
総
合
振
興
計
画
」
、
二
一
頁
）

　
・
「
生
涯
学
習
に
関
す
る
意
識
・
活
動
調
査
」
（
一
九
九
三
）

　
こ
れ
は
生
涯
学
習
構
想
立
案
の
一
環
と
し
て
、
市
民
一
五
〇
〇
人
（
回
答
八
五
四
、
回
収
率
五
六
・
九
％
）
を
対
象
と
す
る
調
査
で
あ

る
。
そ
の
一
環
に
ス
ポ
ー
ツ
ヘ
の
関
心
も
調
査
し
た
。
日
常
の
余
暇
時
間
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て
見
る
と
、
「
テ
ニ
ス
．
野
球
。
ゴ
ル
フ

な
ど
の
ス
ポ
ー
ッ
」
は
平
日
で
五
％
、
休
日
で
一
八
・
七
％
で
少
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
「
生
き
甲
斐
を
感
じ
る
と
き
」
は
「
趣
味
や
ス

ポ
ー
ツ
に
熱
中
し
て
い
る
と
き
」
が
「
家
族
団
ら
ん
の
時
」
と
共
に
半
数
を
超
え
て
い
る
。

　
こ
の
一
年
間
に
あ
る
期
間
継
続
し
て
学
習
活
動
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
は
四
〇
・
四
％
で
、
無
い
人
の
五
六
・
五
％
を
大
き
く
下
回

っ
て
い
る
が
、
前
者
の
内
、
「
健
康
づ
く
り
・
体
力
づ
く
り
」
三
六
・
五
％
、
「
屋
外
ス
ポ
ー
ッ
」
三
五
・
九
％
、
そ
し
て
「
屋
内
ス
ポ
ー

ツ
」
一
七
二
一
％
で
、
全
体
で
八
九
・
六
％
あ
り
、
四
〇
・
四
％
の
九
〇
％
の
人
、
つ
ま
り
全
体
の
三
六
％
の
人
が
何
ら
か
の
ス
ポ
ー
ツ

的
活
動
を
学
習
し
た
。
今
後
の
学
習
活
動
に
つ
い
て
「
継
続
し
た
い
」
「
新
た
に
始
め
た
い
」
人
は
六
七
・
二
％
で
三
分
の
二
の
人
が
学

習
意
欲
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
「
家
庭
・
地
域
社
会
関
係
」
で
は
「
健
康
・
体
力
づ
く
り
・
医
学
」
が
六
一
丁
九
％
、
そ
し
て
「
趣

味
・
教
養
関
係
」
で
は
「
ス
ポ
ー
ツ
活
動
」
が
四
二
・
九
％
で
、
健
康
や
ス
ポ
ー
ツ
ヘ
の
関
心
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
。
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そ
し
て
「
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
行
う
上
で
の
行
政
へ
の
期
待
」
は
「
身
近
な
施
設
」
が
ダ
ン
ト
ツ
の
五
七
・
六
％
で
施
設
不
足
の
実
態
を

反
映
し
て
い
る
。
そ
の
他
「
ス
ポ
ー
ッ
教
室
」
三
四
・
五
％
、
「
年
齢
に
応
じ
た
手
軽
な
ス
ポ
ー
ッ
」
二
六
・
二
％
、
「
良
い
指
導
者
」
二

三
・
七
％
等
、
ス
ポ
ー
ツ
の
条
件
整
備
へ
の
期
待
が
強
く
、
今
後
の
行
政
施
策
へ
の
要
望
が
読
み
と
れ
る
。

　
・
「
吉
川
市
生
涯
ス
ポ
ー
ッ
意
識
等
実
態
調
査
」
（
一
九
九
九
）

　
こ
れ
は
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
の
実
情
に
即
し
た
施
策
の
展
開
の
た
め
に
調
査
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

　
　
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
実
施
状
況
と
意
向

　
　
・
ス
ポ
ー
ツ
教
室
へ
の
参
加
状
況
と
意
向

　
　
・
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
ヘ
の
加
入
状
況
と
意
向

の
三
点
を
焦
点
と
し
て
い
る
。
（
対
象
は
一
二
〇
〇
人
、
男
女
六
〇
〇
人
、
年
齢
は
二
〇
～
七
〇
歳
代
各
二
〇
〇
人
で
あ
り
、
全
小
学
校

区
に
配
布
し
た
。
回
収
六
二
五
、
回
収
率
五
二
・
一
％
）

　
健
康
・
体
力
へ
の
関
心
は
「
非
常
に
関
心
が
あ
る
」
四
二
・
七
％
、
「
や
や
関
心
が
あ
る
」
四
七
・
七
％
で
合
計
九
〇
・
四
％
の
人
が

関
心
を
持
っ
て
い
る
。
運
動
日
数
で
見
る
と
、
「
週
三
日
以
上
」
が
五
・
八
％
（
全
国
平
均
二
〇
・
O
％
、
以
下
同
様
）
、
「
週
一
～
二
日
」

一
四
・
二
％
（
二
四
・
八
）
、
「
月
一
～
三
日
」
＝
〒
三
％
（
＝
二
・
六
）
で
合
計
三
三
・
三
％
で
あ
り
、
全
国
平
均
と
比
べ
て
も
極
め

て
少
な
い
。
因
み
に
「
全
く
し
な
い
」
の
三
六
・
五
％
を
含
め
、
全
体
に
運
動
不
足
の
人
の
方
が
多
い
。
「
全
く
し
な
い
」
は
四
〇
歳
代

か
ら
多
く
な
る
。

　
運
動
す
る
理
由
は
「
楽
し
み
・
気
晴
ら
し
」
が
二
四
二
二
％
で
最
も
多
く
、
こ
れ
に
「
友
人
・
仲
間
と
の
交
流
」
（
二
〇
歳
代
）
、
「
健

康
・
体
力
づ
く
り
」
（
五
〇
歳
代
）
が
続
い
て
い
る
。

　
「
現
在
行
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
」
の
第
一
位
は
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
三
三
・
九
％
、
二
位
が
「
ボ
ー
リ
ン
グ
」
一
一
・
四
％
で
あ
る
。
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こ
れ
は
四
〇
～
七
〇
歳
代
の
ト
ッ
プ
で
あ
り
、
健
康
・
体
力
づ
く
り
志
向
の
反
映
で
あ
る
。
二
〇
、
三
〇
歳
代
の
ト
ッ
プ
は
「
ス
キ
ー
・

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
調
査
時
期
が
一
月
で
あ
る
こ
と
の
反
映
で
も
あ
る
。

　
「
今
後
行
っ
て
み
た
い
ス
ポ
ー
ッ
」
と
し
て
、
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
と
「
軽
い
水
泳
」
が
二
〇
％
以
上
で
圧
倒
的
に
多
く
、
身
近
で
、
手

軽
に
で
き
る
運
動
を
志
向
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
「
ス
ポ
ー
ツ
教
室
へ
の
参
加
」
で
は
、
行
政
の
開
催
す
る
教
室
へ
の
参
加
に
「
参
加
し
た
」
八
・
六
％
、
「
見
に
行
っ
た
」
四
・
五
％
で
、

両
者
合
わ
せ
て
一
三
・
一
％
で
あ
る
が
、
「
参
加
し
な
い
」
六
四
・
六
％
、
「
知
ら
な
か
っ
た
」
二
〇
・
六
％
の
合
計
八
五
・
二
％
と
比
べ

る
と
圧
倒
的
に
少
な
い
。
そ
れ
で
も
「
民
間
開
催
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」
へ
「
参
加
し
な
い
」
の
一
〇
・
三
％
と
比
較
す
る
と
、
行
政
へ
の

参
加
型
が
高
い
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
今
後
「
参
加
し
た
い
」
の
二
九
％
を
考
慮
す
る
と
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
自
体
の
宣
伝
不
足
が
痛
感

さ
せ
ら
れ
る
。

　
さ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
は
集
団
的
な
参
加
が
重
要
な
参
加
形
態
に
な
る
が
、
「
チ
ー
ム
ヘ
の
加
入
状
況
」
で
は
「
加
入
し
て
い
る
」
一
四
・

二
％
に
対
し
、
「
加
入
し
て
い
な
い
」
七
八
・
七
％
で
あ
る
。
加
入
し
て
い
な
い
人
に
対
す
る
今
後
の
「
加
入
意
向
」
で
は
「
加
入
し
た

い
」
が
二
九
・
六
％
で
、
「
加
入
し
た
く
な
い
」
の
一
七
・
八
％
（
「
分
か
ら
な
い
」
三
〇
・
一
％
）
を
大
き
く
超
え
て
お
り
、
あ
る
程
度

の
参
加
意
欲
が
窺
え
る
が
、
実
際
に
は
参
加
手
づ
る
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
「
加
入
し
て
い
る
」
割
合
は
全
国
平
均
の
一
六
・
二

％
よ
り
も
若
干
低
下
し
、
今
後
の
「
加
入
し
た
い
」
割
合
は
全
国
平
均
二
九
％
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。

　
以
上
、
総
合
的
に
見
る
と
、
運
動
不
足
の
傾
向
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
健
康
・
体
力
づ
く
り
へ
の
関
心
は
高
く
、
そ
の
た
め
の

身
近
な
施
設
の
要
望
、
教
室
へ
の
関
心
も
高
い
。
そ
し
て
「
楽
し
み
・
気
晴
ら
し
」
が
重
視
さ
れ
る
。

　
⑤
　
社
会
体
育
行
政
の
組
織

　
一
九
九
七
年
に
こ
れ
ま
で
の
社
会
教
育
課
内
の
「
社
会
体
育
係
」
が
「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
」
と
し
て
、
職
員
定
員
一
名
の
増
員
で
八
名
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体
制
で
発
足
し
た
。
そ
こ
で
の
現
在
の
施
策
は
以
下
の
よ
う
に
推
進
さ
れ
て
い
る
。

スポーッの権利・公共性と新自由主義＝個人的消費主義との対抗（4）

　
3
、
吉
川
市
の
現
在
の
ス
ポ
ー
ッ
施
策

　
（
1
）
　
国
の
政
策
と
の
関
連

　
も
は
や
ス
ポ
ー
ッ
施
設
建
設
に
対
す
る
国
の
援
助
が
殆
ど
期
待
で
き
な
く
な
っ
た
段
階
で
、
国
の
地
域
ス
ポ
ー
ツ
施
策
も
殆
ど
め
ぼ
し

い
も
の
は
な
く
な
っ
た
。
九
五
年
に
は
こ
れ
ま
で
の
「
地
域
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
連
合
育
成
事
業
」
を
止
め
て
「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ッ
ク

ラ
ブ
育
成
事
業
」
を
立
ち
上
げ
た
。
こ
れ
は
既
に
見
た
よ
う
に
、
こ
の
間
の
国
民
、
地
域
住
民
の
ス
ポ
ー
ッ
参
加
が
伸
び
な
い
原
因
の
一

つ
が
、
こ
れ
ま
で
の
単
一
種
目
の
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
に
原
因
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
単
一
種
目
ク
ラ
ブ
さ
え
十
分
に
活

用
で
き
る
施
設
が
不
足
し
た
実
態
を
放
置
し
な
が
ら
、
一
方
で
「
上
か
ら
」
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
を
組
織
化
す
る
方
策
が
地
方

自
治
体
で
ど
れ
だ
け
の
一
般
性
を
持
ち
う
る
か
疑
問
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
「
後
期
基
本
構
想
」
に
沿
っ
て
、
「
ス
ポ
ー
ツ
教
室
・
行
事
」
「
施
設
整
備
」
「
指
導
者
養
成
」
「
ク
ラ
ブ
養
成
・
補
助
」
の
内

容
を
検
討
す
る
。

（
2
）
　
ス
ポ
ー
ッ
教
室
・
行
事
等

一
九
九
八
年
度
「
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」
の
内
容
と
活
動
実
績
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

．
初
心
者
ゴ
ル
フ
（
前
後
期
一
二
回
、
延
参
加
人
数
一
八
六
人
）

・
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
（
四
回
、
八
八
人
）

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
（
一
二
回
、
一
六
四
人
）
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・
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
（
一
回
、
六
〇
人
）

・
ジ
ュ
ニ
ア
ハ
シ
ド
ボ
ー
ル
（
四
回
、
一
〇
〇
人
）

・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
八
回
、
一
二
八
人
）

・
ス
キ
ー
（
一
回
、
四
二
人
）

・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
一
二
回
、
一
九
八
人
）

・
野
球
教
室
（
一
回
、
一
六
七
人
）

・
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
（
一
回
、
一
〇
人
）

・
初
心
者
水
泳
教
室
（
前
後
期
三
〇
回
、
四
六
〇
人
）

・
初
級
者
水
泳
教
室
（
前
後
期
二
〇
回
、
三
一
〇
人
）

・
中
級
者
水
泳
教
室
（
一
〇
回
、
一
五
〇
人
）

・
ジ
ュ
ニ
ア
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン
（
四
回
、
　
一
〇
四
人
）

・
水
泳
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン
（
四
九
回
、
六
七
五
人
）

・
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
（
九
回
、
九
八
人
）

「
親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
」
一
さ
わ
や
か
産
直
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
一
四
二
人
）
／
親
子
バ
ス
ハ
イ
ク
（
九
九
人
）
／
親
子
ス
ケ
ー
ト
（
三
九

　
人
）

「
養
成
講
座
」
一
テ
ー
ピ
ン
グ
（
一
回
、
　
一
六
人
）

「
ス
ポ
ー
ッ
大
会
」
”
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
（
六
七
人
）
／
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会
（
一
三
六
人
）
／
吉
川
市
水
泳
大
会
（
一
二
七

　
人
）
／
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
一
九
八
人
）
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市
民
体
育
祭
（
八
〇
五
一
人
）
／
な
ま
ず
の
里
マ
ラ
ソ
ン
大
会
（
三
二
四
四
人
）

　
「
特
別
事
業
旨
出
前
ス
ポ
ー
ツ
教
室
（
一
六
回
、
四
六
七
人
）

　
「
体
育
協
会
表
彰
式
」

　
「
中
学
生
ス
ポ
ー
ツ
交
流
」
（
三
日
間
、
六
七
人
）

　
「
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
等
へ
の
援
助
」
（
施
設
、
使
用
料
減
免
、
「
環
境
維
持
費
（
草
取
り
他
）
」
）

　
　
各
住
民
階
層
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

　
　
・
吉
川
市
体
育
協
会
（
二
一
種
目
、
五
、
六
四
〇
、
O
O
O
円
）

　
　
・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
三
五
〇
、
O
O
O
円
）

　
　
　
・
栄
町
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
／
吉
川
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
ホ
ワ
イ
ト
シ
ャ
ー
ク
サ
ッ
カ
ー
／
吉
川
団
地
サ
ッ
カ
i
／
F
C

　
　
　
　
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ガ
ー
／
吉
川
旭
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
／
武
蔵
野
サ
ッ
カ
ー
／
旭
小
L
キ
ッ
カ
ー
ズ
／
三
輪
野
江
ビ
ク
ト
リ
ー
ズ
／
F

　
　
　
　
C
A
S
A
H
I

以
上
の
他
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
の
管
轄
で
は
な
い
が
、
市
内
に
は
子
ど
も
ス
ポ
ー
ッ
施
設
や
各
町
会
区
内
で
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
（
福
祉
課
・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
所
管
）
な
ど
が
あ
り
、
日
常
的
に
活
発
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
（
3
）
　
施
設
整
備

①
吉
川
市
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
概
況

　
一
九
九
八
年
四
月
よ
り
近
隣
の
五
市
一
町
（
吉
川
市
、
草
加
市
、
越
谷
市
、

て
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ッ
施
設
の
相
互
利
用
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

八
潮
市
、
三
郷
市
、
松
伏
町
）
の
広
域
行
政
の
一
環
と
し

他
市
町
の
施
設
も
容
易
に
利
用
可
能
と
な
っ
た
。
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尚
、
吉
川
市
の
現
在
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

　
・
総
合
体
育
館
（
大
体
育
室
、
小
体
育
室
、
第
一
武
道
場
（
七
二
畳
）
、
第
二
武
道
場
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
、
小
会
議
室
、
開
館
時
間

九
一
〇
〇
～
二
τ
O
O
、
休
館
日
第
三
月
曜
日
、
一
二
／
二
八
～
一
／
三
ど
一
九
八
三
年
に
は
総
合
体
育
館
が
完
成
し
た
。
延
床
面

積
四
三
九
五
二
二
二
㎡
［
大
体
育
室
一
六
三
五
，
m
日
（
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
一
面
又
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
ニ
面
又
は
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
コ
ー
ト
三
面
又
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
コ
ー
ト
一
〇
面
）
、
小
体
育
館
二
〇
九
㎡
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
二
〇
八
㎡
、
第
一
武
道
場
一
九

五
㎡
、
第
二
武
道
場
一
九
五
㎡
］
で
あ
り
、
町
の
屋
内
ス
ポ
ー
ツ
の
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。
そ
の
利
用
者
数
は
図
1
－
H
の
よ
う
に
四
～
五

万
人
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
二
〇
年
間
あ
ま
り
増
え
な
い
の
は
、
施
設
と
し
て
限
界
な
の
か
、
あ
る
い
は
住
民
要
求
の
頭
打
ち
な
の
か
、

あ
る
い
は
施
設
運
用
上
の
課
題
な
の
か
、
体
育
館
は
市
の
ス
ポ
ー
ツ
の
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
だ
け
に
、
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　
九
七
年
に
は
旭
地
区
セ
ン
タ
ー
（
体
育
館
（
バ
ド
六
面
）
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
、
会
議
室
）
も
建
設
さ
れ
た
。

　
・
市
民
プ
ー
ル
（
屋
外
一
流
水
プ
ー
ル
（
六
×
一
九
二
m
）
、
ス
ラ
イ
ダ
ー
プ
ー
ル
、
幼
児
プ
ー
ル
。
開
場
六
月
第
三
土
曜
日
～
九
月

第
一
日
曜
日
）
　
市
民
プ
ー
ル
（
屋
内
温
水
二
一
五
×
一
七
m
、
八
コ
ー
ス
、
ジ
ャ
グ
ジ
ー
プ
ー
ル
）
。
屋
外
プ
ー
ル
は
一
九
八
一
年
に

建
設
さ
れ
、
回
周
二
〇
〇
m
、
幅
六
m
、
推
進
一
m
の
流
水
プ
ー
ル
と
高
さ
八
m
、
長
さ
二
五
m
の
ス
ラ
イ
ダ
ー
つ
き
プ
ー
ル
、
そ
し
て

幼
児
プ
ー
ル
で
あ
る
。
屋
外
で
あ
る
た
め
に
開
場
期
間
も
六
月
下
旬
か
ら
九
月
初
旬
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

　
屋
内
プ
ー
ル
は
国
か
ら
の
援
助
も
得
て
省
エ
ネ
の
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。
九
五
年
に
総
合
体
育
館
、
屋
外
プ
ー
ル
に
隣
接

し
て
建
設
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
者
数
は
図
1
－
1
2
の
よ
う
で
あ
る
。
屋
内
プ
ー
ル
の
建
設
と
そ
の
利
用
者
の
上
昇
の
一
方
で
、
屋

外
プ
ー
ル
の
利
用
が
若
干
減
っ
て
い
る
。
屋
外
は
夏
場
の
天
候
に
よ
っ
て
利
用
状
況
に
大
き
な
差
が
出
て
お
り
、
年
間
を
通
し
て
利
用
で

き
る
屋
内
（
温
水
）
プ
ー
ル
建
設
が
全
国
的
な
動
向
で
あ
る
。
尚
、
そ
の
後
九
〇
年
代
半
ば
ま
で
に
小
中
学
校
一
〇
校
す
べ
て
に
プ
ー
ル

が
設
置
さ
れ
、
土
日
に
は
若
干
市
民
へ
の
開
放
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
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　　　　　　　　　図1－11吉川市　総合体育館利用者数
　（人）
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利45，000
用
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図1－12吉川市　市民プール利用者数

＋入場者数（屋外）

ト人場者数（屋内〉

　（人）

　60ゆ00

　50，000

　40，000
利

用30，000
者
数

　20，000

10．000

　

ヂ醗雷雷避窟ぶ評ヂヂ面母陣ヂヂヂ誤雷

・
旭
公
園
球
場
（
硬
式
野
球
場
、
両
翼
九

　
七
・
六
m
、
中
堅
一
二
二
m
、
観
客
席

　
二
九
四
〇
人
）

．
・
吉
川
運
動
公
園
（
軟
式
野
球
場
一
、
テ

　
ニ
ス
コ
ー
ト
七
、
全
天
候
型
）

・
沼
辺
公
園
（
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
三
、
全
天

　
候
型
）

・
吉
川
・
松
伏
工
業
団
地
目
的
グ
ラ
ウ
ン

　
ド
（
一
面
）

・
県
営
吉
川
公
園
（
軟
式
野
球
場
四
（
内

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
兼
用
二
）
、
多
目
的
運

　
動
場
（
サ
ッ
カ
ー
場
二
一
内
陸
上
ト
ラ

　
ッ
ク
付
き
一
）
、
駐
車
場
一
二
〇
台
）

・
J
R
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
野
球
場
一
面
）

・
学
校
開
放
（
小
中
学
校
一
〇
校
）

　
校
庭
一
中
学
校
は
土
日
も
部
活
動
が
あ

　
り
不
可
能
、
小
学
校
は
可
能

　
体
育
館
一
平
日
夜
七
時
か
ら
小
中
可
能
、
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土
日
は
小
可
能
、
中
は
夜
の
み
）

　
「
学
校
体
育
施
設
開
放
」
は
、
運
動
場
と
体
育
館
の
開
放
で
あ
る
。
一
九
八
一
年
か
ら
は
町
内
の
小
中
学
校
一
〇
校
が
対
象
と
な
っ
て

い
る
。
運
動
場
で
の
種
目
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
、
少
年
野
球
で
あ
り
、
体
育
館
で
の
種
目
は
卓
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ド
、
、
、

ン
ト
ン
、
ポ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
剣
道
、
柔
道
等
で
あ
る
。

　
登
録
団
体
数
と
利
用
件
数
は
図
1
－
1
3
、
1
4
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
登
録
団
数
は
九
〇
年
代
に
入
る
と
漸
減
の
傾
向
が
伺

え
る
。
こ
れ
は
施
設
に
規
定
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
利
用
件
数
は
八
O
年
代
が
漸
減
の
傾
向
に
あ
っ
た
が
九
〇
年
代
に
入

っ
て
上
昇
傾
向
に
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
学
校
施
設
は
日
本
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
し
て
最
も
多
く
、
ま
た
身
近
な
も
の
で
あ
り
、
イ

ギ
リ
ス
に
お
け
る
学
校
と
地
域
の
「
相
互
利
用
（
U
轟
一
d
留
鴨
）
」
の
よ
う
な
思
考
が
必
須
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
全
国
の
動
向
で
見
た

東
京
杉
並
区
の
よ
う
な
学
校
開
放
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
地
域
の
側
か
ら
の
利
用
の
利
便
性
、
あ
る
い
は
施
設
の
充
実
な

ど
が
い
っ
そ
う
考
慮
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　
②
公
園
と
ス
ポ
ー
ツ
施
設

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
の
所
管
で
な
く
、
都
市
整
備
課
あ
る
い
は
福
祉
課
所
管
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
も
存
在
す
る
。
そ
の
第
一
が
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
で
あ
る
。
市
内
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
は
正
式
に
は
都
市
公
園
内
施
設
と
し
て
の
も
の
五
面
、
減
免
措
置
と
し
て
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
と

し
て
の
届
け
出
は
さ
れ
て
い
る
も
の
一
三
面
、
そ
の
他
環
境
セ
ン
タ
ー
の
六
面
、
東
部
清
掃
場
一
〇
面
、
そ
の
他
一
〇
面
で
合
計
三
九
面

が
あ
る
。
連
合
長
寿
会
に
登
録
さ
れ
て
い
る
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
数
は
二
一
二
で
あ
り
、
大
会
は
各
ク
ラ
ブ
は
七
名
の
参
加
登
録
が
可
能

で
あ
る
。
日
常
の
ク
ラ
ブ
参
加
登
録
数
が
ど
れ
く
ら
い
か
は
不
明
だ
が
、
相
当
数
に
の
ぼ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
施
設
数
で
見
る
と
、

か
な
り
充
実
し
て
い
る
事
が
分
か
る
。

　
ゲ
i
ト
ボ
ー
ル
は
集
団
競
技
で
あ
り
、
高
齢
者
の
中
で
も
過
熱
が
生
じ
、
い
ろ
い
ろ
と
不
和
の
原
因
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
個
人
種
目
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的
な
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
需
要
が
大
き
く
な
り
、
市
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
で
も
八
八
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
市
内
に
は
以
上
の
よ
う
な
公
共
施
設
の
他
、
い
く
つ
か
の
商
業
施
設
も
存
在
す
る
。
市
の
東
側
、
千
葉
県
境
の
江
戸
川
河
川
敷
に
は
ゴ

ル
フ
場
が
あ
り
、
市
内
に
は
民
間
の
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
、
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。
非
商
業
施
設
と
し
て
J
R
の
敷
地
（
野

球
場
一
面
）
、
住
宅
公
団
の
建
設
予
定
地
で
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
一
〇
面
が
あ
る
。

　
4
、
吉
川
市
体
育
協
会
の
位
置

　
（
1
）
　
組
織
の
構
成

　
組
織
が
小
さ
い
の
で
専
任
の
事
務
局
員
は
い
な
い
。
一
九
九
八
年
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
登
録
実
態
は
二
一
連
盟
（
『
平
成
一
一
年
度

吉
川
市
体
育
協
会
評
議
会
』
吉
川
市
体
育
協
会
）
で
あ
る
。
体
協
外
も
含
め
て
吉
川
市
ス
ポ
ー
ツ
団
体
へ
の
登
録
は
種
目
数
は
二
八
、
階

層
別
と
し
て
は
「
少
年
」
「
青
年
」
「
成
壮
年
」
「
女
性
」
「
高
齢
者
」
「
混
合
」
で
分
類
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
登
録
人
数
と
し
て
最

も
多
い
の
は
「
軟
式
野
球
」
「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
」
で
七
〇
〇
余
人
で
あ
る
。
次
い
で
小
学
生
女
子
の
「
ポ
ー
ト
ボ
ー
ル
」
、
次
い
で
「
サ
ッ

カ
ー
」
「
テ
ニ
ス
」
が
三
〇
〇
余
人
で
あ
る
。
年
齢
階
層
別
に
見
る
と
「
成
壮
年
」
が
一
三
一
〇
人
、
「
混
合
」
一
一
二
九
人
、
「
少
年
」

が
一
〇
二
四
人
で
あ
る
。
性
別
で
は
「
女
性
」
は
「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
」
「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
」
「
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
」
「
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
」
「
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
」
で
四
三
二
人
で
あ
る
。
「
高
齢
者
」
も
「
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
」
で
二
六
七
人
だ
が
、
「
混
合
」
の
一
一
二
九
人
の
う
ち
「
社
交
ダ

ン
ス
」
の
一
〇
五
人
も
こ
こ
に
含
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
う
し
て
登
録
者
数
は
全
体
で
四
三
四
〇
名
で
あ
り
、
市
人
口
の
七
・
九
％
に
あ
た
る
。
こ
れ
は
全
国
平
均
の
約
半
分
の
割
合
で
あ
る
。

（『

成
一
〇
年
度
ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン
推
進
事
業
報
告
書
－
生
涯
ス
ポ
ー
ッ
の
町
一
吉
川
ー
』
五
頁
）

42



スポーツの権利・公共性と新自由主義＝個人的消費主義との対抗（4）

　
（
2
）
　
財
政

　
一
九
九
八
年
度
の
決
算
額
で
見
る
と
、
収
入
六
、
三
七
七
、
六
四
八
円
の
う
ち
「
市
補
助
金
」
五
、
六
四
〇
、
O
O
O
円
で
八
八
．
四

％
で
あ
る
。
ま
た
、
県
体
協
か
ら
の
補
助
金
二
一
〇
、
O
O
O
円
は
三
・
三
％
で
あ
り
、
そ
の
内
容
も
県
か
ら
の
補
助
金
で
構
成
さ
れ
て

い
る
と
す
れ
ば
、
市
体
協
の
九
一
・
七
％
は
公
共
機
関
か
ら
の
補
助
金
で
あ
る
。
加
盟
団
体
か
ら
の
負
担
金
は
二
一
八
、
二
八
O
円
で

三
・
四
％
に
す
ぎ
な
い
。

　
支
出
の
う
ち
、
「
事
業
費
」
が
六
、
一
七
九
、
0
0
六
円
で
、
支
出
六
、
三
三
八
、
八
四
五
円
の
九
七
・
五
％
で
あ
る
。
こ
の
う
ち

「
市
民
体
育
祭
費
」
三
二
〇
万
円
、
「
な
ま
ず
の
里
マ
ラ
ソ
ン
大
会
費
」
六
〇
万
円
は
市
の
事
業
委
託
で
あ
る
。
二
一
の
各
連
盟
に
は
社
会

教
育
団
体
補
助
金
と
し
て
「
交
付
金
」
一
八
八
万
八
千
円
が
配
分
さ
れ
る
。
例
え
ば
野
球
連
盟
の
場
合
二
三
万
円
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ

ら
は
個
々
の
チ
ー
ム
レ
ベ
ル
に
配
分
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
連
盟
の
運
営
費
、
例
え
ば
審
判
経
費
等
に
支
出
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
で
見
る
と
、
体
協
は
市
の
施
策
の
実
働
部
隊
と
し
て
存
在
す
る
と
同
時
に
、
市
か
ら
の
財
政
に
よ
っ
て
存
在
し
得
て
い
る
と
も
い

え
る
。
こ
れ
は
日
本
の
地
域
体
協
の
一
般
的
傾
向
で
あ
り
、
公
共
施
策
と
の
関
連
で
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
が
、
他
方
で
は
自
治

体
に
も
た
れ
か
か
り
す
ぎ
て
ク
ラ
ブ
、
ク
ラ
ブ
連
合
あ
る
い
は
種
目
連
盟
と
し
て
の
目
立
性
に
乏
し
い
の
が
実
態
で
あ
る
。
日
本
の
地
域

ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に
と
っ
て
、
地
域
体
協
の
改
革
が
主
要
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

（
3
）
　
活
動
状
況

一
九
七
四
年
度
の
体
協
ス
ポ
ー
ッ
事
業
計
画
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

四
月
　
　
・
春
日
部
少
年
柔
道
大
会
　
　
・
春
季
野
球
大
会

五
月
　
　
・
町
内
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
　
　
・
家
族
ハ
イ
キ
ン
グ
（
山
岳
）

・
春
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
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六
月

七
月

八
月

九
月一

〇
月

二
月

一
二
月

一
月

二
月

三
月

　
「
町
民
体
育
祭
」

九
〇
年
の
町
民
体
育
祭
の
一
環
と
し
て
の
種
目
別
大
会
は
以
下
の
＝
一
一
種
目
大
会
で
あ
る
。

　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
、

撃
大
会
、

　
こ
れ
ら
の
大
会
の
開
催
は
地
域
ス
ポ
ー
ツ
に
と
っ
て
活
動
の
中
心
で
あ
る
が
、

ポ
ー
ツ
普
及
振
興
に
と
っ
て
、

　
5
、
各
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
・
協
会

　
・
柔
道
審
査
会
　
　
・
谷
川
岳
登
山
　
　
・
夏
季
野
球
大
会

　
・
町
内
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
　
　
・
卓
球
講
習
会
（
九
月
ま
で
）

　
・
J
A
C
合
宿
（
日
光
）
　
　
・
柔
道
暑
中
稽
古

　
・
県
体
ソ
フ
ト
予
選
　
　
・
秋
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
　
　
・
町
民
体
育
祭
野
球
大
会

　
・
老
人
運
動
会
　
　
・
町
民
体
育
祭
　
　
・
武
道
館
青
少
年
柔
道
大
会
　
　
・
社
交
ダ
ン
ス
講
習
会

　
・
柔
道
審
査
会

　
・
J
A
C
ス
キ
i
教
室
　
　
・
ク
リ
ス
マ
ス
ダ
ン
ス
。
ハ
ー
テ
ィ
i
　
　
・
ス
キ
ー
講
習
（
山
岳
）

　
・
柔
道
寒
稽
古

　
・
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
　
　
・
ス
キ
ー
講
習
会
（
山
岳
）

　
．
J
A
C
記
録
会
　
　
　
　
　
　
（
以
上
、
『
広
報
よ
し
か
わ
』
Z
o
■
曽
O
か
ら
）

　
　
　
は
運
動
会
形
式
の
行
事
で
あ
る
が
、
多
く
の
運
動
種
目
が
そ
の
一
環
と
し
て
、
独
目
の
大
会
と
し
て
組
ま
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
野
球
大
会
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
小
中
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、
軟
式
テ
ニ
ス
大
会
、
ゴ
ル
フ
大
会
、
射

卓
球
大
会
、
弓
道
大
会
、
少
年
野
球
大
会
、
軟
式
テ
ニ
ス
大
会
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
女
子
）
、
剣
道
大
会
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
指
導
者
養
成
、
ク
ラ
ブ
育
成
、
あ
る
い
は
市
民
へ
の
ス

　
　
　
　
　
　
　
十
分
な
力
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
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地
域
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
・
協
会
の
実
態
と
し
て
、
野
球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
サ
ッ
カ
ー
の
実
態
を
検
討
す
る
。

ボ
ー
ル
、
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
実
態
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

そ
し
て
高
齢
者
の
ゲ
ー
ト

スポーッの権利・公共性と新自由主義＝個人的消費主義との対抗（4）

　
（
1
）
　
吉
川
市
野
球
連
盟

　
体
協
加
盟
の
最
大
の
種
目
で
あ
り
、
か
つ
日
本
の
地
域
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
最
も
長
い
伝
統
と
最
も
多
い
参
加
実
績
を
持
つ
野
球
連
盟
の

活
動
実
態
か
ら
、
地
域
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
の
実
態
を
検
討
す
る
。

　
①
吉
川
市
野
球
連
盟
の
変
遷

　
野
球
は
一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
に
ア
メ
リ
カ
よ
り
伝
来
し
た
。
日
本
で
は
軟
球
も
開
発
さ
れ
て
広
く
普
及
し
、
現
在
ま
で
国
内
で
は

最
も
普
及
し
た
ス
ポ
ー
ッ
種
目
で
あ
る
。

　
吉
川
は
県
中
央
や
東
京
へ
の
直
線
的
距
離
は
近
い
も
の
の
、
交
通
の
便
が
十
分
で
な
く
、
い
わ
ば
陸
の
孤
島
的
な
存
在
で
あ
っ
た
。
し

か
し
そ
れ
だ
け
に
文
化
を
求
め
る
熱
意
も
強
く
、
特
に
町
内
の
「
文
化
人
」
た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、
「
外
界
」
と
の
交
流
も
積
極
的
に

為
さ
れ
た
。
特
に
野
球
で
は
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
に
は
C
M
ク
ラ
ブ
が
結
成
さ
れ
、
近
辺
の
地
域
（
金
町
、
松
戸
、
流
山
、
千
住
、

草
加
）
な
ど
へ
も
遠
征
に
出
か
け
た
。
ま
た
上
野
公
園
で
、
明
大
生
相
手
に
着
物
姿
で
対
抗
も
し
た
。
こ
の
C
M
ク
ラ
ブ
が
吉
川
の
野
球

チ
ー
ム
、
そ
の
後
の
野
球
普
及
の
原
点
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
戦
後
C
M
ク
ラ
ブ
は
い
ち
早
く
再
興
さ
れ
、
一
九
五
〇
年
に
は
「
旭
キ
ン
グ
」
、
五
一
年
に
は
「
オ
ー
シ
ャ
ン
（
現
ク
ラ
ウ
ン
ズ
）
」
が

発
足
し
た
。

　
五
五
年
に
は
町
村
合
併
促
進
法
に
よ
り
吉
川
町
・
旭
村
・
三
輪
野
江
村
が
合
併
し
て
吉
川
町
と
な
り
、
「
町
役
場
チ
ー
ム
」
も
結
成
さ

れ
た
。
秋
に
は
町
民
体
育
祭
が
発
足
し
た
が
、
野
球
大
会
も
そ
の
一
つ
の
行
事
と
し
て
発
足
し
た
。
主
催
は
吉
川
町
教
育
委
員
会
、
場
所
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は
吉
川
中
学
校
校
庭
で
、
参
加
は
一
四
チ
ー
ム
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
降
の
参
加
チ
ー
ム
数
は
表
1
－
1
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
こ
の
表
か
ら
以
下
の
よ
う
な
特
徴
が
指
摘
で
き
る
。

　
先
ず
、
町
民
体
育
祭
野
球
大
会
は
町
主
催
の
大
会
で
あ
る
が
、
参
加
は
体
協
野
球
連
盟
加
盟
チ
ー
ム
が
大
半
で
あ
り
、
次
い
で
参
加
チ

ー
ム
数
は
、
A
・
B
レ
ベ
ル
の
各
大
会
の
最
多
数
を
示
し
て
い
る
。
連
盟
加
盟
で
な
く
と
も
、
町
民
大
会
は
出
場
可
能
な
た
め
、
連
盟
加

盟
数
よ
り
は
多
く
な
る
。
ま
た
、
チ
ー
ム
の
多
く
は
企
業
の
従
業
員
、
あ
る
い
は
企
業
か
ら
の
支
援
を
受
け
た
も
の
で
あ
り
、
参
加
変
動

は
景
気
変
動
に
大
き
く
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
チ
ー
ム
数
の
点
で
言
え
ば
、
九
〇
年
代
に
入
っ
て
三
〇
を
越
え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
野
球
関
係
者
か
ら
見
れ
ば
「
多
す
ぎ
る
」
と
言
う

実
感
が
あ
る
。
施
設
実
態
、
或
い
は
人
口
規
模
か
ら
の
判
断
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
各
ク
ラ
ブ
に
と
っ
て
メ
ン
バ
i
確
保
は
大
き
な
負
担
と

な
っ
て
い
る
。

　
②
吉
川
市
野
球
ク
ラ
ブ
の
系
譜

　
同
じ
く
、
吉
川
市
に
お
け
る
野
球
大
会
に
出
場
し
た
ク
ラ
ブ
（
実
質
は
チ
ー
ム
）
の
記
録
か
ら
、
各
ク
ラ
ブ
の
消
息
を
辿
る
と
図
1
－

15

よ
う
に
な
っ
た
（
図
1
－
1
5
は
巻
末
に
記
載
）
。

　
地
域
の
軟
式
野
球
は
日
本
で
最
も
広
く
普
及
し
、
ま
た
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
歴
史
と
し
て
も
古
い
種
目
で
あ
る
た
め
に
、
そ
の
動
向
は
日

本
の
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
典
型
を
示
し
て
い
る
。
吉
川
市
の
実
態
か
ら
も
そ
の
特
徴
は
窺
え
る
。

　
・
戦
後
か
ら
現
在
ま
で
吉
川
市
（
町
）
地
区
に
は
お
よ
そ
一
六
〇
の
野
球
チ
ー
ム
が
誕
生
し
、
約
一
三
〇
チ
ー
ム
が
消
失
し
た
。
こ
れ

は
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
の
強
さ
を
示
す
と
同
時
に
、
ク
ラ
ブ
と
し
て
の
形
成
の
未
確
立
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
ス
ポ

ー
ッ
活
動
の
前
提
で
あ
る
施
設
不
足
問
題
と
厳
し
い
労
働
条
件
を
見
る
必
要
が
あ
る
。

　
・
個
々
の
ク
ラ
ブ
の
活
動
か
ら
見
る
と
、
そ
の
財
政
的
成
り
立
ち
は
会
費
あ
る
い
は
企
業
の
場
合
は
運
営
費
の
大
半
は
企
業
か
ら
の
援
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スポーッの権利・公共性と新自由主義＝個人的消費主義との対抗（4）

　　　　　　　　表1－1吉川の野球大会参加チーム数の変遷

回 年 参加数 特　　　　　　　　　徴

1 1955 14 娯楽のない時代を反映して大盛況．吉川中学校には千名の観衆

2 1956 14 既存チームの主戦投手は投げられないハンディを設けた

3 1957 17 秋の農作業による不戦敗も出る

4 1958 23 長島が巨人へ，野球熱高まる．町の大会は旭中，吉川中で試合

5 1959 23 野球連盟発足．連盟主催春秋の大会始まる

6 1960 春夏秋の年3回，読売新聞社から優勝カップ寄贈

7 1961 14 年4回の大会，チーム過熱化対策，500円／クラブ

8 1962 12 年4回
9 1963 12 北葛大会も加わり5大会，会費千円／クラブ
10 1964 15 会費1500円／クラブ
11 1965 13 年4回の大会．対外的に「全吉川チーム」結成
13 1966 19 年3回に．「全吉川」ユニフォーム代，町からの援助も要請
14 1967 17 新規チーム入会金千円
15 1968 12 吉川町野球選手権大会開催
16 1969 16 審判員不足，新規5チーム加入
17 1970 13 チームの実力差のためABの二部制に分割
18 1971 5 ナー向上，審判向上策必要．AB入れ替え戦，今後中学生参加禁止
19 1972 11 南中移転で校庭拡張
20 1973 17 B春季を「鉄道開通記念大会」
21 1974 16 町民体育祭20周年，入場式参加
22 1975 23 Aを8チームに．新規4チーム加盟
23 1976 26 B春は18チーム出場
24 1977 25 B参加の変動が続く
25 1978 29 B春21チーム参加
26 1979 28 登録料A－8000円，B－6000円，大会1000円
27 1980 33 B夏は25チーム，国鉄グラウンド可，河川敷
28 1981 31 B夏23チーム
29 1982 31 A－8，B－8，C－12十αの3部制
30 1983 A級条件：大会に棄権しないこと
31 1984 25 C級参加の減少
32 1985 21 チーム数減少
33 1986 21 ABのみ，C級廃止（チーム数減少）
34 1987 22 国鉄民営化，グラウンド使用不可，練習場不足
35 1988 23 新グラウンド（好条件），農村広場，連盟新規加盟19クラプ
36 1989 22 創立30周年式典
37 1990 20 Aは2大会，Bは3大会
38 1991 24 2クラブ加盟，メンバー不足で棄権チームも出る
39 1992 28 3クラブ加盟，1再加盟
40 1993 29 全加盟クラブ27．AB入れ替えが議論される
41 1994 32 「吉川県営公園」野球場3面完成
42 1995 30 登録30クラブ，CMクラブBへ降格
43 1996 33 市制施行，第一回市民体育祭参加
44 1997 33 県連盟吉川市支部独立，吉・松工業団地に硬式野球場（旭）完成
45 1998 32 CMクラブAに復帰．支部独立後会議が多い
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助
金
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。
行
政
か
ら
の
援
助
は
、
試
合
場
所
（
場
合
に
よ
っ
て
は
練
習
場
所
）
の
安
価
な
提
供
、
市
民
体
育
大
会
と
い

う
行
政
行
事
の
野
球
連
盟
と
し
て
の
請
負
に
よ
る
「
援
助
金
」
で
あ
る
。

　
・
歴
史
的
に
見
る
と
、
レ
ジ
ャ
ー
の
乏
し
か
っ
た
一
九
五
〇
年
代
に
発
足
し
た
町
民
体
育
祭
の
一
環
と
し
て
野
球
連
盟
も
発
足
し
た
が
、

当
初
は
地
域
ク
ラ
ブ
と
し
て
の
発
足
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
は
大
会
目
体
が
町
内
対
抗
と
い
う
形
式
を
採
っ
て
い
た
か
ら
で
も
あ
る
。
し
か

し
こ
う
し
た
地
域
動
員
型
の
第
｝
次
の
町
内
会
的
ク
ラ
ブ
は
ほ
と
ん
ど
が
数
年
で
消
失
し
た
。
地
域
に
根
ざ
し
た
町
内
会
ク
ラ
ブ
は
例
え

ば
「
ネ
オ
ポ
リ
ス
」
等
の
よ
う
に
七
〇
年
代
中
頃
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
五
五
～
六
〇
年
の
五
〇
年
代
後
半
に
約
三
〇
チ
ー
ム
が
結
成
さ
れ
た
。
各
町
内
会
毎
の
チ
ー
ム
結
成
、
職
場
組
織
と
し
て
町
内
小
中
学

校
の
教
員
チ
ー
ム
、
役
場
、
警
察
も
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
他
若
干
の
企
業
ク
ラ
ブ
も
誕
生
し
た
。
し
か
し
そ
れ
ら
の
大
半
は
数
年
で
、
五

〇
年
代
中
に
消
失
し
た
。

　
六
〇
年
代
に
は
約
四
〇
チ
ー
ム
が
誕
生
し
た
。
特
に
企
業
チ
ー
ム
が
多
く
生
ま
れ
た
の
が
こ
の
時
期
の
特
徴
で
あ
る
。
し
か
し
い
ず
れ

も
短
期
で
消
失
し
て
い
る
。
六
〇
～
七
〇
年
代
の
日
本
経
済
の
「
高
度
経
済
成
長
」
と
共
に
、
吉
川
に
お
け
る
第
二
次
産
業
人
口
の
増
加
、

つ
ま
り
吉
川
に
お
け
る
製
造
部
門
の
拡
大
に
伴
う
、
企
業
チ
ー
ム
の
増
加
が
特
徴
的
で
あ
る
。

　
七
〇
年
代
は
約
四
〇
チ
ー
ム
が
誕
生
し
た
。
チ
ー
ム
名
か
ら
推
測
す
る
に
、
半
分
以
上
が
企
業
チ
ー
ム
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
一
〇
年
以

上
活
動
し
た
チ
ー
ム
も
七
～
八
チ
ー
ム
と
多
く
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
多
く
は
数
年
で
消
失
し
た
。
七
三
年
の
武
蔵
野
線
開
通
に
よ

る
人
口
増
加
、
そ
し
て
中
小
企
業
誘
致
に
よ
る
工
場
増
加
の
中
で
、
地
域
形
成
の
立
場
か
ら
チ
ー
ム
結
成
が
追
求
さ
れ
た
。
そ
の
一
方
で
、

六
八
年
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
建
設
（
野
球
場
一
面
）
、
旧
国
鉄
野
球
場
（
一
面
）
と
、
施
設
条
件
が
少
し
ず
つ
増
加
し
始
め
た
。

　
八
○
年
代
は
約
二
〇
チ
ー
ム
が
誕
生
し
た
。
こ
こ
で
も
企
業
チ
ー
ム
が
多
い
。
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
チ
ー
ム
も
若
干
あ
る
。

　
九
〇
年
代
は
約
三
〇
チ
ー
ム
誕
生
し
た
。
こ
の
場
合
、
チ
ー
ム
の
大
半
が
同
級
生
チ
ー
ム
で
あ
る
。
そ
し
て
現
在
の
連
盟
を
構
成
し
て
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い
る
。
こ
れ
ら
は
先
輩
と
の
人
間
関
係
を
嫌
い
、
競
技
よ
り
も
楽
し
み
を
中
心
と
し
て
い
る
か
ら
、
余
り
強
く
は
な
く
、
チ
ー
ム
の
寿
命

も
短
い
。

　
．
総
じ
て
、
企
業
チ
ー
ム
の
比
率
が
高
く
、
そ
れ
は
企
業
の
景
気
変
動
と
共
に
、
大
き
く
変
動
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
一
方
、
人
口

増
加
を
反
映
し
て
地
域
チ
ー
ム
も
形
成
さ
れ
て
き
た
。
上
記
の
よ
う
な
各
一
〇
年
の
チ
ー
ム
誕
生
の
推
移
を
見
る
と
、
五
〇
年
代
後
半
か

ら
各
一
〇
年
代
は
三
〇
1
四
〇
ー
四
〇
1
二
〇
1
三
〇
と
か
な
り
の
割
合
で
増
加
し
た
。

　
．
こ
う
し
た
景
気
変
動
の
背
後
と
同
時
に
、
吉
川
市
（
町
）
内
に
お
け
る
野
球
場
の
増
加
と
の
関
係
も
重
要
で
あ
る
。
日
本
の
場
合
主

要
な
障
害
は
施
設
不
足
で
あ
り
、
施
設
が
増
加
す
る
と
競
技
人
口
が
増
加
す
る
の
が
｝
般
的
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
潜
在
的
な
競
技
人
口
が

施
設
増
に
よ
っ
て
顕
在
化
す
る
の
で
あ
る
。

　
．
こ
れ
ら
の
チ
ー
ム
の
活
動
は
試
合
毎
に
集
合
す
る
チ
ー
ム
で
あ
り
、
練
習
は
試
合
の
無
い
日
曜
日
に
行
う
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る

ク
ラ
ブ
と
し
て
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
を
持
ち
、
地
域
と
の
文
化
的
な
繋
が
り
を
持
つ
と
い
う
よ
う
な
存
在
に
は
な
り
得
て
い
な
い
。
チ
ー
ム

と
し
て
の
平
均
生
命
は
数
年
が
多
い
。
こ
の
点
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
大
き
く
異
な
る
点
で
あ
る
。

　
③
個
別
ク
ラ
ブ
の
活
動
実
態

　
こ
こ
で
は
吉
川
市
の
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
の
典
型
と
し
て
野
球
ク
ラ
ブ
で
あ
る
「
C
M
ク
ラ
ブ
」
（
現
監
督
篠
田
好
克
氏
）
の
活
動
状
況

に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。
（
一
九
九
九
年
一
〇
月
二
〇
日
、
市
役
所
で
）

　
・
ク
ラ
ブ
の
設
立
二
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
に
設
立
さ
れ
七
一
年
目
を
迎
え
る
。
日
本
全
体
で
も
こ
れ
だ
け
長
く
継
続
し
て
い
る
チ

ー
ム
は
希
で
あ
る
よ
う
で
、
八
八
年
五
月
一
〇
日
の
朝
日
新
聞
で
「
六
〇
周
年
」
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
現
在
会
員
は
二
〇
名
で
、

吉
川
在
住
者
ば
か
り
で
な
い
。
平
均
年
齢
は
三
〇
歳
く
ら
い
、
既
婚
率
は
八
O
％
で
あ
る
。

　
．
練
習
．
試
合
一
野
球
シ
ー
ズ
ン
は
四
～
一
〇
月
。
そ
の
間
、
市
の
連
盟
の
大
会
二
回
、
市
民
体
育
祭
一
回
の
三
大
会
。
連
盟
A
リ
ー
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グ
は
八
チ
ー
ム
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
た
め
、
一
回
戦
で
負
け
る
と
次
回
大
会
ま
で
試
合
無
し
。
野
球
場
が
な
い
の
で
、
練
習
は
で
き
な
い
。

典
型
的
な
試
合
中
心
の
チ
ー
ム
で
あ
る
。
勝
ち
進
む
と
埼
玉
県
東
部
大
会
、
県
大
会
ま
で
あ
り
、
毎
週
の
よ
う
に
試
合
が
あ
る
。
B
リ
ー

グ
は
リ
ー
グ
戦
的
で
あ
り
、
市
外
へ
の
出
場
も
無
い
の
で
一
大
会
四
か
ら
五
ゲ
ー
ム
で
き
る
。
そ
ち
ら
の
方
が
良
い
と
い
う
こ
と
で
わ
ざ

わ
ざ
B
リ
ー
グ
に
残
る
チ
ー
ム
も
あ
る
。
シ
ー
ズ
オ
フ
は
特
別
練
習
も
し
な
い
。
中
に
は
し
て
い
る
チ
ー
ム
も
あ
る
よ
う
だ
。
目
分
の
会

社
チ
ー
ム
と
掛
け
持
ち
の
人
も
い
て
、
シ
ー
ズ
ン
中
は
メ
ン
バ
ー
の
日
程
調
整
が
大
変
で
あ
る
。

　
・
事
務
局
一
結
局
は
監
督
の
家
が
事
務
局
と
な
っ
て
い
る
。
用
具
も
試
合
の
時
監
督
が
持
っ
て
行
く
。
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
は
な
い
。
試
合

後
の
そ
ば
屋
で
の
交
流
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
人
も
い
る
。

　
・
予
算
一
収
入
は
会
費
一
五
〇
〇
円
／
月
（
学
生
一
〇
〇
〇
円
）
、
四
～
一
〇
月
。
寄
付
（
毎
年
、
千
代
倉
氏
か
ら
一
〇
万
円
）
。
結
局

幹
部
が
何
か
と
そ
の
都
度
出
費
し
て
い
る
。
支
出
は
大
会
連
盟
費
二
七
〇
〇
〇
円
（
年
）
、
後
は
ボ
ー
ル
な
ど
の
消
耗
品
費
と
交
流
会
へ

の
若
干
の
援
助
と
な
る
。
市
か
ら
の
直
接
的
な
補
助
金
は
来
な
い
。
市
か
ら
体
協
を
通
し
て
の
野
球
連
盟
へ
の
壬
二
万
円
の
補
助
金
は
、

審
判
経
費
な
ど
に
投
入
さ
れ
、
チ
ー
ム
レ
ベ
ル
に
は
届
か
な
い
。

　
・
試
合
場
一
現
在
旭
球
場
（
一
）
、
J
R
球
場
（
一
）
、
吉
川
運
動
公
園
（
一
）
で
、
そ
れ
ぞ
れ
一
日
に
四
～
五
試
合
を
消
化
す
る
。
県

営
の
江
戸
川
河
川
敷
四
面
の
球
場
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
が
活
用
し
て
い
る
。
最
近
、
近
隣
の
五
市
一
町
の
広
域
行
政
で
他
市
町
の
球
場

も
使
用
可
能
と
な
っ
た
が
、
原
理
的
に
は
吉
川
市
と
同
じ
で
、
シ
ー
ズ
ン
当
初
に
連
盟
が
日
程
を
抑
え
、
余
っ
た
と
こ
ろ
を
一
般
市
民
に

貸
す
と
い
う
方
式
だ
が
、
現
実
に
は
余
ら
な
い
。
試
合
は
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
か
ら
合
計
三
名
の
線
審
を
出
す
。
主
審
は
連
盟
か
ら
派
遣

し
、
謝
礼
も
連
盟
運
営
費
か
ら
出
し
て
い
る
。

　
・
社
会
的
活
動
一
忘
年
会
、
納
会
は
や
る
が
、
家
族
会
や
地
域
と
の
交
流
な
ど
は
行
っ
て
い
な
い
。

　
・
課
題
一
市
内
に
チ
ー
ム
数
が
多
す
ぎ
る
た
め
、
人
員
確
保
が
大
変
。
消
耗
品
な
ど
の
現
物
が
欲
し
い
。
九
〇
年
代
の
チ
ー
ム
の
多
く
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が
い
わ
ゆ
る
同
級
生
チ
ー
ム
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
輩
等
と
の
異
年
齢
的
人
間
関
係
を
嫌
い
、
同
級
生
で
楽
し
む
も
の
で
、
技
術
向
上
よ
り

も
楽
し
み
を
優
先
す
る
。
比
較
的
若
い
同
級
生
の
た
め
仕
事
の
関
係
な
ど
で
の
移
動
も
多
く
、
チ
ー
ム
の
寿
命
も
短
い
。

　
．
市
か
ら
の
援
助
一
直
接
的
な
補
助
金
は
無
い
が
、
連
盟
へ
運
営
費
と
し
て
二
三
万
円
、
そ
し
て
市
が
管
理
し
て
い
る
球
場
を
比
較
的

安
く
借
り
て
い
る
。
こ
う
し
た
間
接
的
な
援
助
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
チ
ー
ム
の
歴
史
七
〇
年
の
こ
の
ク
ラ
ブ
で
さ
え
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
が
な
い
た
め
、
常
に
存
亡
の
危
機
に
あ
る
。
ま
た
、

チ
ー
ム
数
が
多
数
乱
立
す
る
一
方
で
、
地
域
に
根
付
い
た
ク
ラ
ブ
が
形
成
で
き
な
い
。
地
域
に
根
付
く
上
で
の
施
設
的
な
核
が
存
在
し
な

い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ク
ラ
ブ
と
い
う
よ
り
も
チ
ー
ム
と
し
て
の
存
在
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

　
最
近
で
は
同
級
生
チ
ー
ム
が
多
く
結
成
さ
れ
、
す
ぐ
に
消
え
る
。
ハ
タ
ー
ン
が
多
い
。
こ
れ
も
日
本
的
特
性
か
。
財
政
的
に
は
多
く
の
チ

ー
ム
が
慎
ま
し
く
運
営
し
て
い
る
。
こ
れ
が
日
本
の
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
ク
ラ
ブ
レ
ベ
ル
で
の
置
か
れ
た
現
実
で
あ
ろ
う
。

　
参
考
文
献
一
『
熱
球
3
0
年
史
』
吉
川
町
野
球
連
盟
、
一
九
八
九
年
。
『
熱
球
　
創
立
4
0
周
年
記
念
誌
』
吉
川
市
野
球
連
盟
、
｝
九
九
九
年
。

　
（
2
）
　
吉
川
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

　
野
球
と
同
じ
系
統
で
あ
る
が
、
野
球
よ
り
も
手
頃
で
あ
り
、
競
技
年
齢
も
よ
り
高
齢
ま
で
で
き
る
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
活
動
実
態
は
以
下

の
よ
う
で
あ
る
。

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
は
当
時
野
球
を
や
っ
て
い
た
人
た
ち
が
中
心
と
な
り
一
九
六
八
年
に
五
チ
ー
ム
で
創
設
さ
れ
、
九
七
年
に
は
三
〇

周
年
を
迎
え
た
。
七
七
年
に
は
登
録
チ
ー
ム
が
一
九
（
男
女
）
と
な
っ
た
。
当
時
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
無
く
、
一
〇
カ
所
く
ら
い
を
転
々
と

し
た
。
登
録
は
さ
れ
て
い
な
い
が
町
の
大
会
へ
の
参
加
は
下
記
の
表
1
－
2
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
八
O
年
に
は
七
五
チ
ー
ム
に
も
な

り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
三
ヵ
所
に
散
ら
ば
っ
て
試
合
を
し
た
。
九
六
年
か
ら
吉
川
運
動
公
園
が
で
き
、
九
七
年
か
ら
そ
こ
に
物
置
も
で
き
て
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表1－2吉川市ソフトボール大会参加チーム数の推移

春　季 夏　季 教育長杯 秋　季 会長杯

1980年 75

1982年 60

1985年 61

1989年 44（3） 45（2）

1990年 42（4） 48（5） 41（4） 42（6）

1991年 46（4） 39（3） 35（2） 41（3）

1992年 39（2） 34（0） 43（2） 43（2）

1993年 40（3） 40（3） 39（5） 39（4）

1994年 39（4） 38（3） 34（3） 38（3）

1995年 39（2） 37（0） 39（0） 35（0） 32（0）

1996年 33（0） 34（0） 32（0） 33（0） 34（0）

1997年 38（0） 38（0） 35（0）

（　）内数字は内女子

い
く
ら
か
楽
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
2

市
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
参
加
チ
ー
ム
数
を
表
1
－
2
に
、
そ

し
て
ク
ラ
ブ
の
結
成
時
期
と
メ
ン
バ
ー
数
、
そ
し
て
若
干
の
特
徴

を
表
1
1
3
に
示
し
た
。
そ
し
て
、
現
在
大
会
に
参
加
し
、
連
盟

に
登
録
さ
れ
て
い
る
チ
ー
ム
の
設
立
時
期
は
図
1
－
1
6
に
示
し
た
。

こ
れ
ら
の
表
と
図
か
ら
、
以
下
の
よ
う
な
特
徴
が
見
い
だ
さ
れ
る

（
図
1
－
1
6
は
巻
末
に
記
載
）
。

　
・
現
在
、
男
子
三
七
チ
ー
ム
、
女
子
一
チ
ー
ム
。
男
子
総
登
録

数
七
一
六
人
、
一
チ
ー
ム
平
均
一
九
人
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。

　
・
九
〇
年
代
の
後
半
に
入
っ
て
、
女
子
チ
ー
ム
の
参
加
が
ゼ
ロ

と
な
っ
た
。

　
・
軟
式
野
球
チ
ー
ム
比
較
す
る
と
、
現
在
の
参
加
チ
ー
ム
の
設

立
年
が
長
い
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
は
軟
式
野
球
チ
ー
ム
に
比
べ
て
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
方
が
参
加
し
ゃ
す
い
、
維
持
し
や
す
い

傾
向
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
野
球
経
験
者
が
比
較
的
多
く
、

野
球
で
は
対
応
で
き
に
く
く
な
っ
た
中
高
年
者
で
も
対
応
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
、
平
均
年
齢
も
軟
式
野
球
よ
り
は
高
い
。

　
・
野
球
に
比
べ
る
と
、
そ
の
手
頃
さ
か
ら
か
地
域
チ
ー
ム
が
多
い
。
そ
れ
ら
は
七
〇
年
代
後
半
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
七
三
年
の
武
蔵

野
線
開
通
以
降
の
人
口
急
増
と
併
行
し
て
お
り
、
新
住
民
も
含
め
た
地
域
形
成
の
動
向
と
考
え
ら
れ
る
。
と
同
時
に
、
そ
の
主
要
な
練
習
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　　　　　　　表1－3吉川市ソフトボールクラブの設立年

チーム名 設立年 メンバー数 概　　　　　　　要

保　1ソフト 1969 18 地域チーム

旭小P　T　A 1970 19 PTAチーム
道友ソフ　ト 1972 19 青年会

ステルス土場 1973 16

関小ソフトクラブ 1973 19 日曜午後中央中で練習・飲み会

全　　　　　旭 1973？ 20 チーム老齢化

ソフトボーイズ 1973 16 吉川団地，地域チーム

ソフト友好会 1973 16

高久ソフ　ト 1973 19 地域チーム

中曾根ソフト 1973 21 地域クラブ

栄　　二　　区 1974 25 地域，町会チーム

レツドキングズ 1975 16 保中野地域チームを母体に

Y　　　　　　D 1975 21

ト　ンネルズ 1976 27 二世が育つ

中野ソフ　ト 1977 19 地域クラブ

ネオポ　リ　ス 1977 16 地域，六〇歳代もいる

香　　取　　会 1977 17 本吉川一区を中心とする地域チーム

チーム平安 1977 19 平安建設がスポンサー，試合中心練習無

栄　　一　　区 1977 18 地域チーム

吉川市役所 1978 23 職　場

グリーン栄 1979 18 栄小PTAチーム
吉川ニュー 1979 15 メンバー五〇歳前後

サンフィールド 1980 20 栄町八区自治会中心の地域チーム

ブルーキャッツ 1980 22 高久二区の地域チーム

中曾根小PTA 1980 19 PTAチームから地域チームヘ
ビッグボーイズ 1981 27 50代以上はビッグミドル結成

中川台ソフト 1981 18 団地，地域チーム

吉川ソフ　ト 1984 24 北谷小PTA母体
ロ　ッ　キーズ 1986 22

平　　　　沼 1988 16 地域チーム，平均30歳

悪　　友　　会 1988 12 中学時代の同級生，地域チーム

スーパーモアーズ 1993 4 平均年齢42

ミ　ドル吉川 1993 23 50歳以上

モ　ア　ー　ズ 1993 17 マンション住人，地域

K・オールスターズ 1994 27

ビッグミドル 1995 18 平均年齢55歳，

パ　ウ　レ　ッ　ク 1997 20 企業内厚生福利チーム

ミ　ッ　キ　ー 1990 12 （女性チーム）
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場
で
あ
る
学
校
の
開
放
が
増
加
し
た
。

　
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
の
資
料
は
現
在
ま
で
継
続
し
て
い
る
チ
ー
ム
し
か
な
い
が
、
チ
ー
ム
生
命
は
長
い
傾
向
に
あ
る
。

　
・
一
九
九
七
年
度
の
吉
川
市
に
お
け
る
「
公
認
審
判
員
」
は
「
一
種
　
三
人
」
「
二
種
　
一
二
人
」
「
三
種
　
三
七
名
」
で
あ
り
、

式
記
録
員
」
は
「
一
種
　
一
人
」
、
「
二
種
　
五
人
」
「
三
種
　
一
人
」
、
そ
し
て
「
後
任
指
導
者
名
簿
」
は
「
一
種
　
一
人
」
「
二
種

O
人
」
「
三
種
　
一
七
人
」
で
あ
る
。

　
・
現
在
市
内
で
は
五
つ
の
大
会
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
少
し
多
い
感
じ
も
す
る
よ
う
で
あ
る
。

　
参
考
文
献
一
『
創
立
三
〇
周
年
記
念
誌
』
吉
川
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
、
一
九
九
七
年

「
公

　
一

54

　
（
3
）
　
吉
川
市
サ
ッ
カ
ー
協
会

　
①
歴
史

　
本
協
会
の
設
立
は
一
九
九
七
年
三
月
一
日
で
あ
る
。
九
六
年
に
市
政
に
移
行
し
た
の
を
機
会
に
、
そ
れ
ま
で
所
属
し
て
い
た
隣
の
越
谷

市
協
会
（
七
二
年
設
立
）
か
ら
独
立
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
吉
川
町
か
ら
は
七
九
年
か
ら
ニ
チ
ー
ム
が
所
属
し
て
い
た
。
九
七
年
の
設
立
時

は
八
チ
ー
ム
で
あ
り
、
サ
ッ
カ
ー
ブ
ー
ム
の
影
響
も
多
少
受
け
て
い
た
。
九
九
年
に
は
九
チ
ー
ム
と
な
っ
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
七
チ

ー
ム
、
二
〇
〇
一
年
に
は
六
チ
ー
ム
に
減
少
し
た
。

　
②
現
在
の
組
織
と
活
動

　
各
チ
ー
ム
の
平
均
年
齢
の
低
さ
（
二
一
二
～
四
歳
）
ゆ
え
に
、
生
活
基
盤
の
不
安
定
さ
（
就
職
、
職
場
の
移
動
、
結
婚
に
よ
る
条
件
変
化
、

失
業
な
ど
）
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
も
、
試
合
当
日
に
仕
事
が
休
め
な
く
て
最
低
構
成
員
の
九
人
が
揃
わ
ず
、
不

戦
敗
試
合
が
結
構
生
じ
て
い
た
。
特
に
、
ピ
ッ
チ
の
条
件
（
後
述
）
に
よ
る
試
合
順
延
の
場
合
に
は
一
層
悲
劇
で
あ
る
。
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市
内
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
総
計
は
、
小
学
生
が
男
子
六
チ
ー
ム
、
女
子
一
チ
ー
ム
、
中
学
生
は
部
活
動
の
三
チ
ー
ム
（
三
校
）
、
高

校
一
チ
ー
ム
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
市
内
の
合
計
の
チ
ー
ム
数
は
ジ
ュ
ニ
ア
、
シ
ニ
ア
合
計
で
一
七
チ
ー
ム
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
野
球

（
ソ
フ
ト
）
系
の
約
八
0
チ
ー
ム
と
比
較
す
る
と
四
分
の
一
程
度
で
あ
る
。

　
県
営
ピ
ッ
チ
は
吉
川
ブ
ロ
ッ
ク
リ
ー
グ
の
優
先
使
用
を
除
け
ば
、
全
県
下
（
時
に
は
他
県
か
ら
も
）
か
ら
の
申
し
込
み
が
殺
到
し
て
お

り
、
市
内
チ
ー
ム
も
練
習
を
行
う
と
こ
ろ
は
市
外
ピ
ッ
チ
を
求
め
て
転
々
と
し
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
る
。

　
各
チ
ー
ム
に
と
っ
て
結
構
負
担
に
な
る
の
が
審
判
不
足
で
あ
る
。

　
県
の
リ
ー
グ
は
三
部
あ
り
、
市
の
ブ
ロ
ッ
ク
リ
ー
グ
（
三
～
七
月
）
で
の
優
勝
者
は
次
年
度
は
三
部
リ
ー
グ
か
ら
二
部
リ
ー
グ
ヘ
昇
格

す
る
権
利
を
も
つ
が
、
そ
の
場
合
の
リ
ー
グ
は
七
チ
ー
ム
参
加
が
前
提
で
あ
る
た
め
に
現
在
の
吉
川
市
リ
ー
グ
は
六
チ
ー
ム
で
あ
る
た
め

に
優
勝
者
は
二
部
に
は
行
け
な
い
。

　
各
チ
ー
ム
は
ブ
ロ
ッ
ク
リ
ー
グ
以
外
は
活
動
し
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
中
に
は
、
試
合
後
家
族
も
含
め
て
ピ
ッ
チ
近
辺
の
土
手
で
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
全
体
的
に
「
社
会
的
活
動
」
は
少
な
い
。
そ
の
点
で
は
典
型
的
な
チ
ー
ム
で
あ
り
、
ク
ラ

ブ
に
は
な
り
き
れ
て
い
な
い
。

　
協
会
の
年
間
行
事
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
大
会
と
講
習
会
が
あ
る
。

　
第
一
種
（
社
会
人
）

　
・
埼
玉
サ
ッ
カ
ー
吉
川
ブ
ロ
ッ
ク
リ
ー
グ
（
三
～
七
月
）

　
・
吉
川
市
サ
ッ
カ
ー
大
会
（
市
民
大
会
）
（
一
一
月
）

　
・
県
民
体
育
大
会
（
七
～
八
月
、
代
表
派
遣
）

　
・
天
皇
杯
東
部
地
区
大
会
（
一
～
三
月
、
代
表
派
遣
）
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第
二
種
（
高
校
生
）

　
・
吉
川
市
市
民
体
育
祭
サ
ッ
カ
ー
大
会
高
校
生
の
部
（
一
一
月
）

　
第
三
種
（
中
学
生
）

　
・
吉
川
市
市
艮
体
育
祭
サ
ッ
カ
ー
大
会
中
学
生
の
部
（
一
〇
月
）

　
第
四
種
（
少
年
）

　
・
吉
川
市
長
杯
少
年
サ
ッ
カ
i
大
会
（
七
月
）

　
・
吉
川
市
フ
ァ
イ
ナ
ル
カ
ッ
プ
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
（
二
月
）

　
・
吉
川
市
教
育
長
杯
少
年
サ
ッ
カ
i
大
会
（
三
月
）

　
審
判
資
格
試
験
、
勉
強
会
（
一
〇
月
）
、
講
習
会
（
一
〇
月
）
、
認
定
講
習
会
（
九
、
一
二
月
）

　
③
　
施
設

　
競
技
場
は
市
内
の
江
戸
川
河
川
敷
に
あ
る
県
営
ピ
ッ
チ
（
一
一
面
）
を
使
用
し
て
い
る
。
し
か
し
土
質
が
粉
の
よ
う
に
な
り
、
雨
後
は
ぐ

し
ゃ
ぐ
し
ゃ
で
あ
り
、
一
方
乾
燥
す
る
と
も
の
す
ご
い
砂
塵
の
舞
う
、
最
悪
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
と
な
る
。
サ
ッ
カ
ー
の
場
合
、
ヘ
デ
ィ

ン
グ
を
使
用
す
る
こ
と
か
ら
眼
鏡
で
は
な
く
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
使
用
者
が
多
い
が
、
そ
う
な
る
と
こ
の
砂
塵
は
大
敵
で
あ
る
。

　
多
少
の
雨
で
あ
れ
ば
普
通
の
サ
ッ
カ
ー
ピ
ッ
チ
は
使
用
可
能
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
が
不
可
能
な
た
め
、
試
合
の
順
延
を
す
る
。

そ
う
す
る
と
各
チ
ー
ム
、
メ
ン
バ
ー
の
日
程
調
整
が
つ
か
ず
不
戦
敗
と
い
う
事
態
も
結
構
生
じ
て
い
る
。

　
ピ
ッ
チ
脇
に
は
移
動
ト
イ
レ
と
水
道
が
あ
る
の
み
で
あ
り
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
等
は
夢
の
ま
た
夢
で
あ
る
。

　
④
　
財
政

　
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
と
し
て
の
予
算
は
、
二
〇
〇
〇
年
度
の
決
算
で
見
る
と
、
収
入
約
＝
一
三
万
円
の
う
ち
会
費
は
約
一
〇
四
万
円
で
八
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二
％
で
、
県
と
市
の
体
協
（
そ
れ
ぞ
れ
の
何
某
か
は
県
費
、
市
費
で
あ
る
）
か
ら
の
補
助
が
そ
れ
ぞ
れ
五
万
円
、
五
．
五
万
円
（
両
者
で

八
％
）
で
あ
る
。

　
一
方
支
出
を
見
る
と
、
上
部
団
体
へ
の
登
録
費
（
チ
ー
ム
、
個
人
、
役
員
）
だ
け
で
七
七
・
三
万
円
、
五
八
．
六
％
を
占
め
て
お
り
、

結
構
な
負
担
で
あ
る
。

　
各
チ
ー
ム
レ
ベ
ル
で
見
る
と
、
第
一
種
（
社
会
人
）
の
場
合
、
個
人
の
登
録
料
が
年
三
、
O
O
O
円
、
チ
ー
ム
登
録
料
が
県
七
万
円
、

市
三
万
で
あ
り
、
負
担
は
結
構
高
く
、
こ
れ
が
チ
ー
ム
減
の
一
因
に
も
な
っ
て
い
る
。

　
各
個
人
と
し
て
は
会
費
は
月
一
〇
〇
〇
円
×
一
二
H
一
二
、
O
O
O
円
程
度
で
あ
る
が
、
何
か
と
出
費
は
あ
る
。
例
え
ば
メ
ン
バ
ー
一

五
人
（
最
低
登
録
人
数
）
の
チ
ー
ム
を
想
定
す
る
と
、
年
間
登
録
費
だ
け
で
、
県
協
会
（
チ
ー
ム
七
万
円
、
個
人
三
〇
〇
〇
円
×
一
五
け

四
万
五
千
円
）
、
市
協
会
三
万
が
必
要
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
最
小
チ
ー
ム
と
し
て
も
年
間
の
登
録
費
が
最
低
一
四
万
五
千
円
で
あ
る
。

こ
れ
を
一
五
人
で
割
る
と
一
人
の
負
担
は
約
一
万
円
で
あ
る
。
従
っ
て
、
月
額
一
千
円
会
費
（
年
間
一
・
二
万
円
×
一
五
人
門
一
八
万

円
）
で
あ
っ
て
も
、
チ
ー
ム
で
活
用
で
き
る
の
は
ほ
ん
の
三
・
五
万
円
に
す
ぎ
ず
、
チ
ー
ム
の
運
営
は
か
な
り
厳
し
い
。

　
現
在
の
六
チ
ー
ム
の
内
、
企
業
内
チ
ー
ム
は
一
つ
で
あ
り
、
あ
と
は
地
域
チ
ー
ム
で
あ
る
。
そ
の
内
で
最
長
の
活
動
を
し
て
い
る
の
は

市
役
所
職
員
チ
ー
ム
（
互
助
会
か
ら
数
万
円
補
助
）
で
あ
り
、
若
い
方
で
は
地
元
の
高
校
O
B
チ
ー
ム
等
が
あ
る
。

　
⑤
　
要
望

　
確
か
に
、
吉
川
市
の
ブ
ロ
ッ
ク
リ
ー
グ
に
県
営
ピ
ッ
チ
を
優
先
さ
せ
て
く
れ
る
こ
と
は
助
か
る
が
、
ピ
ッ
チ
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
悪

さ
ゆ
え
か
ら
の
諸
問
題
も
多
く
、
そ
の
条
件
改
善
を
切
望
し
て
い
る
。
ま
た
、
今
後
は
第
一
種
か
ら
第
四
種
ま
で
を
機
能
す
る
協
会
に
発

展
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
二
〇
〇
二
年
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
関
わ
っ
て
は
、
役
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
の
協
力
要
請
の
み
が
来
て
い
る
と
い
う
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こ
と
で
あ
る
。
（
し
か
し
、
総
額
一
〇
〇
〇
億
円
近
い
県
予
算
、
さ
い
た
ま
市
予
算
を
投
入
し
て
作
ら
れ
た
サ
ッ
カ
ー
専
用
の
「
埼
玉
ス

タ
ジ
ア
ム
ニ
O
O
二
」
が
、
サ
ッ
カ
ー
の
県
大
会
に
も
使
用
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
、
何
の
た
め
の
県
営
ス
タ
ジ
ア
ム
な
の
か
、

と
の
疑
問
を
深
く
し
た
。
）
（
二
〇
〇
｝
年
七
月
二
五
日
、
事
務
局
長
・
小
原
薫
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
資
料
に
よ
る
。
市
役
所
に
て
）

　
（
4
）
　
吉
川
市
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

　
①
　
創
設
と
歴
史

　
第
一
回
の
町
民
体
育
祭
の
行
わ
れ
た
一
九
五
五
年
に
、
「
吉
川
排
球
ク
ラ
ブ
」
が
学
校
の
先
生
の
指
導
の
下
に
誕
生
し
た
。
こ
れ
は
そ

の
後
の
P
T
A
を
母
体
と
す
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
走
り
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
、
中
学
校
の
部
活
動
で
も
男
子
は
野
球
、

女
子
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
い
う
の
が
一
般
的
な
雰
囲
気
の
中
で
、
主
体
は
主
婦
た
ち
で
あ
り
、
町
民
体
育
祭
と
の
関
連
で
結
成
さ
れ
た
と

思
わ
れ
る
。
そ
し
て
六
一
年
に
吉
川
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
が
結
成
さ
れ
た
。
六
八
年
に
は
行
政
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
基
礎
に
マ
マ
さ
ん

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
も
結
成
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
基
盤
に
第
一
回
町
内
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
始
め
ら
れ
た
。
八
O
年
に
は
学
校
施
設
開

放
が
始
ま
り
、
P
T
A
を
主
体
と
し
て
八
チ
ー
ム
ぐ
ら
い
が
活
動
し
て
い
た
。
チ
ー
ム
歴
と
し
て
は
二
〇
年
を
越
え
る
所
も
二
、
三
あ
り
、

「
い
そ
じ
」
（
五
〇
歳
以
上
の
大
会
）
参
加
者
は
当
時
か
ら
の
参
加
者
も
何
人
か
は
存
在
す
る
。

　
②
　
組
織
・
活
動

　
現
在
は
一
三
チ
ー
ム
が
登
録
し
て
い
る
。
年
間
の
市
連
盟
の
大
会
は
五
回
あ
り
、
そ
の
他
に
「
い
そ
じ
大
会
」
や
近
隣
市
町
大
会
も
少

し
ず
つ
あ
る
。
そ
の
他
に
、
審
判
講
習
会
が
あ
る
。

　
各
チ
ー
ム
の
練
習
は
平
日
の
夜
の
学
校
開
放
の
体
育
館
で
あ
り
、
七
～
九
時
が
一
般
的
で
あ
る
。
週
一
～
二
回
で
あ
り
、
毎
月
何
ら
か

の
大
会
が
あ
る
か
ら
、
日
曜
日
も
結
構
詰
ま
っ
て
い
る
。
「
い
そ
じ
」
に
参
加
し
て
い
る
人
た
ち
は
自
ら
の
チ
ー
ム
で
の
練
習
以
外
に
週
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一
回
の
「
い
そ
じ
」
の
練
習
が
あ
る
か
ら
結
構
ハ
ー
ド
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
る
。

　
連
盟
へ
の
登
録
は
全
体
で
二
〇
〇
名
程
度
で
あ
り
、
平
均
年
齢
は
四
〇
歳
く
ら
い
で
あ
る
。
各
チ
ー
ム
で
見
る
と
、
最
近
の
傾
向
と
し

て
若
い
カ
ッ
プ
ル
だ
と
、
夫
の
応
援
も
多
い
よ
う
だ
。
ま
た
、
ベ
テ
ラ
ン
組
は
自
ら
の
子
育
て
経
験
か
ら
若
手
の
子
育
て
相
談
に
の
っ
た

り
、
姑
に
関
す
る
愚
痴
を
聞
い
て
あ
げ
た
り
と
、
若
い
会
員
に
と
っ
て
は
、
こ
う
し
た
チ
ー
ム
ヘ
の
参
加
は
単
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
楽
し

む
以
上
に
、
人
間
関
係
と
し
て
の
重
要
な
場
に
な
っ
て
い
る
。

　
い
わ
ゆ
る
社
会
活
動
と
し
て
は
、
忘
年
会
、
暑
気
払
い
程
度
で
、
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
は
若
手
の
夫
の
参
加
も
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
の
活

動
は
殆
ど
し
て
い
な
い
。

　
参
加
者
の
八
～
九
割
は
中
・
高
校
生
の
こ
ろ
部
活
動
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
経
験
し
た
人
た
ち
で
あ
り
、
そ
の
他
は
主
婦
と
な
っ
て
改
め

て
楽
し
み
を
見
い
だ
し
た
人
た
ち
で
あ
る
。
吉
川
市
の
場
合
、
過
去
に
実
業
団
な
ど
で
活
躍
し
た
人
は
お
ら
ず
、
そ
れ
も
あ
っ
て
、
競
技

力
よ
り
も
楽
し
さ
を
優
先
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
主
婦
の
九
割
は
パ
ー
ト
も
含
め
て
有
職
者
で
あ
り
、
仕
事
、
家
事
、
ス
ポ
ー
ツ
と
か
な
り
多
忙
で
あ
る
が
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ヘ
の
参
加
は
健
康
の
維
持
、
気
分
転
換
に
よ
る
人
格
の
明
朗
化
に
よ
っ
て
、
当
初
は
非
協
力
的
で
あ
っ
た
夫
も
、
次
第
に
協
力
的
に
な
る

よ
う
で
あ
る
。
主
婦
と
し
て
、
や
る
こ
と
は
し
っ
か
り
と
や
っ
て
練
習
に
、
試
合
に
参
加
し
て
お
り
、
家
庭
で
の
信
頼
も
あ
つ
い
。
家
族

関
係
に
対
し
て
は
積
極
的
な
効
果
が
多
い
。

　
市
内
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
人
口
は
、
こ
の
連
盟
の
二
〇
〇
名
程
度
と
、
中
学
校
の
部
活
動
の
男
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の
約
一
〇
〇
名
、

そ
し
て
ジ
ュ
ニ
ア
（
女
子
）
一
チ
ー
ム
が
あ
る
。
市
内
に
は
男
子
チ
ー
ム
が
一
つ
あ
る
が
、
市
内
で
は
リ
ー
グ
が
組
め
ず
、
他
の
市
町
へ

参
加
し
て
い
る
。

　
③
　
会
費
・
財
政
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個
々
の
チ
ー
ム
で
の
会
費
は
月
一
〇
〇
〇
～
｝
五
〇
〇
円
程
度
で
、
活
動
は
ほ
ぼ
一
年
中
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
用
度
は
用
旦
ハ
代
や
、

時
に
は
弁
当
代
、
飲
み
会
へ
の
補
助
な
ど
で
あ
る
。

　
市
連
盟
の
予
算
は
、
二
〇
〇
一
年
度
で
収
入
が
三
七
・
七
万
円
で
あ
り
、
登
録
料
六
万
円
（
＠
五
〇
〇
〇
×
一
二
）
、
大
会
参
加
費

（
延
べ
）
一
九
万
円
、
そ
し
て
体
協
か
ら
の
交
付
金
（
県
体
協
と
市
体
協
）
が
一
二
万
円
で
あ
る
。
支
出
の
大
口
は
参
加
賞
他
の
一
九
万

円
、
体
育
館
使
用
料
五
万
円
が
大
口
で
、
あ
と
は
保
険
料
二
万
円
、
交
通
費
二
万
円
な
ど
で
あ
る
。

　
④
主
婦
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加

　
主
婦
の
恒
常
的
な
ス
ポ
ー
ッ
参
加
、
特
に
夜
と
休
日
へ
の
参
加
は
家
族
の
同
意
、
支
え
が
無
け
れ
ば
不
可
能
で
あ
る
。
そ
の
た
め
も
あ

り
、
こ
う
し
た
主
婦
た
ち
は
家
事
も
し
っ
か
り
と
こ
な
し
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
参
加
で
得
た
健
康
、
明
る
さ
、
自
己
肯
定
感
、
人
間
関
係

を
家
族
団
ら
ん
の
中
に
も
導
入
し
て
い
る
。
学
校
開
放
は
無
料
で
あ
り
、
こ
う
し
た
地
域
施
設
の
利
用
は
こ
う
し
た
チ
ー
ム
に
と
っ
て
大

き
な
基
盤
で
あ
る
。

　
（
二
〇
〇
一
年
八
月
一
日
、
会
長
大
和
田
和
子
氏
他
、
幹
部
の
方
々
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
資
料
か
ら
。
）

　
6
、
吉
川
市
の
ス
ポ
ー
ツ
行
政
の
今
後
の
課
題

　
（
1
）
　
施
設
建
設
の
実
態

　
七
二
年
保
健
体
育
審
議
会
答
申
「
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
に
関
す
る
基
本
方
策
に
つ
い
て
」
で
提
起
さ
れ
た
対
人
口
比
の
施
設

数
に
照
ら
し
た
場
合
の
施
設
数
の
実
態
は
表
1
－
4
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
場
合
一
九
九
九
年
の
人
口
は
五
七
、
O
O
O
人
弱
だ

が
、
五
万
人
＋
一
万
人
と
し
て
計
算
す
る
。

　
こ
れ
で
見
る
と
「
運
動
公
園
」
九
ヵ
所
の
内
、
野
球
場
が
七
面
と
サ
ッ
カ
ー
場
が
二
面
で
あ
る
。
数
的
に
は
江
戸
川
河
川
敷
施
設
が
大
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表1－4吉川市のスポーッ施設実態

基　準
A）

現在数
B） 不足数

達成率

IA％
備　　　考

屋
　
　
　
外

運動広場
1万㎡

十1 　9

19）
0 300

633）

1面を一ヵ所とみなす．

）内は学校スポー

施設．面積が1万㎡
及ばない物も含む．

テニスコート

2，200㎡

4）×6
24

，560㎡

3）x2
　6

10 20 33．3 学校施設は開放されな

ので含めていない．

屋
　
内

体　育　館
720㎡

3 　3

13）

100

433）

（）内は学校開放施
を含む数値．

柔剣道場
300㎡

1 2 0 200 学校施設は開放しない

で含まない．

プ　ー　ル
400㎡

3 　2

12）
1 66．7

400）

（）内は学校開放施
を含む数値．

＊1972年保体審答申「体育・スポーソの普及振興に関する基本方策にっいて」と，1999年段階の吉川市

　の施設実態から

＊学校スポーツ施設の開放は，体育館は小中学校とも平日・休日の夜7～9時，小学校は土日の終日も含

　む．運動広場は小学校は土日の終日．栄小学校のみナイター施設あり．

＊コートはテニスコートとして換算し，2200㎡は4面，1560㎡は3面で計算した．

き
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
前
者
の
四
面
（
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
用
）
と
後
者
は
い
ず
れ
も
河
川
敷
で
あ

る
が
、
河
川
敷
ゆ
え
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
条
件
は
あ

ま
り
良
く
な
い
。
条
件
の
改
善
が
必
要
で
あ
る
。

　
「
コ
ー
ト
」
は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
換
算
す
る
と

吉
川
市
で
は
三
〇
面
が
必
須
と
な
る
が
、
現
実
に

は
一
〇
面
、
三
三
・
三
％
し
か
存
在
し
な
い
。
こ

れ
は
少
な
す
ぎ
る
・

　
「
体
育
館
」
は
大
小
の
体
育
室
で
ニ
ヵ
所
と
考

え
た
が
、
学
校
体
育
館
を
数
え
る
と
、
大
き
な
割

合
と
な
る
。
し
か
し
次
項
で
見
る
よ
う
に
地
理
的

視
点
か
ら
見
れ
ば
、
地
域
的
な
偏
在
と
い
う
問
題

点
を
抱
え
て
い
る
。

　
「
柔
剣
道
場
」
は
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
場
が
一
カ

所
ず
つ
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　
「
プ
ー
ル
」
は
屋
外
と
屋
内
の
そ
れ
ぞ
れ
一
カ

所
設
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
利
用
者
も
多

い
。
各
学
校
の
プ
ー
ル
は
屋
外
で
あ
り
、
ま
た
開
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放
時
間
も
短
期
で
あ
り
、

る
が
、
頻
度
は
少
な
く
、

余
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
市
内
唯
一
の
屋
内
プ
ー
ル
は
一
カ
所
で
あ
り
、
市
内
巡
回
の
福
祉
バ
ス
の
運
行
は
あ

市
全
体
か
ら
は
交
通
の
便
は
余
り
良
く
は
な
い
。
学
校
プ
ー
ル
の
温
水
化
と
そ
の
開
放
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
（
2
）
　
施
設
の
地
域
的
収
容
範
囲
と
ゾ
ー
ン

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
以
外
の
施
設
数
は
満
た
し
て
い
て
も
、
地
理
的
配
置
の
点
で
は
大
き
な
問
題
点
を
抱
え
て
い
る
。
こ
れ
は
小
学
校
区
の
配

置
を
別
と
す
れ
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
地
域
的
配
置
に
は
極
め
て
極
端
な
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
あ
り
、
自
動
車
を
所
有
し
て
い
な
け
れ
は
ほ

と
ん
ど
利
用
が
不
可
能
な
実
態
で
あ
る
。
確
か
に
、
広
い
土
地
を
必
要
と
す
る
野
球
場
や
サ
ッ
カ
ー
場
は
、
吉
川
市
の
場
合
、
江
戸
川
河

川
敷
（
こ
れ
は
県
営
施
設
で
あ
る
に
せ
よ
）
で
稼
い
で
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
市
民
一
般
か
ら
す
れ
ば
遠
距
離
で
あ
り
、
目
動
車
を
必
要

と
す
る
。
こ
う
し
た
施
設
は
そ
れ
で
致
し
方
な
い
と
し
て
も
、
体
育
館
や
プ
ー
ル
、
あ
る
い
は
コ
ー
ト
は
身
近
に
必
要
で
あ
る
。

　
特
に
、
市
の
体
育
館
と
プ
ー
ル
（
屋
内
、
屋
外
）
、
そ
し
て
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
市
の
中
心
部
（
市
の
人
口
は
主
に
南
部
に
集
中
）
に
集

中
し
て
い
る
。
一
方
、
北
部
に
は
近
年
旭
地
区
セ
ン
タ
i
（
体
育
館
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
併
用
）
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
点
で
言
え

ば
、
市
の
南
部
に
も
体
育
館
が
必
須
で
あ
ろ
う
。
同
じ
く
プ
ー
ル
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
各
学
校
の
プ
ー
ル
を
温
水
化
し
、
地
域
へ
の
一
般

開
放
を
進
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
中
心
と
す
る
コ
ー
ト
系
は
不
足
の
二
〇
面
を
も
う
少
し
市
全
体
に
バ
ラ
ン
ス

を
と
っ
て
配
置
す
べ
き
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
施
設
に
は
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
を
設
置
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ア
フ
タ
ー
プ
レ
ー
の
一
時
を
そ
こ
で
ゆ
っ
く
り
と
く

つ
ろ
ぎ
、
時
に
は
小
さ
な
催
し
物
が
で
き
る
く
ら
い
の
ス
ペ
ー
ス
が
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
ク
ラ
ブ
の
活
動
拠
点

と
な
り
、
ク
ラ
ブ
の
定
着
化
が
図
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
、
こ
れ
ら
は
土
地
代
の
問
題
、
あ
る
い
は
都
市
計
画
の
課
題
で
あ
る
。
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、
埼
玉
県
浦
和
市
の
ス
ポ
ー
ツ
行
政

スポーツの権利・公共性と新自由主義＝個人的消費主義との対抗（4）

　
1
、
人
口
構
造

　
浦
和
市
は
埼
玉
県
の
県
庁
所
在
地
と
し
て
、
そ
し
て
東
京
都
心
か
ら
二
〇
～
三
〇
㎞
圏
に
位
置
し
、
総
面
積
は
七
〇
・
六
七
平
方
㎞
で
、

東
西
一
五
・
八
㎞
、
南
北
九
・
九
㎞
で
、
荒
川
と
中
小
河
川
に
沿
う
低
地
と
、
そ
の
間
に
あ
る
小
丘
陵
台
地
か
ら
な
っ
て
い
る
。

　
社
会
経
済
的
に
は
首
都
東
京
と
密
接
な
関
連
を
有
し
、
国
際
的
に
も
海
外
四
つ
の
都
市
と
姉
妹
・
友
好
都
市
の
提
携
を
結
ん
で
い
る
。

　
一
九
九
九
年
の
人
口
は
四
八
二
、
六
〇
〇
人
で
あ
り
、
男
女
比
は
ほ
ぼ
同
数
で
あ
る
。
七
五
年
の
三
三
万
人
か
ら
主
に
転
入
に
よ
っ
て

一
貫
し
て
増
加
し
て
来
た
。
増
加
率
八
三
年
の
約
0
・
八
％
を
底
辺
と
し
て
、
八
八
年
の
約
二
・
五
賜
ま
で
伸
び
た
が
、
こ
れ
は
バ
ブ
ル

経
済
と
並
行
し
て
、
浦
和
市
の
宅
地
化
に
よ
る
転
入
で
あ
り
、
ほ
ぼ
東
京
へ
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
の
増
加
で
あ
る
。
そ
し
て
九
〇
年

代
に
は
再
び
鈍
化
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
世
帯
数
も
七
五
年
の
約
九
・
八
万
世
帯
か
ら
二
〇
〇
〇
年
の
一
九
・
二
万
世
帯
へ
増
え
て
い
る

が
、
一
世
帯
平
均
三
・
三
八
人
か
ら
二
・
五
三
人
と
減
少
し
て
い
る
。

　
人
口
の
年
齢
別
構
成
は
O
～
一
四
歳
は
七
五
年
の
二
六
二
二
％
か
ら
九
五
年
の
一
五
・
九
％
へ
と
減
少
し
、
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
は

同
じ
く
五
．
五
％
か
ら
九
・
九
％
へ
と
増
加
し
た
。
し
か
し
最
大
の
増
加
は
一
五
～
六
四
歳
の
就
労
人
口
で
あ
り
、
同
じ
く
六
八
・
二
％

か
ら
七
四
・
二
％
へ
と
増
加
し
た
。
こ
う
し
て
、
浦
和
市
の
人
口
構
成
は
高
齢
者
人
口
の
構
成
が
全
国
平
均
よ
り
も
低
く
、
ま
た
子
ど
も

の
人
口
も
減
っ
て
い
る
が
、
就
労
人
口
が
一
貫
し
て
増
加
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
転
入
に
よ
る
増
加
地
域
の
典
型
像
が
見
ら
れ
る
。
そ
し

て
こ
れ
ら
の
就
労
対
象
人
口
の
増
加
は
、
住
民
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
の
主
体
と
な
っ
て
行
く
。
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2
、
産
業
構
造

　
一
九
七
五
年
以
来
の
浦
和
市
の
産
業
別
就
業
人
口
は
、
第
一
次
産
業
が
二
・
九
％
か
ら
九
五
年
の
一
％
と
、
少
な
い
中
で
の
減
少
で
あ

る
が
、
第
二
次
産
業
も
同
じ
く
七
五
年
の
三
五
・
二
％
か
ら
九
五
年
の
二
七
・
三
％
へ
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
日
本
全
体
の
多
国
籍
企

業
化
に
よ
る
製
造
部
門
の
海
外
進
出
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
一
番
多
い
の
は
第
三
次
産
業
で
あ
り
、
七
五
年
の
六
一
．
五
％
か

ら
九
五
年
の
七
〇
・
六
％
へ
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
九
五
年
で
は
サ
ー
ビ
ス
業
が
約
四
〇
％
を
占
め
て
最
も
大
き
く
、
次
い
で
卸

売
・
小
売
・
飲
食
業
が
三
五
％
で
あ
る
。

　
3
、
浦
和
市
の
財
政

　
（
1
）
歳
入
と
そ
の
構
成
比

　
浦
和
市
の
一
般
会
計
歳
入
は
八
O
年
代
中
頃
に
若
干
の
停
滞
は
あ
っ
た
が
、
ほ
ぼ
｝
貫
し
て
増
大
し
て
き
た
。
そ
れ
は
人
口
増
加
と
並

行
し
て
お
り
、
市
税
の
増
加
が
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
他
収
入
が
漸
増
し
て
い
る
の
を
除
け
ば
、
あ
と
は
八
O
年
代
と
あ
ま
り

変
わ
ら
な
い
額
で
あ
る
。
七
〇
年
代
後
半
に
約
五
〇
％
か
ら
上
昇
し
た
市
税
は
八
五
年
に
は
七
〇
％
に
達
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
後
市

税
の
占
め
る
割
合
は
一
貫
し
て
減
少
し
、
再
び
五
〇
％
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
。
七
〇
年
代
に
二
〇
％
弱
と
大
き
く
進
ん
だ
市
債
は
八
O
年

代
に
は
数
％
ま
で
下
が
っ
た
が
、
九
五
年
に
は
一
二
％
ま
で
上
昇
し
た
。
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（
2
）
歳
出
と
そ
の
構
成
比

　
浦
和
市
の
一
般
会
計
歳
出
は
、
七
〇
年
代
後
半
か
ら
八
O
年
代
前
半
に
か
け
て
教
育
費
が
大
き
く
進
展
し
、
そ
の
割
合
は
平
均
三
〇
％

を
越
え
て
い
た
。
こ
れ
は
人
口
増
、
児
童
数
の
増
加
に
伴
う
学
校
建
設
で
あ
る
。
し
か
し
八
○
年
代
後
半
か
ら
は
現
状
の
水
準
に
落
ち
着



い
た
。
そ
れ
に
変
わ
っ
て
、
八
O
年
か
ら
は
土
木
費
が
大
き
く
進
展
し
て
き
た
。
そ
し
て
九
〇
年
代
に
は
三
五
％
水
準
を
前
後
し
て
い
る
。

こ
れ
の
多
く
は
、
J
R
武
蔵
浦
和
駅
前
な
ど
の
駅
前
開
発
の
整
備
と
計
画
道
路
の
整
備
、
そ
し
て
下
水
道
の
整
備
に
と
ら
れ
て
い
る
。
浦

和
市
の
場
合
、
公
債
費
の
占
め
る
割
合
は
、
九
〇
年
代
は
六
％
あ
た
り
を
維
持
し
て
い
る
。

スポーッの権利・公共性と新自由主義＝個人的消費主義との対抗（4）

　
4
、
浦
和
市
の
ス
ポ
ー
ツ
財
政

　
（
1
）
　
ス
ポ
ー
ツ
関
連
予
算

　
浦
和
市
の
ス
ポ
ー
ッ
予
算
は
大
き
く
、
四
つ
の
項
目
に
分
け
ら
れ
る
。
「
運
動
公
園
管
理
費
」
「
保
健
体
育
総
務
費
」
「
体
育
費
」
「
体
育

館
費
」
で
あ
る
が
、
「
保
健
体
育
総
務
費
」
は
保
健
関
係
の
総
務
費
も
多
少
含
ん
で
い
る
。
ま
た
こ
れ
ら
と
は
別
に
都
市
計
画
費
の
「
公

園
費
」
に
も
プ
ー
ル
維
持
費
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
は
含
め
て
い
な
い
。
そ
し
て
「
運
動
公
園
管
理
費
」
も
一
九
六
八
年
か

ら
七
九
年
ま
で
は
保
健
体
育
費
に
含
め
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
以
外
は
都
市
計
画
費
と
し
て
維
持
さ
れ
て
い
る
。

　
浦
和
市
の
社
会
体
育
費
は
七
〇
年
代
以
降
、
ほ
ぼ
一
貫
し
て
上
昇
し
て
き
た
。
そ
し
て
九
五
年
か
ら
九
九
年
ま
で
は
保
健
体
育
総
務
費

の
急
激
な
上
昇
に
よ
っ
て
、
二
五
億
円
ま
で
上
昇
し
た
。
全
体
的
に
一
貫
し
て
上
昇
し
て
い
る
が
、
九
〇
年
代
に
入
っ
て
一
番
大
き
い
の

は
「
運
動
公
園
管
理
費
」
で
あ
る
。
九
〇
年
代
は
平
均
し
て
七
億
円
を
維
持
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
体
育
館
費
」
九
〇
年
代
は
停
滞
あ
る

い
は
若
干
の
減
少
傾
向
で
あ
る
。
そ
し
て
「
体
育
費
」
は
九
〇
年
代
後
半
に
少
し
増
加
し
た
。

　
保
健
体
育
総
務
費
が
九
五
年
か
ら
九
九
年
の
五
年
間
、
約
一
五
億
円
で
突
出
し
た
。
こ
れ
は
〇
一
年
に
完
成
予
定
の
県
立
サ
ッ
カ
ー
ス

タ
ジ
ア
ム
ヘ
の
市
か
ら
の
毎
年
約
一
三
億
円
の
支
出
（
五
年
間
で
総
額
六
五
億
円
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
内
容
は
、
施
策
全
体
の
内
容
と
対
応
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
市
財
政
全
体
と
教
育
費
総
額
に
占
め
る
割
合
を
見
る
と
、

両
者
共
に
着
実
に
上
昇
を
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
歳
出
全
体
に
占
め
る
割
合
で
は
、
七
〇
年
代
は
一
％
未
満
で
あ
っ
た
が
、
八
O
年
代
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［都市計画費］

　「公園費」

　　・見沼スポーッ施設整備に要する経費…………123，000，000円

　「運動公園管理費」…………一一・……・・…………・659，747，000円

　　　　　（その99％は委託料）

　　・総合運動場管理運営に要する経費　　　　　　103，649，000

　　・駒場運動公園管理運営に要する経費　　　　　129，576，000

　　・市民プール管理運営に要する経費　　　　　　250，172，000

　　・荒川総合運動公園管理運営に要する経費　　　105，157，000

　　　アイススケート場管理運営に要する経費　　　71，193，000

［保健体育費］

　「保健体育総務費」一…………・…・一……・………・324，487，000円

　　・人件費　　　　　　　　　　　　　　　　　239，721，000

　　　スポーッ振興に要する経費　　　　　　　　　84，766，000

　「体育費」一………・……・……・・…………・…………85，231，000円

　　・市民体育大会及び各種競技会等に要する経費　　4，581，000

　　・スポーッ教室に要する経費　　　　　　　　　2，409，000

　　・体育振興に要する経費　　　　　　　　　　　78，241，000

　「体育館費」………・…・……・・………………・』………237，733，000円

　　・人件費　　　　　　　　　　　　　　　　　　125，786，000

　　・市民体育館管理運営に要する経費　　　　　　89，085，000

　　・勤労者体育センター管理運営に要する経費　　　22，862，000

に
一
％
を
越
え
、
九
〇
年
代
に
は
二
％
に
届
い
た
。
そ
し

て
教
育
費
総
額
に
占
め
る
割
合
で
は
、
七
〇
年
代
の
三
％

平
均
か
ら
八
O
年
代
に
は
五
％
程
度
に
な
り
、
九
〇
年
代

に
は
七
％
程
度
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
は
行
政
に
占
め
る

社
会
体
育
の
予
算
的
比
重
の
増
加
を
意
味
し
て
い
る
。

因
み
に
、
〇
二
年
度
の
各
予
算
の
額
を
見
る
と
以
下
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
上
表
）
。

　
（
2
）
　
市
民
体
育
館
の
収
支
比
率

①
市
民
体
育
館
の
収
支
と
比
率
の
推
移

図
2
－
1
は
こ
の
一
〇
年
間
の
市
民
体
育
館
の
収
支
の

推
移
で
あ
る
。
収
入
は
八
九
年
の
一
三
〇
〇
万
円
か
ら
九

九
年
の
一
八
O
O
万
円
ま
で
漸
増
し
て
い
る
。
こ
れ
は
後

に
見
る
よ
う
に
体
育
館
の
利
用
者
数
が
九
〇
年
代
は
ほ
ぼ

横
這
い
で
あ
る
が
、
体
育
館
の
使
用
料
金
の
微
増
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
支
出
の
方
は
、
諸
物
価
の
上
昇

を
反
映
し
て
、
あ
る
い
は
館
内
の
施
設
工
事
を
含
ん
で
、

九
三
年
に
は
一
億
一
一
〇
〇
万
円
ま
で
上
昇
し
た
。
し
か
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し
そ
の
後
は
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
の
縮
小
も
あ
り
、
0
0
年
の
八
九
〇
〇
万
円
ま
で
減
少
し
た
。

　
一
方
、
図
2
－
2
に
見
る
よ
う
に
、
体
育
館
の
収
支
比
率
は
、
九
｝
、
九
三
年
の
一
三
％
台
を
底
点
に
、
そ
の
後
九
九
年
の
二
〇
％
へ

向
け
て
上
昇
し
た
。
九
〇
年
代
は
平
均
で
約
一
七
％
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
九
〇
年
代
の
自
治
体
の
施
設
運
営
上
の
収
支
比
率
か

ら
見
れ
ば
低
い
と
言
え
る
。

　
②
浦
和
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
i
（
浦
和
西
体
育
館
）
の
収
支
と
比
率
の
推
移

　
同
じ
く
、
浦
和
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
（
浦
和
西
体
育
館
）
の
収
支
は
、
一
九
八
一
年
に
は
収
入
二
三
一
万
円
、
支
出
一
三
八
五
万
円

で
あ
っ
た
が
、
O
O
年
の
予
算
額
で
は
そ
れ
ぞ
れ
三
五
三
万
円
と
一
九
七
六
万
円
と
変
遷
し
た
。
そ
の
収
支
比
率
を
見
た
の
が
図
2
－
3

で
あ
る
。
九
〇
、
九
一
、
九
二
年
辺
り
は
内
部
工
事
が
あ
り
、
支
出
が
大
幅
に
伸
び
た
割
に
は
収
入
が
減
少
し
た
た
め
に
、
収
支
比
率
は

九
二
年
度
に
は
二
．
八
％
ま
で
大
幅
に
減
少
し
た
。
し
か
し
九
〇
年
代
に
は
一
五
％
程
度
と
見
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
先
の
市
民
体

育
館
の
収
支
率
と
同
様
に
自
治
体
の
施
設
と
し
て
低
い
水
準
に
置
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
住
民
へ
の
負
担
率
を
余
り
上
げ
ず
に
、
公
共
の

分
で
運
営
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
5
、
浦
和
市
の
ス
ポ
ー
ツ
行
政
の
推
移

　
（
1
）
　
戦
後
か
ら
一
九
六
七
埼
玉
国
体
ま
で

　
①
地
域
体
協
の
発
足

　
浦
和
市
の
場
合
、
戦
前
か
ら
サ
ッ
カ
ー
が
盛
ん
で
あ
り
、
「
埼
玉
の
サ
ッ
カ
ー
け
浦
和
の
サ
ッ
カ
ー
」
と
い
う
歴
史
を
た
ど
っ
て
き
た
。

　
戦
後
、
四
六
年
に
軟
式
庭
球
連
盟
が
発
足
し
、
四
七
年
に
は
市
体
育
協
会
が
創
立
さ
れ
た
。
こ
れ
と
同
時
に
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
連

盟
、
水
泳
連
盟
、
卓
球
連
盟
が
発
足
し
た
。
そ
し
て
四
九
年
の
国
体
高
校
サ
ッ
カ
ー
で
県
立
浦
和
高
校
が
優
勝
し
、
戦
後
の
浦
和
の
（
学
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　　　　　　　　　　　　図2－1　浦和市民体育館収支

　　　（円）
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校
）
サ
ッ
カ
ー
の
復
活
と
そ
の
後
の
浦
和
時
代
を
確
立
し
た
。
五
一
年
に
は
第
一
回
浦
和
市
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
た
が
、
こ
こ
に
は
教
育

長
・
レ
ク
協
会
長
・
体
協
会
長
の
連
名
で
、
秋
季
市
民
体
育
大
会
が
呼
び
か
け
ら
れ
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
野
球
、

卓
球
、
弓
道
、
サ
ッ
カ
i
、
陸
上
競
技
が
開
催
さ
れ
た
。
五
四
年
に
は
市
立
総
合
運
動
場
が
失
業
対
策
事
業
と
し
て
建
設
さ
れ
、
市
営
弓

道
場
も
完
成
し
た
。
こ
う
し
て
施
設
も
整
備
さ
れ
は
じ
め
、
社
会
体
育
も
少
し
ず
つ
機
能
し
始
め
た
。
こ
う
し
た
事
も
あ
っ
て
、
五
六
年

に
は
社
会
体
育
優
良
団
体
表
彰
（
文
部
大
臣
賞
）
を
獲
得
し
た
。

　
こ
の
間
、
多
く
の
競
技
連
盟
が
誕
生
し
た
。
例
え
ば
、
五
一
年
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
、
五
二
年
に
剣
道
連
盟
、
五
三
年
に
柔
道
連
盟
、

五
四
年
に
弓
道
連
盟
、
五
五
年
に
庭
球
協
会
、
ス
キ
i
連
盟
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
、
五
六
年
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
、
民
踊
連
盟
、
山

岳
連
盟
、
五
七
年
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
連
盟
、
五
八
年
に
ス
ケ
ー
ト
連
盟
等
。

　
②
埼
玉
国
体
へ
向
け
て

　
五
九
年
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
が
決
ま
り
、
六
一
年
に
ス
ポ
ー
ッ
振
興
法
が
制
定
さ
れ
た
。
た
と
え
議
員
立
法
に
よ
る
予
算
提
案

権
を
欠
い
て
い
る
と
し
て
も
、
日
本
史
上
初
め
て
ス
ポ
ー
ツ
独
自
の
法
律
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
最
も
恩
恵
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
の

は
、
地
方
自
治
体
で
ス
ポ
ー
ツ
行
政
に
関
わ
る
目
治
体
職
員
、
体
協
職
員
、
そ
し
て
地
域
ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
す
る
人
々
で
あ
っ
た
。
こ
れ

ま
で
、
社
会
教
育
法
（
第
二
条
）
の
一
部
と
し
て
法
的
根
拠
の
弱
か
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
行
政
が
、
初
め
て
お
墨
付
き
を
も
ら
い
、
自
治
体
ス

ポ
ー
ツ
行
政
が
表
舞
台
で
活
動
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
拙
著
『
戦
後
ス
ポ
ー
ツ
体
制
の
確
立
』
不
昧
堂
出
版
、
一
九
九
三

年
参
照
）
。

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
に
則
っ
て
、
浦
和
市
で
は
六
二
年
に
浦
和
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
条
例
を
設
立
し
た
。
そ
れ
以
降
、
浦
和
市
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
の
根
本
を
検
討
し
て
き
た
。
六
四
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
聖
火
が
浦
和
市
を
通
過
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
意
識
を
高
め

た
。
そ
し
て
、
六
七
年
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
余
韻
も
未
だ
強
く
、
ま
た
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
が
一
段
と
高
く
な
る
中
、
埼
玉
国
体
が
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開
催
さ
れ
た
。
国
体
は
こ
の
頃
開
会
式
の
マ
ス
ゲ
ー
ム
ヘ
の
生
徒
の
長
期
動
員
が
多
く
の
問
題
を
引
き
起
こ
し
、
批
判
も
現
れ
て
い
た
。

浦
和
市
は
サ
ッ
カ
i
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、
馬
術
、
野
球
の
会
場
と
な
っ
た
。
特
に
サ
ッ
カ
ー
会
場
と
し
て
、
駒
場
運
動
公
園
（
サ
ッ
カ
ー

場
）
が
建
設
さ
れ
た
。
サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち
浦
和
市
の
面
目
躍
如
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
埼
玉
国
体
、
そ
し
て
そ
の
影
響
も
あ
っ
て
、
こ
れ
を
前
後
し
て
多
く
の
ス
ポ
ー
ッ
団
体
が
誕
生
し
た
。

ま
ず
、
国
体
の
サ
ッ
カ
ー
を
迎
え
る
に
当
た
っ
て
、
サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち
浦
和
に
サ
ッ
カ
ー
協
会
が
無
く
て
は
格
好
が
付
か
な
い
と
、
六
六

年
に
市
長
を
会
長
に
し
て
浦
和
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
が
誕
生
し
た
。
同
じ
く
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
連
盟
も
発
足
し
た
。
ま
た
、

六
四
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
特
に
「
東
洋
の
魔
女
」
旋
風
が
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
普
及
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
が
、
そ
う
し

た
影
響
は
地
域
レ
ベ
ル
で
の
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
い
わ
ゆ
る
「
マ
マ
さ
ん
バ
レ
i
」
の
普
及
の
土
台
の
上
で
、
ま
た
そ
の
促
進
要
因

と
な
っ
た
。
七
〇
年
に
は
第
一
回
の
全
国
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
浦
和
市
で
も
六
九
年
に
教
育
委
員
会
の
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
教
室
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
「
浦
和
市
さ
つ
き
会
」
（
内
海
和
雄
「
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
の
歴
史
と
課
題
」
『
一
橋
論
叢
』
二
〇

〇
一
年
二
月
）
が
発
足
し
た
。
同
じ
年
、
全
浦
和
野
球
団
、
射
撃
連
盟
が
発
足
し
た
。
こ
う
し
て
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
は
ま
す
ま
す

上
昇
し
、
ま
た
市
行
政
と
し
て
も
徐
々
に
対
応
し
て
き
た
。

70

　
（
2
）
　
『
浦
和
市
市
勢
振
興
計
画
』
（
一
九
七
〇
～
一
九
八
O
年
）
下
で
の
ス
ポ
ー
ツ
行
政

　
①
基
本
構
想
の
ス
ポ
ー
ッ
施
策

　
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、
全
国
の
自
治
体
は
今
後
長
期
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
浦
和
市
の
最
初
の
そ
れ
は
『
浦
和
市

市
勢
振
興
計
画
』
（
一
九
七
〇
～
八
O
年
）
で
あ
る
。
東
京
の
通
勤
圏
と
し
て
、
あ
る
い
は
六
〇
年
代
の
公
害
や
都
市
問
題
へ
の
対
応
が

浦
和
市
で
も
大
き
な
課
題
と
さ
れ
た
。



　
こ
う
し
た
中
で
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
分
野
は
次
の
よ
う
に
提
起
さ
れ
た
。
市
民
の
体
力
向
上
、
ス
ポ
ー
ッ
振
興
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
の
運
動
公
園
と
し
て
、
現
在
駒
場
運
動
公
園
、
総
合
運
動
場
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。
両
公
園
は
近
接
し
て
お

り
、
公
園
道
路
で
連
絡
し
浦
和
市
の
体
育
施
設
セ
ン
タ
ー
と
し
て
施
設
充
実
を
図
る
。

　
ま
た
、
現
時
点
で
、
市
立
小
中
学
校
施
設
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
二
五
あ
る
小
学
校
に
は
プ
ー
ル
が
一
つ
も
な
い
状
況
で

スポーツの権利・公共性と新自由主義＝個人的消費主義との対抗（4）

表2－1学校のスポーッ施設

水泳プールのある学校 体育館のある学校

小学校　25校 0校 18校

中学校　13校 4校 9校

あ
っ
た
。
（
表
2
－
1
）

　
こ
う
し
た
状
況
下
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
（
一
九
六
一
年
）
の
基
本
方
針
に
従
い
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
と
あ
ら
ゆ
る
場

所
に
お
い
て
、
自
主
的
に
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
よ
う
諸
条
件
の
整
備
に
努
力
す
る
。
具
体
的
に
は
、
市
民
プ
ー
ル
・

市
民
体
育
館
、
ハ
イ
キ
ン
グ
・
サ
イ
ク
リ
ン
グ
道
路
整
備
、
キ
ャ
ン
プ
セ
ン
タ
ー
等
の
設
置
、
が
提
起
さ
れ
た
。
つ

ま
り
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
に
対
し
て
自
治
体
が
真
正
面
か
ら
向
か
い
始
め
た
。

　
②
浦
和
市
の
七
〇
年
代
の
ス
ポ
ー
ツ
施
策

　
こ
の
『
浦
和
市
市
勢
振
興
計
画
』
と
同
時
に
、
市
は
七
〇
年
に
総
理
府
「
市
民
体
力
つ
く
り
推
進
事
業
都
市
」
指

定
（
三
年
間
）
を
受
け
、
そ
の
終
了
と
同
時
に
、
七
三
年
に
総
理
府
「
体
力
つ
く
り
優
良
都
市
」
を
受
賞
し
た
。
続

い
て
、
同
七
三
年
、
文
部
省
「
地
域
住
民
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
都
市
」
指
定
（
二
年
間
）
を
受
け
た
。
こ
れ
ら
に
よ

っ
て
、
浦
和
市
の
ス
ポ
ー
ツ
行
政
は
整
備
さ
れ
た
。

　
七
一
一
年
に
は
文
部
大
臣
の
諮
問
機
関
で
あ
る
保
健
体
育
審
議
会
が
答
申
「
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
に
関
す

る
基
本
方
策
に
つ
い
て
」
を
出
し
、
人
口
比
で
の
自
治
体
の
ス
ポ
ー
ッ
施
設
必
須
数
を
提
起
し
た
。
こ
れ
は
七
三
年

の
「
福
祉
元
年
」
を
前
後
す
る
、
日
本
で
の
福
祉
の
拡
大
期
で
あ
り
、
そ
の
実
質
は
地
方
自
治
体
が
多
く
を
担
っ
た
。

　
浦
和
市
で
は
市
勢
振
興
計
画
に
基
づ
い
て
七
一
年
に
沼
影
市
民
プ
ー
ル
、
七
四
年
に
市
民
体
育
館
を
建
設
し
、
ス
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ポ
ー
ツ
教
室
を
多
く
開
催
し
始
め
た
。
七
四
年
一
〇
月
市
民
憲
章
は
健
全
な
市
民
の
育
成
の
支
援
と
な
っ
た
。

　
ま
た
七
五
年
に
は
沼
影
市
民
プ
ー
ル
に
流
水
プ
ー
ル
を
設
置
し
、
同
年
、
屋
外
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
完
成
さ
せ
、
施
設
の
充
実
に
努
め
た
。

翌
年
か
ら
は
学
校
体
育
施
設
の
地
域
へ
の
開
放
も
始
ま
っ
た
。
行
政
組
織
と
し
て
、
七
四
年
に
市
民
体
育
館
が
で
き
る
と
同
時
に
、
教
育

委
員
会
に
「
市
民
体
育
館
」
部
門
を
設
置
し
、
一
つ
の
係
り
と
し
て
位
置
づ
け
た
。

　
七
四
年
の
社
会
体
育
施
策
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
体
育
関
係
と
運
動
公
園
関
係
と
で
構
成
さ
れ
た
。

　
a
　
体
育
関
係

　
　
・
巡
回
ス
ポ
ー
ツ
教
室
に
よ
る
市
民
体
力
づ
く
り
の
推
進

　
　
・
校
庭
及
び
屋
内
運
動
場
の
利
用
同
好
会
の
育
成
と
組
織
化
等
、
社
会
体
育
の
振
興

　
　
・
各
種
団
体
の
育
成
指
導
と
充
実

　
b
　
運
動
公
園
関
係

　
　
・
施
設
を
中
心
と
し
た
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
の
育
成
と
指
導

　
　
・
施
設
を
利
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開
設

　
　
・
個
人
の
施
設
利
用
の
奨
励
と
指
導

　
　
・
運
動
公
園
施
設
の
維
持
管
理
と
活
用
（
一
九
七
五
～
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
資
料
崎
市
政
概
要
』
浦
和
市
議
会
事
務
局
）

　
ま
た
、
こ
う
し
た
ス
ポ
ー
ツ
施
策
の
充
実
と
同
時
に
、
ま
す
ま
す
増
え
る
競
技
団
体
を
基
盤
に
、
市
体
協
は
七
二
年
に
社
団
法
人
化
し

た
。
因
み
に
、
七
五
年
に
は
空
手
道
連
盟
、
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
が
発
足
し
た
。

　
③
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加
実
態
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こ
の
時
期
の
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加
実
態
は
以
下
の
よ
う
に
、
施
設
利
用
数
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
参
加
数
で
概
観
で
き
る
。

　
a
　
浦
和
市
ス
ポ
ー
ツ
施
設
利
用
状
況

　
一
九
八
O
年
ま
で
の
浦
和
市
の
ス
ポ
ー
ッ
施
設
利
用
者
数
の
推
移
は
図
2
－
4
の
よ
う
で
あ
る
。
市
民
プ
ー
ル
は
七
二
年
の
八
万
人
か

ら
七
九
年
の
二
二
万
人
へ
、
そ
し
て
体
育
館
は
七
四
年
の
七
万
人
か
ら
八
○
年
の
一
三
万
人
へ
着
実
に
伸
び
て
い
る
。
こ
れ
は
市
民
の
ス

ポ
ー
ッ
要
求
の
高
揚
に
対
す
る
市
政
の
対
応
の
結
果
で
あ
る
。
そ
れ
は
具
体
的
に
は
七
五
年
と
七
九
年
に
市
民
プ
ー
ル
の
建
設
が
あ
り
、

七
四
年
に
は
市
民
体
育
館
が
設
立
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
b
　
浦
和
市
ス
ポ
ー
ツ
教
室
参
加
者
数

　
浦
和
市
の
進
め
る
ス
ポ
ー
ッ
教
室
へ
の
参
加
者
数
は
図
2
－
5
の
よ
う
に
七
六
年
以
降
と
八
一
年
以
降
の
急
速
な
伸
び
は
、
そ
れ
ぞ
れ

七
四
年
の
市
民
体
育
館
、
七
九
年
の
浦
和
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
（
西
体
育
館
）
の
設
立
と
そ
こ
で
の
教
室
の
開
催
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
七
〇
年
代
の
浦
和
市
の
ス
ポ
ー
ツ
行
政
は
大
き
く
進
展
し
た
。
そ
れ
は
行
政
組
織
の
確
立
と
同
時
に
、
ス
ポ
ー
ツ
施

設
の
建
設
、
そ
れ
に
伴
う
施
設
利
用
者
の
増
加
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
参
加
数
の
増
加
、
そ
し
て
そ
れ
ら
に
押
さ
れ
て
学
校
施
設
開
放
も
実
施

さ
れ
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
は
着
実
に
上
昇
し
た
。

　
（
3
）
　
『
第
二
次
浦
和
市
市
勢
振
興
計
画
－
新
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
目
指
し
て
ー
』
（
一
九
七
八
～
八
五
年
）
下
で
の
ス
ポ
ー
ツ
行
政

　
①
全
国
動
向

　
前
期
の
末
に
は
、
一
九
七
六
年
に
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ
憲
章
」
が
、
そ
し
て
七
八
年
に
は
ユ
ネ
ス
コ
「
体
育
・
ス
ポ

ー
ツ
国
際
憲
章
」
が
制
定
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
を
享
受
す
る
こ
と
は
す
べ
て
の
人
の
基
本
的
権
利
で
あ
る
と
謳
っ
た
。
こ
う
し
た
世
界
的
趨

勢
の
中
、
国
内
で
は
七
〇
年
代
中
盤
は
福
祉
元
年
に
基
づ
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
注
目
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
も
そ
の
一
環
に
組
み
込
ま
れ
、
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卜市民プール

←アイススケート
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　　図2－5浦和市スポーッ教室参加者数
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「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ポ
ー
ッ
」
も
一
般
化
し
始
め
た
。
七
七
年
に
は
文
部
省
が
地
域
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
の
発
展
を
期
し
て
、
「
地
域
ス
ポ

ー
ッ
ク
ラ
ブ
育
成
指
定
市
町
村
事
業
」
を
全
国
の
五
〇
〇
市
町
村
に
三
億
七
五
〇
〇
万
円
を
補
助
し
て
開
始
し
た
。
日
体
協
も
七
七
年
に

「
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
制
度
」
を
設
け
、
指
導
者
育
成
に
乗
り
出
し
始
め
た
。

　
し
か
し
、
七
〇
年
代
後
半
か
ら
、
国
の
福
祉
政
策
は
大
き
く
右
旋
回
し
、
八
O
年
の
N
l
R
A
『
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
産
業
化
』
に
見
る

よ
う
に
、
新
自
由
主
義
的
路
線
が
少
し
ず
つ
浸
透
し
始
め
て
い
た
。
八
三
年
に
は
地
方
行
革
大
綱
も
発
表
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
余
り
進
ん
で

は
来
な
か
っ
た
住
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
ま
で
が
大
き
な
曲
が
り
角
に
立
た
さ
れ
始
め
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
国
の
ス
ポ
ー
ツ
ヘ
の
支
出
は

他
の
福
祉
同
様
に
、
徐
々
に
低
下
し
始
め
、
文
部
省
の
社
会
体
育
施
設
補
助
費
で
は
、
八
二
年
を
ピ
ー
ク
に
一
気
に
降
下
し
始
め
た
。
し

か
し
一
方
で
、
地
域
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
は
ま
す
ま
す
高
揚
す
る
中
で
、
そ
の
矛
盾
は
地
方
自
治
体
が
負
担
す
る
構
造
と
な
っ
た
。
こ

う
し
た
中
で
も
、
八
O
年
代
の
前
半
に
は
地
方
ス
ポ
ー
ッ
振
興
の
諸
施
策
が
提
起
さ
れ
て
い
る
が
、
文
部
省
予
算
で
見
る
限
り
、
振
興
に

足
る
だ
け
の
予
算
は
な
く
、
専
ら
地
方
目
治
体
の
努
力
が
リ
ー
ド
し
た
。

　
②
浦
和
市
の
ス
ポ
ー
ッ
行
政

　
こ
の
時
期
、
浦
和
市
で
は
行
政
機
構
の
改
革
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
教
育
委
員
会
保
健
体
育
課
の
所
管
で
あ
っ
た
「
運
動
公
園
関
係
」
は

八
O
年
か
ら
都
市
計
画
課
へ
移
行
し
た
。
そ
し
て
八
一
年
に
、
総
合
運
動
場
、
原
山
市
民
プ
ー
ル
、
沼
影
市
民
プ
ー
ル
を
市
長
部
局
へ
移

管
し
た
。

　
さ
て
、
『
第
二
次
浦
和
市
市
勢
振
興
計
画
－
新
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
目
指
し
て
ー
』
に
お
け
る
社
会
体
育
関
係
は
以
下
の
よ
う
に

位
置
づ
け
ら
れ
た
。

　
a
　
市
民
体
力
づ
く
り
運
動
の
推
進

　
　
・
市
民
ス
ポ
ー
ツ
組
織
の
育
成
指
導
と
充
実
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cbd
　
よ
り
具
体
的
に
は
、

　
a

　
市
民
の
生
活
水
準
の
向
上
及
び
目
由
時
間
の
増
大
と
共
に
身
近
な
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
自
然
の
中
に
お
け
る
野
外
ス
ポ

ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ヘ
の
関
心
が
高
ま
る
中
で
、
現
在
、
市
の
ス
ポ
ー
ツ
人
口
は
七
～
八
万
人
と
い
わ
れ
、
市
人
口
の
二
〇
～
三

〇
％
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
に
、
「
市
民
体
力
づ
く
り
及
び
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
」
「
施
設
の
拡
充
管
理
、
情
報
サ
ー

ビ
ス
、
ス
ポ
ー
ッ
相
談
・
指
導
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」
、
「
団
体
な
ど
の
育
成
・
強
化
」
を
推
進
す
る
。

　
b
　
ス
ポ
ー
ツ
施
策
の
充
実

　
こ
こ
で
は
、
「
運
動
公
園
・
総
合
公
園
の
整
備
」
、
「
学
校
教
育
」
、
「
市
民
体
力
づ
く
り
の
推
進
」
（
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
充
実
、
巡
回
ス
ポ

ー
ツ
車
に
よ
る
指
導
、
課
外
（
放
課
後
）
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
体
力
テ
ス
ト
の
普
及
）
、
「
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
振

・
市
民
体
力
づ
く
り
の
推
進

巡
回
ス
ポ
ー
ツ
指
導
に
よ
る
市
民
体
力
づ
く
り
推
進

市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

・
小
学
校
校
庭
開
放
の
実
施

・
ス
ポ
ー
ツ
同
好
会
の
育
成
と
そ
の
組
織
化

各
種
ス
ポ
ー
ッ
団
体
の
育
成
指
導
と
充
実

・
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
育
成
と
指
導
助
言

・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
育
成
と
指
導
助
言

・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
団
体
の
育
成
と
指
導
助
言

　
　
　
　
　
　
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

市
民
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興
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興
」
（
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機
会
の
拡
大
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
指
導
者
の
養
成
と
確
保
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
競
技
体
系

の
確
立
）
、
「
体
育
団
体
の
育
成
」
（
体
育
関
係
団
体
の
組
織
強
化
）
等
が
あ
る
。

　
c
　
体
育
施
設
の
充
実

　
こ
こ
で
は
「
学
校
施
設
の
活
用
」
（
学
校
体
育
施
設
の
整
備
、
学
校
施
設
の
開
放
・
推
進
）
、
「
市
民
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
」
（
既
設
施

設
の
整
備
・
充
実
、
市
民
ス
ポ
ー
ッ
施
設
の
充
実
、
公
民
館
施
設
（
体
育
室
）
）
、
「
県
営
・
民
営
体
育
施
設
の
利
用
」
が
あ
げ
ら
れ
た
。

そ
れ
に
則
っ
て
、
七
八
年
原
山
市
民
プ
ー
ル
、
七
九
年
浦
和
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
（
浦
和
西
体
育
館
）
、
八
一
年
沼
影
屋
内
プ
ー
ル
、

そ
し
て
八
二
年
駒
場
運
動
公
園
（
サ
ッ
カ
i
場
を
兼
陸
上
競
技
場
）
が
整
備
さ
れ
た
。

　
③
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加
実
態

　
こ
の
時
期
の
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加
実
態
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

　
a
　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
利
用
状
況

　
先
の
図
2
－
4
に
見
る
よ
う
に
、
八
○
年
代
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
利
用
状
況
は
、
市
民
プ
ー
ル
で
い
え
ば
、
八
五
年
の
二
八
万
人
ま
で
伸

び
た
後
、
八
六
年
に
は
一
八
万
人
ま
で
約
一
〇
万
人
の
減
少
を
見
た
。
そ
し
て
、
九
〇
年
代
へ
向
け
て
再
び
若
干
の
上
昇
を
示
し
た
。
一

方
、
体
育
館
の
利
用
は
八
O
年
の
一
三
万
人
か
ら
九
〇
年
の
三
〇
万
人
へ
急
速
な
進
展
を
示
し
た
。
ま
た
八
0
年
代
後
半
か
ら
の
運
動
公

園
の
資
料
で
も
、
屋
外
運
動
施
設
の
急
激
な
上
昇
を
示
し
て
い
る
。

　
b
　
ス
ポ
ー
ッ
教
室
参
加
状
況

　
七
八
～
八
五
年
の
ス
ポ
ー
ッ
教
室
参
加
者
数
は
同
じ
く
図
2
－
5
の
よ
う
に
、
ほ
ぼ
頂
点
の
九
千
人
ま
で
上
昇
し
た
。
こ
の
間
は
次
項

で
見
る
よ
う
に
体
育
協
会
会
員
の
数
も
最
も
多
く
な
っ
た
時
期
で
あ
り
、
学
校
施
設
開
放
で
最
も
多
か
っ
た
時
期
で
も
あ
る
か
ら
、
市
民

の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
の
最
も
高
揚
し
た
時
期
で
あ
り
、
ま
た
行
政
が
そ
れ
に
対
応
し
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
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図2－6　浦和市スポーッ組織会員数
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c
　
ス
ポ
ー
ツ
組
織
の
会
員
数

　
そ
し
て
図
2
－
6
は
ス
ポ
ー
ツ
組
織
、
つ
ま
り
市
体
育
協
会
、
ス
ポ
ー
ッ
少

年
団
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
へ
の
登
録
人
数
の
推
移
で
あ
る
が
、
体
協
で

は
八
○
年
の
七
万
人
か
ら
八
五
年
の
八
・
五
万
人
へ
拡
大
し
た
。
同
じ
よ
う
に
、

ス
ポ
ー
ッ
少
年
団
も
四
千
人
か
ら
六
千
人
へ
拡
大
し
た
。
そ
し
て
レ
ク
協
は
一

千
人
か
ら
一
万
人
へ
と
大
き
く
飛
躍
し
た
。
こ
れ
ら
は
高
ま
る
住
民
の
ス
ポ
ー

ツ
要
求
と
同
時
に
、
そ
れ
に
対
応
し
た
教
室
、
行
事
の
開
催
、
そ
し
て
積
極
的

な
組
織
拡
大
の
結
果
で
あ
る
。

　
こ
の
八
○
年
代
前
半
も
一
定
の
ス
ポ
ー
ッ
施
設
の
建
設
が
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ

施
設
利
用
者
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
参
加
者
数
、
そ
し
て
学
校
施
設
開
放
利
用
者

な
ど
は
着
実
に
増
加
し
た
。
こ
う
し
て
市
民
の
ス
ポ
ー
ッ
参
加
は
上
昇
し
、
市

民
の
ス
ポ
ー
ッ
要
求
は
着
実
に
高
揚
し
た
。

　
（
4
）
　
『
第
三
次
浦
和
市
市
勢
振
興
計
画
ー
み
ど
り
と
文
化
ふ
る
さ
と
プ
ラ

　
　
　
ン
2
1
1
』
（
一
九
八
六
～
九
五
年
）
下
で
の
ス
ポ
ー
ツ
行
政

　
①
バ
ブ
ル
絶
頂
か
ら
崩
壊
へ
、
不
況
下
行
政
改
革
の
中
で

　
こ
の
時
期
は
、
戦
後
の
日
本
経
済
の
特
徴
的
な
転
換
点
を
内
包
し
た
。
つ
ま

り
八
O
年
代
中
頃
か
ら
の
バ
ブ
ル
経
済
の
成
立
と
九
一
年
の
バ
ブ
ル
崩
壊
と
そ
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の
後
の
深
刻
な
経
済
不
況
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
東
京
一
極
集
中
に
よ
っ
て
、
都
心
が
地
上
げ
に
会
い
、
都
心
を
追
わ
れ
た
人
た
ち
も
含
め

て
浦
和
市
の
人
口
は
増
大
し
た
。
そ
し
て
八
七
年
に
始
ま
る
第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画
と
結
合
し
た
「
総
合
保
養
地
域
整
備
法
」
（
リ

ゾ
ー
ト
法
、
一
九
八
七
年
）
の
成
立
を
典
型
と
し
て
、
全
国
の
リ
ゾ
ー
ト
化
が
推
進
さ
れ
た
。
し
か
し
九
｝
年
の
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
と
共

に
、
そ
れ
ら
の
リ
ゾ
ー
ト
地
の
大
半
が
大
型
の
借
金
を
抱
え
な
が
ら
、
挫
折
し
た
。

　
こ
の
バ
ブ
ル
経
済
に
同
行
し
て
、
八
九
年
の
保
健
体
育
審
議
会
答
申
「
二
一
世
紀
に
向
け
た
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
方
策
に
つ
い
て
」
が
出

さ
れ
、
民
間
へ
の
資
金
依
存
が
強
調
さ
れ
た
。
そ
し
て
九
〇
年
に
は
通
産
省
の
『
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ョ
ン
2
1
』
が
出
さ
れ
、
一
二
世
紀
に
は

ス
ポ
ー
ッ
産
業
を
一
六
兆
円
産
業
と
試
算
し
て
、
民
間
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
大
幅
な
建
設
を
目
論
ん
だ
。
し
か
し
国
の
福
祉
、
ス
ポ
ー
ツ

予
算
は
ま
す
ま
す
減
少
し
、
文
部
省
も
い
ろ
い
ろ
と
施
策
を
提
起
す
る
も
の
の
、
そ
の
裏
付
け
と
な
る
予
算
が
じ
り
貧
の
中
で
、
そ
の
施

策
は
ま
す
ま
す
影
響
力
を
失
い
つ
つ
あ
っ
た
。

　
バ
ブ
ル
の
崩
壊
し
た
直
後
の
九
三
年
に
J
リ
ー
グ
が
発
足
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
プ
ロ
野
球
の
企
業
主
義
と
異
な
り
、
地
域
主
義
を
貫
い

て
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
旗
手
と
し
て
登
場
し
た
。
二
年
ほ
ど
の
フ
ィ
ー
バ
ー
の
後
、
熱
狂
は
去
り
、
現
在
は
多
く
の
チ
ー
ム
が
経
営
の
危

機
に
瀕
し
て
い
る
。
こ
れ
は
サ
ッ
カ
ー
が
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
に
支
え
ら
れ
て
い
な
い
、
根
本
的
な
弱
点
を
内
包
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
浦
和
市
は
浦
和
レ
ッ
ズ
を
町
興
し
の
一
環
と
し
て
支
援
し
て
き
た
。

　
②
振
興
計
画
の
ス
ポ
ー
ツ
施
策

　
こ
の
段
階
で
、
市
の
有
す
る
ス
ポ
ー
ッ
施
設
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
荒
川
総
合
運
動
公
園
／
駒
場
運
動
公
園
／
浦
和
総
合
運
動
場
／
浦
和
市
民
体
育
館
／
西
体
育
館
（
浦
和
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
）
／

　
　
沼
影
市
民
プ
ー
ル
／
原
山
市
民
プ
ー
ル

　
こ
の
時
期
、
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
建
設
は
成
さ
れ
ず
、
専
ら
既
存
施
設
の
改
修
が
主
で
あ
っ
た
。
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③
市
民
ス
ポ
…
ッ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興

こ
の
時
期
の
ス
ポ
ー
ッ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興
は
次
の
施
策
で
行
わ
れ
た
。

　
④

　
そ
し
て
こ
の
時
期
の
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加
状
況
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
a
　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
利
用
状
況

　
八
O
年
代
中
頃
か
ら
九
〇
年
代
中
頃
へ
の
ス
ポ
ー
ッ
施
設
の
利
用
状
況
は
、
図
2
－
4
の
よ
う
に
体
育
館
で
は
二
二
万
人
か
ら
三
二
万

人
へ
大
き
く
飛
躍
し
た
。
そ
し
て
八
七
年
か
ら
統
計
と
し
て
採
用
さ
れ
た
運
動
公
園
も
当
初
の
一
七
万
人
か
ら
九
〇
年
の
三
三
万
人
ま
で

　
　
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
推
進

　
・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
普
及

　
・
指
導
者
の
養
成
・
確
保

　
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

　
・
競
技
力
の
向
上

　
・
団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
育
成

　
　
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
充
実

　
・
既
存
施
設
の
整
備
・
充
実
と
効
率
と
効
率
的
活
用

　
・
学
校
体
育
施
設
の
活
用

　
・
ス
ポ
ー
ッ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
拡
充
（
総
合
体
育
館
の
増
設
一
）

　
・
県
営
・
民
間
体
育
施
設
の
利
用

　
　
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加
状
況

ab
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上
昇
し
た
。
し
か
し
市
民
プ
ー
ル
は
八
五
年
の
二
八
万
人
を
ピ
ー
ク
に
そ
の
後
落
ち
込
み
、
八
八
年
に
は
一
七
万
人
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。

そ
し
て
次
第
に
漸
増
し
、
九
四
年
に
は
三
〇
万
人
に
ま
で
盛
り
返
し
た
。

　
b
　
ス
ポ
ー
ッ
教
室
参
加
状
況

　
ス
ポ
ー
ッ
教
室
の
参
加
状
況
は
図
2
－
5
の
よ
う
に
八
O
年
代
中
頃
か
ら
九
〇
年
代
中
頃
へ
大
き
く
減
少
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
。
八

O
年
代
前
半
に
頂
点
を
維
持
し
た
参
加
者
数
は
、
八
六
年
の
約
九
千
人
を
ピ
ー
ク
に
九
五
年
に
は
そ
の
ー
／
3
の
三
千
人
へ
と
減
少
し
た
。

こ
れ
は
一
つ
に
は
自
治
体
の
主
催
す
る
教
室
数
の
削
減
が
挙
げ
ら
れ
る
。
目
治
体
行
革
が
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
も
た
ら
し
て
い

る
が
、
も
う
一
つ
の
原
因
と
し
て
、
こ
の
間
の
市
民
ス
ポ
ー
ツ
要
求
の
多
様
化
に
対
す
る
ス
ポ
ー
ッ
産
業
の
伸
展
が
あ
る
。

　
c
　
ス
ポ
ー
ツ
組
織
の
会
員
数

　
前
二
者
と
も
関
わ
り
な
が
ら
、
八
O
年
代
中
頃
か
ら
九
〇
年
代
中
頃
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
組
織
の
会
員
数
は
図
2
－
6
の
よ
う
に
、
漸
減
し

た
。
市
体
育
協
会
は
八
五
年
に
は
ピ
ト
ク
の
八
・
六
万
人
か
ら
九
四
年
に
は
四
・
七
万
人
へ
ほ
ぼ
半
減
し
た
。
同
じ
く
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

は
八
六
年
の
八
千
人
か
ら
九
五
年
の
六
二
〇
〇
人
へ
漸
減
し
た
。
レ
ク
協
は
八
○
年
代
い
っ
ぱ
い
上
昇
し
、
八
九
年
に
は
一
・
四
万
人
に

到
達
し
た
が
、
そ
の
後
は
漸
減
し
、
九
四
年
に
は
一
万
人
弱
ま
で
に
な
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
市
民
の
ス
ポ
ー
ッ
要
求
と
ス
ポ
ー
ツ
行
政
の
対
応
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
右
肩
上
が
り
で
は
上
昇
せ

ず
、
停
滞
、
減
少
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
背
後
に
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
建
設
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
地
方
行
革
の
影
響
で
、
市
の
ス
ポ

ー
ッ
施
策
の
削
減
の
影
響
も
あ
っ
た
。

（
5
）
　
「
第
四
次
　
浦
和
市
総
合
計
画

①
　
自
治
体
行
革
の
中
で

ひ
と
　
ま
ち
　
み
ど
り
』
（
一
九
九
五
～
〇
五
）
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バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
大
不
況
時
代
に
突
入
し
、
国
民
の
生
活
の
諸
指
標
は
軒
並
み
ダ
ウ
ン
し
た
。
こ
の
時
期
九
三
年
の
保
守
革
命
で
敗
北

し
た
目
民
党
は
九
六
年
に
新
た
な
多
国
籍
企
業
擁
護
政
策
、
つ
ま
り
「
橋
本
六
大
改
革
」
を
完
成
さ
せ
て
、
再
度
政
権
を
奪
取
し
た
。
そ

の
後
も
、
保
守
連
合
政
権
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
な
が
ら
も
、
新
目
由
主
義
的
な
施
策
は
い
っ
そ
う
貫
徹
さ
れ
た
き
た
。
既
に
ア
メ
リ

カ
や
西
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
諸
国
で
は
新
目
由
主
義
の
修
正
が
始
ま
っ
て
い
る
段
階
で
、
日
本
で
は
そ
れ
が
暴
走
し
て
い
る
実
態
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
中
で
も
、
文
部
省
を
中
心
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
政
策
は
提
起
さ
れ
た
が
、
文
部
省
か
ら
の
補
助
金
は
ま
す
ま
す
減
少
し
、
専
ら

地
方
自
治
体
が
負
担
を
す
る
構
造
と
、
そ
の
自
治
体
に
お
い
て
も
減
量
経
営
化
に
よ
る
事
業
の
縮
小
、
民
営
化
に
よ
る
利
用
者
の
経
済
負

担
の
増
加
、
そ
し
て
不
況
に
よ
る
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
ヘ
の
支
出
も
低
下
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
ヘ
の
財
源
確
保
の
名
目
で
九
八
年
に
「
サ
ッ
カ
ー
く
じ
法
」
が
反
対
の
声
も
強
い
中
で
成
立
し
た
。

　
文
部
省
で
は
九
五
年
か
ら
「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
育
成
事
業
」
を
設
け
、
こ
れ
を
基
礎
に
、
O
O
年
九
月
の
保
健
体
育
審
議

会
答
申
、
そ
し
て
文
部
省
の
「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画
」
は
一
〇
年
ま
で
に
各
自
治
体
に
最
低
一
つ
、
総
合
型
ク
ラ
ブ
を
設
立
す
る
こ

と
を
目
玉
と
し
た
構
想
を
打
ち
出
し
た
。

　
②
総
合
計
画
の
ス
ポ
ー
ツ
施
策

　
さ
て
、
『
第
四
次
浦
和
市
総
合
計
画
　
ひ
と
　
ま
ち
　
み
ど
り
』
は
〇
五
年
ま
で
の
基
本
計
画
で
あ
る
が
、
施
策
は
次
の
六
つ
の
分

野
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
・
文
化
を
は
ぐ
く
み
人
と
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
を
つ
く
る

　
二
二
世
紀
を
支
え
る
人
材
を
つ
く
る

　
・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
を
つ
く
る

　
・
二
一
世
紀
を
開
く
都
市
環
境
を
つ
く
る
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・
活
力
あ
る
都
市
型
産
業
社
会
を
つ
く
る

　
・
快
適
で
安
全
な
生
活
環
境
を
つ
く
る

　
「
ス
ポ
ー
ツ
．
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興
」
は
「
文
化
を
は
ぐ
く
み
人
と
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
を
つ
く
る
」
の
中
に
位
置
す
る
。

〇
二
年
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
〇
一
年
、
〇
六
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ
ヤ
ン
グ
メ
ン
、
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
世
界
選
手
権
埼
玉
大
会
、
そ

し
て
〇
四
年
に
は
国
民
体
育
大
会
埼
玉
大
会
が
開
催
さ
れ
る
。
九
三
年
に
発
足
し
た
J
リ
ー
グ
の
浦
和
レ
ッ
ズ
ヘ
の
資
本
提
供
や
そ
の
他

の
便
宜
を
図
り
、
町
興
し
の
一
環
と
し
て
も
カ
を
入
れ
始
め
た
浦
和
市
は
、
サ
ッ
カ
ー
な
ど
本
市
の
特
色
と
な
る
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
を
、
町
興
し
の
一
環
と
し
て
振
興
し
て
行
く
必
要
を
強
調
し
た
。

　
③
『
浦
和
市
総
合
計
画
新
基
本
計
画
』
（
二
〇
〇
〇
年
）

　
こ
れ
は
『
第
四
次
　
浦
和
市
総
合
計
画
　
ひ
と
　
ま
ち
　
み
ど
り
』
の
〇
五
年
ま
で
の
後
期
実
施
計
画
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
全
体
計

画
を
次
の
よ
う
な
具
体
化
を
計
画
し
た
。

　
［
基
本
方
針
］

　
a
　
「
一
市
民
一
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
、
多
様
化
・
高
度
化
が
進
む
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
需
要
に

応
え
る
た
め
、
施
設
の
整
備
．
充
実
や
有
効
利
用
を
図
る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
環
境
の
充
実
を
図
り
、
市
民
の

参
加
を
促
進
す
る
。

　
b
　
二
〇
〇
二
年
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
大
会
の
開
催
地
と
し
て
の
環
境
を
生
か
し
な
が
ら
、
本
市
の
特
色
と
な
る
ス
ポ
ー
ツ
環

境
の
整
備
を
促
進
す
る
。

　
［
施
策
の
体
系
と
主
な
施
策
］

　
a
　
ス
ポ
ー
ツ
．
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
普
及
（
市
民
意
識
の
高
揚
、
市
民
二
i
ズ
の
把
握
及
び
情
報
提
供
、
サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち
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づ
く
り
の
推
進
）

　
・
一
市
民
一
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
・
サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
　
・
二
〇
〇
二
年
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
大
会
の
開
催
支
援

　
　
・
県
営
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
周
辺
の
整
備

　
　
・
浦
和
市
サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
へ
の
支
援

　
　
・
サ
ッ
カ
ー
を
活
用
し
た
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
施
策
の
展
開

　
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
〇
一
年
ヤ
ン
グ
メ
ン
／
〇
六
年
男
子
世
界
選
手
権
埼
玉
大
会
の
開
催
支
援

　
・
〇
四
年
第
五
九
回
国
民
体
育
大
会
の
開
催

　
・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
情
報
の
提
供

b
　
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
推
進
（
各
種
大
会
の
開
催
、
指
導
体
制
の
充
実
）

　
・
各
種
大
会
の
開
催

　
・
指
導
者
の
育
成

　
・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
育
成

　
・
市
民
ス
ポ
ー
ツ
競
技
会
の
充
実

　
・
プ
ロ
ス
ポ
ー
ッ
選
手
・
指
導
者
と
市
民
と
の
技
術
交
流
の
促
進

　
・
各
種
ス
ポ
ー
ッ
大
会
へ
の
派
遣
援
助

C
　
ス
ポ
ー
ッ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
環
境
の
充
実
（
既
存
及
び
新
規
施
設
の
整
備
・
拡
充
、
各
種
施
設
の
有
効
利
用
）
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・
（
仮
称
）
第
二
体
育
館
の
建
設

　
　
・
学
校
体
育
施
設
の
活
用
促
進

　
　
・
ス
ポ
ー
ッ
振
興
公
社
の
設
立
検
討

　
　
・
ス
ポ
ー
ツ
環
境
整
備

　
　
・
既
存
施
設
の
整
備
・
拡
充

　
　
・
施
設
利
用
時
間
の
見
直
し

　
こ
の
新
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
毎
年
の
ス
ポ
ー
ツ
施
策
が
実
施
さ
れ
る
。

　
④
住
民
の
ス
ポ
ー
ッ
要
求

　
先
の
『
浦
和
市
総
合
計
画
　
新
基
本
計
画
』
（
二
〇
〇
〇
年
）
作
成
の
基
礎
と
し
て
、
市
政
全
般
に
わ
た
る
住
民
の
意
識
調
査
の
結
果

が
『
市
民
意
識
調
査
報
告
書
　
浦
和
市
総
合
計
画
・
新
基
本
計
画
策
定
用
』
（
一
九
九
八
年
）
で
あ
る
。

　
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
に
つ
い
て
、
「
生
涯
学
習
」
項
目
の
一
環
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
「
あ
な
た
は
今
後
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
学
習

し
た
い
と
思
い
ま
す
か
」
と
い
う
問
い
に
、
い
く
つ
で
も
O
を
付
け
て
よ
い
も
の
だ
が
、
九
三
年
調
査
で
は
含
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

「
屋
外
ス
ポ
ー
ッ
」
（
三
二
・
八
％
）
「
屋
内
ス
ポ
ー
ツ
」
（
三
〇
・
四
％
）
は
、
「
パ
ソ
コ
ン
・
ワ
ー
プ
ロ
」
（
四
〇
・
八
％
）
、
「
語
学
」

（
三
〇
．
五
％
）
に
前
後
し
て
高
い
値
を
示
し
、
市
民
の
関
心
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
。
従
っ
て
こ
れ
ら
が
い
か
に
充
足
さ
れ
る
か
が
課

題
で
あ
る
。

　
⑤
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加
状
況

　
a
　
ス
ポ
ー
ッ
施
設
利
用
状
況

　
九
〇
年
代
中
頃
か
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
活
用
状
況
は
、
図
2
－
4
の
よ
う
に
全
体
と
し
て
こ
れ
ま
で
の
最
高
水
準
を
維
持
し
な
が
ら
も
、
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や
や
減
少
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
体
育
館
は
九
四
年
の
三
一
万
人
か
ら
九
八
年
の
二
八
万
人
へ
、
運
動
公
園
も
九
六
年
の
三
〇
万
人
か
ら
二

七
・
五
万
人
へ
、
そ
し
て
市
民
プ
ー
ル
も
九
四
年
の
三
〇
万
人
か
ら
九
八
年
の
二
二
万
人
へ
と
減
少
し
た
。
ま
た
九
〇
年
に
始
ま
っ
た
、

沼
影
市
民
プ
ー
ル
で
の
冬
季
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
は
二
・
五
千
人
前
後
だ
が
、
微
減
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
漸
減
傾
向
に
は
大
き
く
二
つ
の

原
因
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
九
〇
年
代
に
入
っ
て
の
経
済
不
況
に
よ
る
国
民
生
活
の
諸
困
難
の
反
映
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
施
設

自
体
の
満
杯
状
況
を
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
体
育
館
で
は
、
午
前
中
と
夜
の
使
用
は
ほ
ぼ
満
杯
で
あ
る
。
開
い
て
い
る
の
は
午
後
の
時
間

帯
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
今
後
学
校
の
体
育
や
部
活
動
で
の
使
用
な
ど
が
無
け
れ
ば
、
利
用
度
の
上
昇
は
期
待
で
き
な
い
。
と
同
時
に
、
週

末
は
相
変
わ
ら
ず
満
杯
状
況
で
あ
る
。
同
じ
く
運
動
公
園
も
土
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
満
杯
で
、
ナ
イ
タ
ー
の
あ
る
駒
場
運
動
公
園
の
サ

ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
満
杯
で
あ
る
。

　
図
2
－
4
に
見
る
よ
う
に
七
〇
年
代
か
ら
現
在
ま
で
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
利
用
状
況
を
一
一
6
年
の
ス
パ
ン
で
見
る
と
、
体
育
館
で
は
九
〇

年
ま
で
は
一
貫
し
て
上
昇
し
て
き
た
が
、
九
〇
年
代
に
入
っ
て
停
滞
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
同
じ
く
、
運
動
公
園
も
九
〇
年
代
の
停
滞
が

見
ら
れ
る
。
そ
し
て
市
民
プ
ー
ル
で
は
八
O
年
代
中
頃
ま
で
に
上
昇
は
止
ま
り
、
九
〇
年
代
は
停
滞
で
あ
る
。
こ
れ
は
バ
ブ
ル
経
済
の
崩

壊
後
の
不
況
と
消
費
税
の
導
入
と
税
率
ア
ッ
プ
に
よ
る
国
民
、
市
民
の
消
費
力
の
低
下
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
て
全
体
的
に
九
〇

年
代
の
停
滞
が
一
般
的
で
あ
る
。

　
b
　
ス
ポ
ー
ツ
教
室
参
加
状
況

　
九
〇
年
代
中
頃
以
降
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
参
加
状
況
は
図
2
－
5
に
見
る
よ
う
に
、
三
五
〇
〇
人
平
均
で
あ
る
。
こ
れ
は
バ
ブ
ル
以
降
の

行
政
側
の
教
室
提
供
の
大
幅
な
削
減
が
あ
る
。
八
O
年
代
前
半
の
ほ
ぼ
ー
／
3
と
い
う
実
態
で
あ
る
。

　
ス
ポ
ー
ッ
教
室
参
加
者
数
の
こ
の
三
〇
年
間
の
推
移
は
、
八
O
年
代
前
半
を
山
の
頂
点
と
し
て
、
七
〇
年
代
と
九
〇
年
代
が
低
い
。
七

〇
年
代
か
ら
八
O
年
代
へ
の
上
昇
は
ス
ポ
ー
ッ
教
室
開
催
の
増
加
を
反
映
し
て
い
る
が
、
逆
に
九
〇
年
代
の
低
下
は
八
O
年
代
前
半
の
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1
／
3
に
低
下
し
て
お
り
、
こ
れ
は
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
減
少
を
反
映
し
て
い
る
。
行
政
改
革
の
影
響
が
こ
こ
に
現
れ
て
い
る
。
市
民
の
ス

ポ
ー
ツ
参
加
の
き
っ
か
け
の
多
く
が
ス
ポ
ー
ツ
教
室
へ
の
参
加
で
あ
る
事
を
考
え
る
と
、
こ
の
教
室
数
と
そ
れ
へ
の
参
加
者
数
の
減
少
は

二
〇
〇
〇
年
代
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加
へ
大
き
く
影
響
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
c
　
ス
ポ
ー
ツ
組
織
の
会
員
数

　
九
〇
年
代
中
頃
以
降
の
ス
ポ
ー
ツ
組
織
の
会
員
数
は
、
全
体
に
ほ
ぼ
横
這
い
と
捉
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
図
2
－
6
で
見
る
よ
う
に
市

体
協
は
七
万
人
前
後
で
維
持
し
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
も
六
千
人
前
後
で
推
移
し
て
い
る
。
レ
ク
協
は
大
き
く
変
動
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

こ
れ
は
登
録
上
の
問
題
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
組
織
の
会
員
数
の
過
去
二
〇
年
間
の
推
移
は
、
全
体
と
し
て
一
貫
し
て
横
這
い
と
捉
え
て
良
い
。
七
〇
年
代
か
ら
八
O

年
代
い
っ
ぱ
い
に
掛
け
て
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
利
用
状
況
の
急
激
な
上
昇
、
そ
し
て
八
O
年
代
中
頃
ま
で
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
参
加
者
数
の
増

加
に
も
関
わ
ら
ず
、
会
員
数
は
余
り
増
え
な
か
っ
た
。
ま
た
、
九
〇
年
代
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
と
そ
の
参
加
者
数
の
減
少
の
中
で
も
、
会
員

数
は
施
設
利
用
状
況
と
同
様
に
ほ
ぼ
横
這
い
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
間
、
体
協
自
体
の
構
成
種
目
団
体
は
三
九
に
増
え
、
そ
れ
以
外
の

種
目
も
加
え
る
と
約
五
〇
団
体
に
な
り
、
団
体
の
種
類
と
し
て
は
増
え
て
い
る
。

　
こ
の
背
景
と
し
て
、
体
協
自
体
は
競
技
志
向
で
あ
る
た
め
に
、
市
民
一
般
の
レ
ク
志
向
と
対
応
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
市
民
に
も
既
存
の
組
織
を
嫌
う
傾
向
も
あ
り
、
こ
う
し
た
組
織
嫌
い
に
よ
る
組
織
へ
の
結
集
が
図
ら
れ
な
い
こ
と
、
そ
し
て
競
技
団

体
の
そ
れ
ぞ
れ
が
あ
ま
り
組
織
拡
大
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
こ
な
か
っ
た
こ
と
等
が
上
げ
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
三
〇
年
間
の
浦
和
市
の
人
口
増
加
と
そ
の
構
成
を
見
れ
ば
、
ス
ポ
ー
ッ
組
織
の
横
這
い
と
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
と
そ
の
参

加
者
数
の
低
下
は
解
決
す
べ
き
課
題
で
あ
り
、
ま
た
施
設
利
用
者
数
の
横
這
い
は
、
明
ら
か
に
施
設
数
の
限
界
を
示
し
て
い
る
。
（
注
一

『
市
政
概
要
』
浦
和
市
議
会
事
務
局
）
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6
、
浦
和
市
の
現
在
の
ス
ポ
ー
ツ
施
策

　
（
1
）
社
会
体
育
行
政
の
組
織

　
浦
和
市
の
社
会
体
育
（
ス
ポ
ー
ッ
）
行
政
は
、
教
育
委
員
会
の
体
育
課
が
主
と
な
っ
て
運
営
し
て
い
る
が
、
運
動
公
園
等
は
都
市
計
画

部
の
公
園
課
、
そ
し
て
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
は
政
策
企
画
室
の
所
管
事
項
で
あ
る
。

　
体
育
課
は
、
企
画
係
と
二
つ
の
体
育
館
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
体
育
協
会
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
参
加
の
団
体
を
通

じ
た
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
発
展
を
推
進
し
て
い
る
。
主
に
、
①
選
手
団
・
指
導
者
の
育
成
、
競
技
力
の
向
上
、
②
講
習
会
や
各
種
教
室
、
③

大
会
の
開
催
等
で
あ
る
。

　
運
動
公
園
や
そ
の
他
の
公
園
内
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
都
市
計
画
部
が
所
管
し
て
い
る
。
上
記
の
よ
う
に
一
6
0
0
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
関

連
予
算
一
一
億
九
二
〇
〇
万
円
の
内
、
公
園
関
連
予
算
が
約
八
億
円
と
、
そ
の
約
2
／
3
を
占
め
て
い
る
。
こ
こ
で
は
主
に
、
施
設
の
貸

出
と
そ
の
維
持
管
理
が
中
心
業
務
で
あ
る
。

　
九
五
年
度
よ
り
浦
和
市
は
、
「
ω
0
8
R
の
ま
ち
C
轟
類
E
を
市
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
採
用
し
、
町
興
し
の
一
環
に
組
み
入

れ
た
。
こ
れ
は
九
三
年
に
発
足
し
た
J
リ
ー
グ
の
浦
和
レ
ッ
ズ
ヘ
の
後
援
も
兼
ね
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
、
国
体
開
催
、
〇
二
年
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
対
策
も
含
め
て
、
九
五
年
に
政
策
企
画
部
に
「
ス
ポ
ー
ツ
企
画
室
」
を
設
け
た
。
（
表
2
－
2
参
照
）
そ
し
て
、
プ
ロ
・
ア
マ

を
広
く
包
含
し
、
全
市
民
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
見
る
ス
ポ
ー
ツ
、
す
る
ス
ポ
ー
ツ
等
、
多
く
の
視
点
か

ら
ス
ポ
ー
ツ
施
策
の
こ
れ
か
ら
の
あ
り
方
を
検
討
し
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
事
業
を
展
開
す
る
と
し
て
い
る
が
、
メ
ー
ン
は
サ
ッ
カ
ー
で

あ
り
、
浦
和
レ
ッ
ズ
ヘ
の
支
援
策
が
中
と
な
っ
て
い
る
。
①
浦
和
レ
ッ
ズ
ヘ
の
出
資
五
％
（
九
千
万
円
中
の
四
五
〇
万
円
、
O
O
年
に
は

八
O
O
万
円
）
、
②
後
方
支
援
一
レ
ッ
ズ
ス
ク
エ
ア
ー
（
ア
ウ
ェ
ー
試
合
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
映
）
、
③
レ
ッ
ズ
ヘ
の
施
設
提
供
（
浦
和
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　　　　　　　　表2－2　浦和市のスポーッ官連行政組織

’政策企画部一磁 1撚．．＿

　画部　 1理事務所

企画係（難麟興の企画魏）

指導係

市民体育館（スポーッ教室指導等）

　管理係

　指導係

浦和西体育館（体育センター運営等）

一体育課

「
」
翻
酬

■教育委員会一学校教

　　　一社会教

資料：『うらわの教育』平成1i年度版

市
の
サ
ッ
カ
ー
場
六
面
の
内
一
面
は
駒
場
で
、
二
面
は
大
原
で
あ
り
い
ず
れ
も

浦
和
レ
ッ
ズ
の
ほ
ぼ
専
用
と
な
っ
て
お
り
、
一
般
使
用
は
不
可
能
で
あ
る
。
ま

た
そ
れ
ら
の
施
設
の
維
持
費
の
大
半
は
市
の
負
担
で
あ
る
。
）

（
2
）
　
施
設
整
備
一
浦
和
市
の
ス
ポ
ー
ッ
施
設
の
概
況

①
施
設
内
容
と
所
管
部
局

a
　
教
育
委
員
会

　
・
市
民
体
育
館
（
第
一
、
二
体
育
室
、
柔
道
場
、
剣
道
場
、
卓
球
場
、
弓

　
　
道
場
、
屋
外
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
三
面
、
第
一
、
二
会
議
室
）
、

　
・
浦
和
西
体
育
館
（
浦
和
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
）
（
体
育
室
、
ト
レ
ー

　
　
ニ
ン
グ
室
、
卓
球
室
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
室
）

b
　
都
市
計
画
部
（
浦
和
市
公
園
管
理
事
務
所
）

　
・
総
合
運
動
場
（
野
球
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
一
〇
、
一
般
競
技
場
、
ト
レ

　
　
ー
ニ
ン
グ
場
）

　
・
駒
場
運
動
公
園
（
競
技
場
、
補
助
競
技
場
、
相
撲
場
）

　
・
荒
川
総
合
運
動
公
園
（
競
技
場
、
一
般
競
技
場
、
野
球
場
二
、
ソ
フ
ト

　
　
ボ
ー
ル
場
兼
少
年
野
球
場
四
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
一
六
）

　
・
沼
影
市
民
プ
ー
ル
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e　　　d　　　c②

・
原
山
市
民
プ
ー
ル

・
浦
和
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
（
沼
影
市
民
プ
ー
ル
内
）
一
二
月
一
日
～
二
月
末
日

・
大
間
木
公
園
（
サ
ッ
カ
ー
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
）

・
浦
和
北
公
園
（
テ
ニ
ス
ニ
）

・
さ
く
ら
草
公
園
（
軟
式
野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

・
見
沼
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
（
二
〇
m
温
水
プ
ー
ル
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ル
ー
ム
）

・
秋
が
瀬
公
園
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
六
、
野
球
場
－
芝
な
し
ー
四
、
野
球
場
－
芝
ー
七
、
サ
ッ
カ
i
場
二
、
ラ
グ
ビ
i
場
一
、

　
　
ス
コ
ー
ト
ニ
ニ
）

浦
和
市
体
育
協
会

・
大
原
競
技
場
（
サ
ッ
カ
ー
場
二
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
場
、
野
球
場
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
）

市
目
治
文
化
課

・
臨
時
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
軟
式
野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
四
、
軟
式
野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
サ
ッ
カ
⊥
二
）

埼
玉
県
立
施
設
（
浦
和
市
在
）

・
埼
玉
県
障
害
者
交
流
セ
ン
タ
i
（
体
育
館
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
、
屋
内
プ
ー
ル
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
三
、
ア
ー
チ
ェ
リ
i
場
、

　
ト
ボ
ー
ル
場
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
、
運
動
場
）

・
さ
い
た
ま
社
会
保
険
セ
ン
タ
ー
（
温
水
プ
ー
ル
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、
多
目
的
ホ
ー
ル
）

・
県
立
武
道
館

学
校
開
放

テ
ニ

ゲ
i
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　　　　　　　　　　図2－7　浦和市学校開放利用者数
oo

㈱

αρ

5・

50

　
4

400，000

350，000

300，000

250，DOC
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㎜
　
㈱

鵬
　
㎜

雷雷轡雷ヂヂヂぷ雷ヂ雷ヂ母峙ヂヂ縛ぷ結

　
浦
和
市
の
学
校
施
設
の
開
放
は
一
九
七
一
年
の
一
校
に
始
ま
り
、
七
六
、
七

年
に
は
そ
れ
ぞ
れ
一
気
に
一
七
と
一
〇
校
が
実
施
し
、
八
○
年
段
階
で
三
七
の

小
学
校
で
実
施
し
た
。
そ
の
後
八
二
年
度
は
三
九
校
、
八
三
年
度
四
〇
校
、
九

一
年
度
四
一
校
、
九
七
年
度
が
現
状
の
四
二
校
で
あ
る
。
そ
の
全
て
で
実
施
さ

れ
、
中
学
校
一
九
校
は
一
部
で
行
わ
れ
て
い
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
市
の
体
育

施
設
の
使
用
状
況
が
満
杯
の
状
態
で
あ
り
、
残
る
は
学
校
の
屋
外
の
夜
間
照
明

設
置
に
よ
る
活
用
で
あ
る
が
、
現
在
小
学
校
五
校
、
中
学
校
一
校
（
合
計
六

校
）
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
夜
間
照
明
の
場
合
、
近
隣
住
民
の
理
解

と
承
認
を
必
要
と
す
る
こ
と
か
ら
、
急
速
に
は
進
ん
で
い
な
い
。

　
さ
て
、
八
O
年
以
来
の
体
育
館
と
校
庭
の
利
用
目
的
と
延
利
用
者
数
は
図

2
1
7
の
よ
う
で
あ
る
。

　
校
庭
の
利
用
目
的
は
、
サ
ッ
カ
i
、
野
球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
運
動
会
、
ラ

ジ
オ
体
操
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
他
で
あ
り
、
利
用
団
体
と
し
て
は
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
、
P
T
A
、
ク
ラ
プ
、
子
ど
も
会
、
公
民
館
、
自
治
会
、
同
好
会
、
商
店
街

な
ど
で
あ
る
。

　
利
用
状
況
は
、
八
O
年
代
は
三
〇
万
人
台
か
ら
八
六
年
段
階
の
四
五
万
人
ま

で
伸
展
し
た
。
こ
れ
は
学
校
が
三
七
校
か
ら
四
〇
校
へ
三
校
増
え
た
か
ら
、
自

動
的
に
増
え
た
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
八
O
年
の
｝
校
あ
た
り
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の
平
均
は
体
育
館
五
五
七
四
人
、
校
庭
八
一
九
二
人
で
あ
り
、
八
五
年
の
そ
れ
は
六
六
九
六
人
と
二
、
六
四
六
人
で
あ
り
、
絶
対
数
と

同
時
に
、
平
均
数
も
増
え
て
い
る
。
し
か
し
九
〇
年
代
は
三
〇
万
人
で
ほ
ぼ
横
這
い
で
あ
る
。
そ
し
て
九
八
年
の
一
校
あ
た
り
の
平
均
数

で
は
体
育
館
五
二
四
人
、
校
庭
七
六
八
八
人
で
、
八
O
年
平
均
よ
り
も
低
下
し
て
い
る
。
し
か
し
最
近
夜
間
照
明
の
利
用
者
数
が
急
速

に
伸
び
て
き
て
い
る
。

　
体
育
館
の
利
用
目
的
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
体
操
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
剣
道
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
他

で
あ
り
、
利
用
団
体
は
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
P
T
A
、
子
ど
も
会
、
自
治
会
、
公
民
館
、
婦
人
会
、
ク
ラ
ブ
、
同
好
会
他
で
あ
る
。

　
そ
の
利
用
状
況
は
八
○
年
代
前
半
は
二
〇
万
人
か
ら
三
〇
万
人
へ
と
伸
展
し
た
が
、
そ
の
後
二
〇
万
人
弱
に
低
下
し
、
九
〇
年
代
は
二

〇
万
人
近
辺
で
推
移
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
学
校
施
設
利
用
者
数
か
ら
見
る
と
、
八
O
年
代
前
半
は
延
び
た
が
、
八
O
年
代
後
半
か
ら
減
少
し
、
九
〇
年
代
は
ほ
ぼ
横
這

い
状
態
が
続
い
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
は
、
市
の
社
会
体
育
（
ス
ポ
ー
ツ
）
施
設
の
設
置
状
況
と
利
用
者
数
と
の
関
連
で
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
既
述
の
よ
う
に
、
八
O
年
以
降
の
市
の
ス
ポ
ー
ッ
施
設
建
設
は
、
八
O
年
五
月
に
浦
和
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

（
浦
和
西
体
育
館
）
設
立
、
八
｝
年
の
沼
影
屋
内
プ
ー
ル
完
成
、
八
二
年
駒
場
運
動
公
園
の
陸
上
競
技
場
兼
サ
ッ
カ
ー
場
化
、
八
九
年
の

荒
川
総
合
運
動
公
園
等
で
あ
り
、
学
校
施
設
開
放
と
競
合
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か
も
そ
の
利
用
者
は
七
〇
年
代
か
ら
八
○
年
代

を
通
し
て
ほ
ぼ
一
貫
し
て
上
昇
し
て
い
た
。
従
っ
て
、
八
O
年
代
後
半
の
学
校
開
放
の
停
滞
は
何
が
原
因
で
あ
ろ
う
か
。
九
〇
年
代
に
は

市
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
利
用
者
、
そ
れ
に
ス
ポ
ー
ツ
組
織
会
員
数
も
停
滞
し
て
お
り
、
社
会
全
体
の
経
済
的
影
響
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
。
（
資
料
晶
市
政
概
要
』
市
議
会
事
務
局
）
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（
3
）
　
ス
ポ
ー
ツ
情
報



　
市
民
へ
の
社
会
体
育
の
情
報
は
主
に
、
毎
月
の
市
報
を
通
じ
て
届
け
ら
れ
る
。

し
て
い
る
◎
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
開
示
し
て
い
な
い
。

こ
の
他
に
、
体
育
館
が
独
自
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

スポーッの権利・公共性と新自由主義＝個人的消費主義との対抗（4）

　
（
4
）
　
浦
和
市
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
経
営
（
特
に
施
設
の
管
理
・
経
営
に
関
し
て
）

　
浦
和
市
の
体
育
施
設
の
管
理
・
運
営
に
つ
い
て
、
体
育
館
は
「
目
治
体
経
営
」
で
行
わ
れ
て
い
る
。

「
民
間
業
者
へ
の
委
託
」
で
あ
る
。

　
こ
の
他
の
「
第
三
セ
ク
タ
ー
」
「
住
民
委
託
」
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
プ
ー
ル
と
運
動
公
園
は

　
（
5
）
　
浦
和
市
の
民
間
ス
ポ
ー
ツ
企
業

　
浦
和
市
内
の
一
九
九
九
年
度
の
民
間
ス
ポ
ー
ツ
企
業
の
実
態
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
（
）
内
は
企
業
数
。

　
総
合
（
ス
イ
ミ
ン
グ
を
含
む
）
（
一
三
）
、
ゴ
ル
フ
（
一
三
）
、
乗
馬
（
一
）
、
ダ
ン
ス
（
二
）
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
（
二
）
、
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ

セ
ン
タ
i
（
二
）
、
サ
ー
キ
ッ
ト
（
一
）
、
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
（
一
）
、
卓
球
（
一
）
、
武
道
（
一
二
）
、
バ
レ
エ
（
八
）
、
テ
ニ
ス
（
一

〇
）
、
ス
イ
ミ
ン
グ
（
八
）
。

　
こ
れ
ら
の
多
く
は
浦
和
市
の
中
心
を
南
北
に
平
行
し
て
走
る
J
R
京
浜
東
北
線
と
J
R
埼
京
線
の
沿
線
に
多
い
と
考
え
ら
れ
、
浦
和
市

民
の
み
で
な
く
、
近
辺
の
市
町
村
か
ら
の
顧
客
を
も
対
象
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
民
営
化
さ
れ
て

い
る
種
目
は
、
そ
の
大
半
が
個
人
種
目
で
あ
り
、
顧
客
と
し
て
回
転
率
の
高
い
種
目
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

93



一橋大学研究年報　人文科学研究　41

　
7
、
浦
和
市
体
育
協
会

　
（
1
）
　
体
育
協
会
史

　
戦
後
、
一
九
四
六
年
に
は
浦
和
市
軟
式
庭
球
連
盟
が
発
足
し
、
四
七
年
に
は
浦
和
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
、
浦
和
市
水
泳
連
盟
、

浦
和
市
卓
球
連
盟
が
発
足
し
た
。
そ
れ
ら
と
並
行
し
て
、
こ
の
年
「
浦
和
市
体
育
協
会
」
が
創
立
さ
れ
た
。

　
翌
年
、
浦
和
市
野
球
連
盟
、
小
中
学
校
体
育
連
盟
も
設
立
さ
れ
た
。
疲
弊
し
た
戦
後
直
後
、
当
時
ス
ポ
ー
ツ
を
享
受
で
き
る
人
々
は
ま

だ
少
数
の
人
々
で
は
あ
っ
た
が
、
戦
後
へ
の
息
吹
を
感
じ
さ
せ
る
動
き
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
各
種
目
の
連
盟
が
発
足
し
、
体
協
に
加
盟

し
た
。
五
一
年
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
、
五
二
年
に
剣
道
連
盟
、
五
三
年
に
柔
道
連
盟
、
五
四
年
に
弓
道
連
盟
、
五
五
年
に
庭
球
協
会
、

ス
キ
i
連
盟
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
、
五
六
年
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
、
民
踊
連
盟
、
山
岳
連
盟
、
五
七
年
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
連
盟
、
五

八
年
に
ス
ケ
ー
ト
連
盟
…
…
と
続
く
。

　
四
九
年
に
は
、
第
四
回
国
体
に
於
い
て
、
高
校
サ
ッ
カ
ー
の
部
で
県
立
浦
和
高
校
が
見
事
優
勝
を
遂
げ
、
「
サ
ッ
カ
ー
の
浦
和
時
代
」

の
幕
開
け
と
な
っ
た
。

　
こ
の
問
、
五
四
年
に
は
総
合
運
動
場
が
失
対
事
業
と
し
て
建
設
さ
れ
、
同
じ
く
市
営
弓
道
場
も
建
設
さ
れ
、
少
し
ず
つ
条
件
整
備
も
進

み
つ
つ
あ
っ
た
。

　
六
〇
年
代
に
入
っ
て
も
多
く
の
種
目
連
盟
が
創
設
さ
れ
体
協
に
加
盟
し
た
。
六
六
年
に
は
浦
和
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
も
発
足
し
、
子
ど

も
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
普
及
体
制
が
敷
か
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
し
て
六
七
年
の
埼
玉
国
体
（
第
二
二
回
）
で
は
、
浦
和
市
は
サ
ッ
カ
ー
、
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
、
馬
術
、
野
球
の
会
場
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
に
間
に
合
わ
せ
る
た
め
に
「
駒
場
運
動
公
園
（
サ
ッ
カ
ー
専
用
）
」
が
建
設
さ
れ

た
。
こ
う
し
て
、
「
埼
玉
の
サ
ッ
カ
ー
の
発
祥
の
地
」
浦
和
市
の
実
質
が
さ
ら
に
固
め
ら
れ
た
。
こ
の
間
、
五
〇
年
代
、
六
〇
年
代
と
浦

和
市
立
の
高
校
と
、
浦
和
市
内
の
県
立
高
校
は
全
国
の
高
校
サ
ッ
カ
ー
競
技
に
於
い
て
、
ほ
ぼ
毎
年
の
よ
う
に
優
勝
し
、
「
浦
和
を
制
す
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る
も
の
は
全
国
を
制
す
る
」
と
言
わ
れ
た
。
だ
が
、
こ
れ
ら
は
基
本
的
に
学
校
教
育
で
の
成
果
で
あ
る
が
、
彼
等
の
卒
業
と
同
時
に
地
元

サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
ヘ
の
加
入
に
よ
り
、
社
会
人
サ
ッ
カ
ー
と
し
て
も
そ
の
競
技
力
を
上
昇
さ
せ
て
い
っ
た
。

　
七
〇
年
代
に
入
る
と
総
理
府
「
体
力
つ
く
り
優
良
都
市
」
受
賞
（
七
三
年
）
や
文
部
省
「
地
域
住
民
ス
ポ
ー
ッ
振
興
事
業
都
市
」
指
定

（
七
三
年
）
等
、
中
央
か
ら
の
注
目
と
同
時
に
、
目
治
体
の
ス
ポ
ー
ツ
行
政
も
活
発
化
し
た
。
最
も
こ
の
手
足
は
実
質
的
に
は
体
協
が
担

っ
て
お
り
、
そ
う
し
た
、
施
策
へ
の
協
力
を
通
し
て
体
協
自
身
の
拡
大
を
も
た
ら
し
た
。
同
時
に
そ
れ
は
ま
た
、
自
治
体
へ
の
依
存
と
い

う
、
組
織
と
し
て
の
独
立
し
た
一
人
歩
き
の
点
で
は
多
く
の
課
題
を
残
す
こ
と
に
な
る
。

　
七
〇
年
代
は
、
国
内
全
体
で
の
レ
ジ
ャ
i
政
策
の
推
進
、
ス
ポ
ー
ッ
権
思
想
の
発
展
を
反
映
し
て
目
治
体
で
も
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備

を
は
じ
め
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
ス
ポ
ー
ツ
組
織
の
育
成
な
ど
、
多
様
な
施
策
が
採
ら
れ
た
が
、
浦
和
市
に
於
い
て
も
七
四
年
の
市

民
体
育
館
の
完
成
、
七
九
年
の
原
山
市
民
プ
ー
ル
、
八
O
年
浦
和
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
i
、
八
一
年
沼
影
屋
内
プ
ー
ル
、
八
二
年
駒
場
運

動
公
園
の
サ
ッ
カ
ー
場
の
陸
上
競
技
場
と
の
併
用
化
等
、
施
設
整
備
は
大
き
く
伸
展
し
た
。

（
2
）
　
組
織
の
構
成

　
一
九
四
七
年
一
〇
月
に
発
足
し
、
七
二
年
に
は
社
団
法
人
化
し
た
。

ン
協
会
と
と
も
に
事
務
局
を
置
い
て
い
る
。

現
在
、
市
役
所
の
体
育
課
の
一
角
に
、
（
財
）
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

　
（
3
）
　
財
政

　
一
九
九
九
年
度
の
収
入
で
見
る
と
、
市
か
ら
の
補
助
金
七
三
六
九
万
円
で
八
六
％
を
占
め
る
。
次
い
で
「
大
き
な
」
収
入
源
は
会
費
の

六
三
五
万
円
の
七
％
で
あ
る
。
事
業
収
入
と
も
言
う
べ
き
大
原
競
技
場
の
使
用
料
及
び
手
数
料
（
浦
和
レ
ッ
ズ
か
ら
の
）
は
三
二
万
円
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で
○
・
四
％
で
し
か
な
い
。

　
一
方
支
出
は
、
体
協
の
資
産
で
あ
る
大
原
競
技
場
の
施
設
管
理
事
業
費
に
六
一
〇
八
万
円
で
七
一
％
を
占
め
、

円
、
一
九
％
が
諸
事
業
費
に
費
や
さ
れ
て
い
る
。

事
業
費
の
一
六
三
五
万

　
（
4
）
　
活
動
状
況

　
収
入
の
八
六
％
は
市
か
ら
の
補
助
金
で
あ
り
、
そ
れ
は
実
質
は
支
出
の
七
一
％
を
占
め
る
大
原
競
技
場
の
施
設
管
理
事
業
費
へ
の
補
助

と
一
九
％
を
占
め
る
事
業
費
に
支
出
さ
れ
る
が
、
そ
の
事
業
費
一
六
三
五
万
円
余
は
目
治
体
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
講
習
会
、
そ
し
て
市
民

体
育
大
会
の
共
催
、
協
力
、
独
自
開
催
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。
浦
和
市
体
協
と
し
て
の
事
業
は
以
下
の
よ
う
で
あ
り
、
市
の
社
会
体

育
業
務
の
「
代
行
」
的
組
織
で
あ
る
。

　
・
体
育
大
会
・
講
習
会
・
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
の
体
育
事
業
の
実
施
と
協
力

　
　
こ
こ
に
は
各
種
目
団
体
の
競
技
会
を
始
め
、
市
民
体
育
大
会
（
中
学
校
一
一
四
競
技
）
、
市
民
体
育
大
会
（
競
技
団
体
一
二
二
競
技
）

　
も
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
各
種
目
の
講
習
会
も
あ
る
。

　
・
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
養
成
と
資
質
の
向
上

　
・
ス
ポ
ー
ツ
・
体
育
団
体
の
育
成

　
・
競
技
力
向
上
及
び
選
手
派
遣

　
　
こ
こ
に
は
選
手
強
化
と
県
民
総
合
体
育
大
会
や
国
体
へ
の
派
遣
、
各
種
関
東
大
会
、
そ
し
て
国
際
大
会
へ
の
派
遣
な
ど
で
あ
る
。

　
・
市
民
体
力
づ
く
り
の
推
進

　
　
体
育
功
労
者
及
び
優
秀
選
手
表
彰
、
体
育
器
具
の
貸
し
出
し
等
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・
運
営

　
　
総
会
、
理
事
会
、
評
議
員
会
、
諸
会
議
の
開
催
、

　
・
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
連
絡
調
整

　
・
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
調
査
研
究

　
・
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
広
報
・
宣
伝

　
　
年
2
回
の
機
関
紙
の
発
刊

　
・
大
原
競
技
場
の
管
理

　
（
資
料
晶
浦
和
市
体
育
協
会
三
〇
周
年
記
念
誌
』
、

和
市
体
育
協
会
）

広
報
委
員
会
の
開
催
な
ど
。

『
浦
和
市
体
育
協
会
五
〇
周
年
記
念
誌
』
、
『
通
常
総
会
資
料
　
平
成
一
二
年
度
』
浦

　
（
5
）
浦
和
市
サ
ッ
カ
ー
協
会

　
浦
和
市
の
人
口
構
成
か
ら
見
た
よ
う
に
、
六
五
歳
以
上
の
老
人
人
口
は
他
の
自
治
体
と
比
較
す
る
と
そ
の
割
合
は
若
干
少
な
い
が
、
確

実
に
上
昇
し
て
い
る
。
ま
た
就
労
対
象
人
口
は
最
も
増
加
し
て
お
り
、
こ
の
世
代
が
浦
和
市
の
地
域
ス
ポ
ー
ツ
を
牽
引
し
て
い
る
。
本
項

で
は
、
浦
和
市
体
育
協
会
に
参
加
し
、
「
ω
0
8
震
の
ま
ち
d
『
帥
≦
E
を
代
表
す
る
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
活
動
状
況
を
見
て
み
よ
う
。

　
①
　
歴
史

　
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
に
埼
玉
で
初
め
て
サ
ッ
カ
ー
が
行
わ
れ
て
約
一
世
紀
、
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
に
当
時
の
埼
玉
師
範
は
全

国
中
等
学
校
蹴
球
選
手
権
で
全
国
制
覇
を
し
た
。
戦
後
の
一
九
四
九
年
以
降
、
五
〇
年
代
、
六
〇
年
代
の
二
〇
年
間
に
高
校
サ
ッ
カ
ー
は

高
校
総
体
、
国
体
、
高
校
選
手
権
の
い
ず
れ
か
に
お
い
て
浦
和
市
内
の
高
校
（
市
立
、
県
立
）
が
全
国
制
覇
を
遂
げ
る
と
い
う
輝
か
し
い
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記
録
を
う
ち
立
て
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
六
〇
年
代
以
降
浦
和
市
の
市
民
ク
ラ
ブ
も
社
会
人
大
会
や
国
体
で
全
国
制
覇
を
行
い
、

「
浦
和
を
制
す
る
も
の
は
全
国
を
制
す
」
と
言
わ
れ
た
。
（
『
S
O
C
C
E
R
の
ま
ち
U
R
A
W
A
』
浦
和
市
サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
協
議
会
、
平
成
一
二
年
三
月
）

　
六
七
年
の
埼
玉
国
体
は
浦
和
市
が
サ
ッ
カ
ー
会
場
と
な
り
、
駒
場
競
技
場
（
当
時
サ
ッ
カ
i
専
用
）
を
建
設
し
た
。
し
か
し
市
に
は
サ

ッ
カ
ー
協
会
も
な
く
、
そ
の
た
め
に
六
六
年
に
当
時
の
市
長
を
会
長
に
浦
和
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
が
誕
生
し
た
。

　
七
〇
年
に
は
浦
和
市
民
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
が
一
ニ
チ
ー
ム
で
誕
生
し
た
。
そ
れ
か
ら
O
O
年
ま
で
の
三
〇
年
間
に
浦
和
市
に
は
一
九
一

チ
ー
ム
が
誕
生
し
、
0
0
年
現
在
九
七
チ
ー
ム
が
プ
レ
ー
し
て
い
る
。
七
〇
年
代
に
誕
生
し
た
チ
ー
ム
は
八
八
チ
ー
ム
で
そ
の
内
現
在
ま

で
プ
レ
ー
し
て
い
る
の
は
二
五
チ
ー
ム
で
あ
る
。
そ
し
て
八
O
年
代
に
誕
生
し
た
チ
ー
ム
は
三
九
チ
ー
ム
で
現
在
ま
で
プ
レ
ー
し
て
い
る

の
は
一
六
チ
ー
ム
で
あ
る
。
九
〇
年
代
に
入
っ
て
誕
生
し
た
の
は
六
四
チ
ー
ム
、
そ
の
内
八
チ
ー
ム
を
除
く
五
六
チ
ー
ム
が
現
在
も
プ
レ

ー
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
J
リ
ー
グ
が
誕
生
し
た
九
三
年
以
降
の
誕
生
は
五
一
チ
ー
ム
で
あ
る
か
ら
、
か
な
り
の
J
リ
ー
グ
効
果
と
言
え

る
で
あ
ろ
う
。

　
②
活
動
実
態
と
チ
ー
ム
数

　
現
在
浦
和
市
に
は
六
面
の
サ
ッ
カ
ー
場
が
あ
る
が
、
そ
の
内
一
つ
は
駒
場
競
技
場
で
あ
り
、
大
原
競
技
場
の
二
面
も
含
め
て
浦
和
レ
ッ

ズ
の
専
用
と
な
っ
て
お
り
、
一
般
市
民
は
活
用
で
き
な
い
。
従
っ
て
、
残
る
三
面
は
浦
和
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
浦
和
市
民
サ
ッ
カ
ー
リ
ー

グ
で
ほ
ぼ
占
有
さ
れ
て
い
る
。
（
駒
場
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
荒
川
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
東
浦
和
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
そ
し
て
荒
川
陸
上
競
技
場
）

従
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
日
曜
日
と
休
日
は
一
日
五
試
合
が
行
わ
れ
る
た
め
、
実
質
的
な
練
習
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
で

も
上
位
チ
ー
ム
は
駒
場
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ナ
イ
タ
ー
施
設
を
活
用
し
て
い
る
。
そ
こ
は
お
よ
そ
三
〇
チ
ー
ム
が
活
用
し
て
い
る
。

　
市
民
リ
ー
グ
は
三
面
で
九
七
チ
ー
ム
の
リ
ー
グ
戦
を
組
ん
で
い
る
。
リ
ー
グ
は
四
部
制
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
数
は
一
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部
（
八
チ
ー
ム
）
、
二
部
（
八
チ
ー
ム
）
、
三
部
（
三
ニ
チ
ー
ム
）
、
四
部
（
三
ニ
チ
ー
ム
）
で
あ
り
、
そ
し
て
三
〇
歳
か
ら
四
〇
歳
ま
で

の
「
け
や
き
」
リ
ー
グ
が
一
〇
チ
ー
ム
、
そ
し
て
四
〇
歳
以
上
の
「
シ
ニ
ア
」
リ
ー
グ
が
七
チ
ー
ム
で
あ
る
。
（
総
数
九
七
チ
ー
ム
）

　
ま
た
、
こ
の
他
、
リ
ー
グ
に
は
入
っ
て
い
な
い
が
市
民
大
会
に
参
加
す
る
チ
ー
ム
も
あ
り
、
そ
う
し
た
チ
ー
ム
は
チ
ー
ム
と
し
て
定
着

す
る
の
を
待
っ
て
（
三
年
く
ら
い
プ
レ
ー
し
て
）
、
リ
ー
グ
ヘ
の
加
盟
を
認
め
て
い
る
。

　
そ
し
て
現
在
川
口
市
と
与
野
市
か
ら
一
チ
ー
ム
ず
つ
入
れ
て
五
チ
ー
ム
で
女
子
リ
ー
グ
も
行
っ
て
い
る
。
大
会
は
三
〇
分
ハ
ー
フ
で
あ

る
。　

（
資
料
一
埼
玉
県
サ
ッ
カ
i
協
会
『
輝
く
埼
玉
サ
ッ
カ
ー
七
五
年
の
歩
み
』
一
九
八
三
年
、
浦
和
市
サ
ッ
カ
i
協
会
『
一
九
九
九
年
度

表
彰
式
』
　
一
九
九
九
年
一
二
月
二
一
日
）

　
8
、
浦
和
市
の
ス
ポ
ー
ツ
行
政
の
今
後
の
課
題

　
（
1
）
　
施
設
建
設
の
課
題

　
表
2
、
3
は
一
九
七
二
年
の
保
健
体
育
審
議
会
答
申
の
施
設
設
置
基
準
に
照
ら
し
て
の
評
価
で
あ
る
。
こ
れ
は
週
一
回
ス
ポ
ー
ツ
に
参

加
す
る
人
口
を
二
〇
％
と
し
て
算
定
し
て
い
る
の
で
、
現
在
の
三
五
％
で
あ
れ
ば
施
設
数
は
そ
の
｝
・
五
倍
と
な
り
、
O
O
年
の
文
部
省

「
ス
ポ
ー
ッ
振
興
基
本
計
画
」
に
よ
る
一
〇
年
の
五
〇
％
目
標
と
す
れ
ば
、
二
・
五
倍
の
施
設
数
が
必
要
と
な
る
。

　
浦
和
市
の
人
口
を
五
〇
万
人
と
し
て
、
「
基
準
数
一
」
「
必
要
数
一
」
は
七
二
年
の
「
二
〇
％
」
水
準
に
照
ら
し
た
場
合
の
た
場
合
、

「
基
準
数
二
」
「
必
要
数
二
」
は
五
〇
％
参
加
を
想
定
し
た
場
合
の
数
値
で
あ
る
。
そ
し
て
現
在
数
は
O
O
年
段
階
で
の
も
の
で
あ
る
・

「
不
足
数
」
は
基
準
数
と
必
要
数
の
差
で
あ
り
、
学
校
施
設
を
含
む
現
在
数
は
、
主
に
小
学
校
の
学
校
開
放
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
運
動
広
場
は
野
球
場
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
、
サ
ッ
カ
ー
場
、
競
技
場
を
す
べ
て
含
め
た
。
野
球
場
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
は
］
三
面
、
サ
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表2－3　浦和市のスポーッ施設必要数と現在数

　　　　　　　　　　　　（人口50万人として計算）

屋外運動場 屋内運動場
プール

運動広場 コート 体育館 柔剣道場

現　在　数 46 54 5 4 5

基準数1 30 300 25 5 30

不足数1 一16 246 20 1 25

基準数2 75 750 63 13 75

不足数2 29 696 58 9

学校施設を
む現在数

88 47 47

＊（）内は現有施設数

＊それぞれの施設の規模の基攣は以下の通り，

　運動広場，1万㎡＝100m平方の広さ．野球場1面，サソカー場1面の広さ

　コート；2840㎡＝テニスコート1面分を500㎡とすると，約6面分

体育館：床面積720㎡＝バレーボールコート1面を360㎡とすると2面

　柔剣道場，床面積400㎡，

　プール1水面積400㎡＝20m平方の広さ

＊現在数には県立施設も含む

ッ
カ
ー
場
は
六
面
、
競
技
場
は
五
、
そ
の
他
三
で
あ
る
。
こ
の
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
o

で
見
る
と
、
野
球
場
と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
が
大
半
を
占
め
、
競
技
　
－

人
口
を
支
え
て
い
る
。
こ
れ
は
浦
和
市
が
河
川
敷
で
か
な
り
の
部

分
を
満
た
し
て
い
る
点
で
有
利
さ
が
あ
る
。
因
み
に
O
O
年
度
に

市
の
軟
式
野
球
連
盟
に
登
録
さ
れ
て
い
る
チ
ー
ム
数
は
九
〇
で
あ

り
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
一
一
〇
で
あ
る
。

　
し
か
し
先
述
し
た
が
、
「
の
0
8
R
の
ま
ち
¢
β
毛
帥
」
に
と
っ

て
市
民
の
活
用
で
き
る
サ
ッ
カ
ー
場
が
実
質
三
面
は
あ
ま
り
に
も

少
な
す
ぎ
る
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
開
放
の
利
用
も
可
能
で
あ
り
、
施
設
と
し
て
は
恵
ま
れ
て
い
る
。

　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
現
在
数
五
四
面
で
あ
り
、
余
り
に
も
少
な
す

ぎ
る
。

　
体
育
館
も
不
足
数
は
二
〇
ヵ
所
で
あ
り
、
施
設
の
貧
困
さ
が
目

立
つ
。
し
か
し
学
校
開
放
を
含
め
る
と
そ
の
数
は
か
な
り
増
え
る
。

日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
学
校
施
設
依
存
は
こ
こ
で
も
明
白
で
あ

る
。　

プ
ー
ル
の
必
要
数
は
三
〇
で
あ
る
が
、
現
在
数
は
五
（
温
水
は

三
）
、
学
校
の
プ
ー
ル
を
含
め
る
と
四
七
だ
が
、
そ
れ
ら
が
一
般



開
放
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
今
後
の
傾
向
と
し
て
、
プ
ー
ル
の
温
水
化
は
必
須
で
あ
る
。

　
柔
剣
道
場
は
県
立
施
設
も
含
め
て
四
つ
で
あ
る
が
、
剣
道
の
場
合
、
学
校
開
放
の
体
育
館
等
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。

スポーッの権利・公共性と新自由主義＝個人的消費主義との対抗（4）

　
（
2
）
　
施
設
の
地
理
的
位
置

　
浦
和
市
の
場
合
、
市
の
中
央
に
南
北
に
J
R
京
浜
東
北
線
と
J
R
埼
京
線
が
平
行
し
て
走
り
、
南
部
に
は
J
R
武
蔵
野
線
が
走
っ
て
い

る
。
浦
和
市
は
鉄
道
を
中
心
と
し
て
栄
え
た
街
で
も
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
ば
か
り
で
な
く
、
多
く
の
市
施
設
が
集
中
し
て
い
る
。
そ
し

て
西
部
に
は
荒
川
が
あ
り
、
そ
の
河
川
敷
に
施
設
の
多
く
が
集
中
し
て
い
る
。
そ
の
点
で
、
東
部
は
見
沼
田
圃
（
湿
地
帯
一
天
然
記
念

物
）
を
抱
え
て
、
こ
れ
ま
で
未
開
発
で
あ
っ
た
が
、
〇
一
年
に
は
県
立
サ
ッ
カ
ー
場
（
埼
玉
ス
タ
ジ
ア
ム
ニ
O
O
二
）
が
完
成
し
、
地
下

鉄
も
敷
設
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
今
後
こ
の
地
区
に
も
市
民
の
活
用
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
で
き
れ
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
地
理
的
配
分

は
幾
分
均
等
化
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

三
、
茨
城
県
鹿
嶋
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
策

　
鹿
嶋
市
の
描
き
方
は
、
「
見
る
ス
ポ
ー
ツ
」
（
サ
ッ
カ
i
J
リ
ー
グ
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
）
に
よ
る
町
興
し
（
特
に
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
高
揚
）
と
、
地
域
住
民
の
ス
ポ
ー
ッ
参
加
（
す
る
ス
ポ
ー
ツ
）
の
関
連
が
焦
点
と
な
る
。
（
一
九
九
九
年
か
ら
、
一
橋
大
学
社
会

学
部
高
津
ゼ
、
、
、
、
尾
崎
ゼ
、
・
・
が
行
っ
た
」
リ
ー
グ
調
査
－
大
分
ト
リ
ニ
ー
タ
、
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
1
を
基
礎
に
、
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
の

地
域
ス
ポ
ー
ッ
振
興
策
を
、
特
に
J
チ
ー
ム
発
足
の
前
後
に
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
を
究
明
し
、
地
域
ス
ポ
ー
ッ
政
策
の
課
題
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
）
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1
、
鹿
嶋
市
の
歴
史

　
鹿
島
は
茨
城
県
東
南
部
の
太
平
洋
（
鹿
島
灘
）
に
接
し
、
西
に
北
浦
、
霞
ヶ
浦
の
湖
に
接
す
る
南
北
に
長
い
町
で
あ
り
、
鹿
島
神
宮
、

剣
聖
・
塚
原
卜
伝
の
出
身
地
と
し
て
も
有
名
で
あ
る
。
産
業
と
し
て
は
長
い
間
半
農
半
漁
の
村
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
三
〇
年
代
の
鹿
島
開

発
が
大
き
な
転
機
と
な
り
、
鹿
島
、
神
栖
、
波
崎
の
三
町
に
一
五
〇
社
を
こ
え
る
企
業
が
進
出
し
た
。
鹿
島
は
住
友
金
属
を
中
心
に
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
建
設
（
一
九
六
一
～
一
九
七
四
年
）
が
推
進
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
二
度
に
わ
た
る
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
（
一
九
七
三
、
一
九
七
八
）
が
あ
り
、
八
四
年
に
は
茨
城
県
が
開
発
収
束
宣
言
を
出
し
、

鹿
島
三
町
は
立
ち
後
れ
気
味
の
都
市
基
盤
整
備
に
挑
み
な
が
ら
も
、
新
た
な
方
向
性
を
模
索
し
て
い
た
。

　
バ
ブ
ル
経
済
は
、
若
者
の
製
造
業
離
れ
、
鹿
島
離
れ
を
進
行
さ
せ
て
い
た
。
「
若
者
が
働
き
、
遊
び
、
定
着
す
る
、
賑
わ
い
の
あ
る
地
域

づ
く
り
」
は
企
業
に
も
町
に
も
共
に
問
わ
れ
て
い
た
課
題
で
あ
っ
た
。
住
友
金
属
も
二
〇
〇
〇
年
ビ
ジ
ョ
ン
で
地
域
貢
献
を
考
え
て
い
た
。

　
同
じ
頃
、
国
、
県
、
鹿
島
三
町
と
進
出
企
業
、
地
元
関
係
者
、
学
識
経
験
者
で
構
成
す
る
「
楽
し
い
街
づ
く
り
懇
談
会
」
を
発
足
さ
せ

た
。
波
崎
町
は
海
洋
を
利
用
し
た
町
と
し
て
、
神
栖
町
は
工
業
の
町
と
し
て
、
そ
し
て
鹿
島
町
は
歴
史
と
文
教
の
町
と
し
て
の
展
望
を
描

い
た
。
そ
こ
に
は
サ
ッ
カ
ー
を
積
極
的
に
活
か
し
た
街
づ
く
り
の
提
言
も
含
め
ら
れ
て
い
た
。
鹿
島
（
広
域
）
自
体
は
サ
ッ
カ
ー
の
盛
ん

な
街
で
あ
り
、
冬
に
は
、
北
国
の
学
生
が
温
暖
な
気
候
を
求
め
て
合
宿
に
来
て
い
た
。
住
友
金
属
は
日
本
リ
ー
グ
ニ
部
に
存
在
し
て
い
た
。

　
鹿
島
町
で
は
、
町
民
の
ス
ポ
ー
ッ
振
興
の
視
点
か
ら
、
卜
伝
の
郷
運
動
公
園
に
総
事
業
費
七
八
億
円
、
二
四
㎞
に
中
核
施
設
の
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
、
多
目
的
球
技
場
、
三
〇
〇
〇
人
収
容
の
サ
ッ
カ
ー
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
を
整
備
す
る
計
画
を
有
し
て
、
目
治
省
の
起

債
を
得
て
い
た
。
（
後
に
こ
の
サ
ッ
カ
ー
場
の
位
置
を
県
が
買
い
上
げ
、
そ
こ
に
県
立
ス
タ
ジ
ア
ム
を
建
設
し
た
。
）
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
計

画
の
背
景
に
は
関
連
す
る
体
協
種
目
団
体
を
は
じ
め
と
す
る
町
民
、
市
民
の
署
名
を
は
じ
め
と
す
る
運
動
が
あ
っ
た
。
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こ
う
し
た
中
で
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
は
プ
ロ
・
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
（
J
リ
ー
グ
）
の
設
立
を
一
九
九
〇
年
に
宣
言
し
た
が
、
住
友
金

属
は
当
時
日
本
リ
ー
グ
の
二
部
で
あ
り
、
プ
ロ
化
案
は
無
か
っ
た
。
し
か
し
熱
心
な
推
進
者
に
押
さ
れ
て
、
町
と
し
て
も
プ
ロ
化
は
町
活

性
化
に
有
効
と
判
断
し
た
。
九
〇
年
四
月
、
鹿
島
町
を
本
拠
地
と
す
る
住
友
金
属
サ
ッ
カ
ー
団
も
J
リ
ー
グ
参
加
を
表
明
し
た
。

　
だ
が
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
で
は
、
①
住
金
サ
ッ
カ
ー
団
が
日
本
リ
ー
グ
の
二
部
で
低
迷
し
て
い
る
こ
と
、
②
周
辺
町
村
の
人
口
を
合

わ
せ
て
も
観
客
動
員
上
に
難
が
あ
る
こ
と
、
③
競
技
場
が
な
い
こ
と
等
か
ら
、
い
い
解
答
を
示
さ
な
か
っ
た
。
当
時
の
川
淵
三
郎
代
表
も
、

悲
観
的
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
鹿
島
側
で
は
、
①
ジ
ー
コ
等
大
物
選
手
の
補
強
で
戦
力
ア
ッ
プ
を
図
る
（
ジ
ー
コ
は
イ
タ
リ
ア
の
セ
リ
エ
A
で
の
経
験
を
活
か

し
て
、
サ
ッ
カ
ー
で
の
町
興
し
の
意
志
を
強
く
持
っ
て
い
た
と
い
う
）
、
②
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
、
近
隣
市
町
村
、
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
企
業

群
が
波
状
的
に
要
請
書
を
サ
ッ
カ
ー
協
会
に
提
出
し
、
観
客
動
員
に
協
力
す
る
こ
と
（
近
隣
市
町
村
と
出
資
企
業
は
一
五
〇
社
を
越
え

た
）
、
③
県
知
事
が
日
本
初
の
屋
根
付
き
サ
ッ
カ
i
専
用
ス
タ
ジ
ア
ム
を
（
鹿
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
開
発
の
地
元
還
元
金
を
基
礎
に
）
建
設

す
る
こ
と
を
確
約
し
た
こ
と
で
、
一
つ
一
つ
障
害
を
ク
リ
ア
し
た
。
こ
う
し
て
一
九
九
一
年
二
月
一
四
日
に
加
盟
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
一

〇
月
株
式
会
社
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
F
C
が
設
立
さ
れ
た
。

　
九
三
年
の
J
リ
ー
グ
開
幕
、
第
一
ス
テ
ー
ジ
で
、
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
は
い
き
な
り
ま
さ
か
の
優
勝
に
輝
き
、
町
の
活
気
は
一
気
に
増

し
た
。
勝
利
す
る
こ
と
に
よ
り
全
国
の
目
は
鹿
島
に
集
中
し
、
鹿
島
の
名
は
「
全
国
区
」
と
な
っ
た
。
後
述
す
る
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の
活
動
も
含
め
て
、
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
J
リ
ー
グ
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の
活
躍
を
き
っ
か
け
に
、
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
な
っ
た
五
町
村
に
地
域
の
一
体
感
が
強
ま
り
、
や
が
て
鹿

島
開
発
の
対
象
と
な
っ
た
三
町
に
お
い
て
三
〇
年
来
の
課
題
で
あ
っ
た
広
域
合
併
議
論
が
再
燃
す
る
中
か
ら
、
鹿
島
町
と
大
野
村
が
先
行

合
併
す
る
格
好
で
、
九
五
年
に
鹿
嶋
市
が
誕
生
し
た
。
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そ
の
後
は
、
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の
活
躍
を
一
方
に
、
鹿
島
で
は
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
招
致
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
が
大
き
な
テ
ー
マ
と
な

っ
た
。
そ
の
後
の
経
過
は
概
ね
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
・
九
四
年
六
月
　
鹿
島
町
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
招
致
推
進
室
設
置

　
・
九
六
年
五
月
三
一
日
、
F
I
F
A
、
二
〇
〇
二
年
W
杯
は
日
韓
共
同
開
催
決
定

　
・
九
七
年
一
月
、
市
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
推
進
室
に
変
更

　
・
九
八
年
一
二
月
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
成
功
さ
せ
る
市
民
懇
談
会
発
足

　
・
九
八
年
一
〇
月
～
〇
一
年
五
月
、
ス
タ
ジ
ア
ム
改
修

　
・
二
〇
〇
〇
年
二
月
一
七
日
、
カ
シ
マ
ス
タ
ジ
ア
ム
で
三
試
合
開
催
決
定

　
・
二
〇
〇
一
年
一
月
一
日
、
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
三
冠
達
成

　
・
二
〇
〇
一
年
五
月
三
一
日
、
六
月
二
、
四
日
、
コ
ン
フ
ェ
デ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
カ
ッ
プ
開
催

　
二
一
〇
〇
一
年
九
月
五
日
、
市
役
所
内
に
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開
催
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
発
足

　
・
二
〇
〇
二
年
五
月
三
一
日
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開
幕

　
・
二
〇
〇
二
年
七
月
の
人
口
・
鹿
嶋
市
（
六
万
三
千
人
余
）

　
・
二
〇
〇
二
年
八
月
一
～
八
日
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・
サ
ッ
カ
ー
競
技
（
鹿
嶋
、
神
栖
、
波
崎
）

　
　
　
　
　
　
　
八
月
八
～
一
一
日
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・
柔
道
（
鹿
嶋
）

　
環
境
整
備
と
し
て
も
、
九
四
年
三
月
に
「
鹿
島
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
駅
」
が
開
通
し
た
。
ス
タ
ジ
ア
ム
ヘ
の
ア
ク
セ
ス
と
な
る
五
一

号
バ
イ
パ
ス
と
一
二
四
号
バ
イ
。
ハ
ス
が
二
〇
〇
二
年
四
月
末
に
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
間
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
開
通
し
た
。
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2
、
鹿
嶋
市
（
町
）
の
ス
ポ
ー
ツ
行
政

（
1
）
　
行
政
組
織
と
業
務

現
在
の
鹿
嶋
市
の
ス
ポ
ー
ツ
関
連
の
行
政
機
構
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・
企
画
部
・
企
画
課
一
プ
ロ
・
サ
ッ
カ
ー
（
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
）
と
の
調
整
を
行
う
。

・
教
育
委
員
会
事
務
局

　
・
教
育
総
務
課
ス
財
）
鹿
嶋
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団
の
指
導
援
助
等
を
行
う
。
こ
れ
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
文
化
領
域
も

　
　
　
含
め
て
い
る
が
、
ス
ポ
ー
ッ
に
関
連
し
て
は
「
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
活
動
を
支
援
し
て
い
る
。

　
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
一
カ
シ
マ
ス
ポ
ー
ッ
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
は
じ
め
と
す
る
鹿
嶋
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
諸
事
業
の
推
進
。
職
員

　
　
　
は
課
長
一
人
、
施
設
管
理
部
四
人
、
事
業
進
行
四
人
の
計
九
人
で
あ
る
。

・
（
財
）
鹿
嶋
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団
一
市
の
第
三
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
が
鹿
嶋
市
文
化
会
館
の
運
営
を
中
心
と
す
る
事
業
を
行

　
　
　
っ
て
い
る
が
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
と
し
て
は
「
鹿
嶋
市
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
i
」
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
（
2
）
　
鹿
島
体
育
協
会

　
鹿
島
に
は
広
域
の
鹿
島
郡
の
鹿
島
体
育
協
会
（
旧
鹿
島
町
、
大
野
村
、
神
栖
町
、
波
崎
町
）
と
鹿
嶋
市
体
育
協
会
と
が
あ
る
。
多
く
の

種
目
で
は
、
歴
史
的
に
単
独
の
町
村
で
は
体
育
協
会
と
し
て
活
動
し
得
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
こ
う
し
た
広
域
の
体
育
協
会
を
設
立
し
た
。

　
①
鹿
嶋
市
体
育
協
会

　
一
七
競
技
か
ら
成
り
立
ち
、
図
3
－
1
は
九
六
年
の
大
野
町
と
の
合
併
以
降
の
鹿
嶋
市
体
育
協
会
へ
の
登
録
人
数
の
推
移
で
あ
る
。
（
こ

こ
に
は
サ
ッ
カ
ー
協
会
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
）
九
六
年
の
三
八
三
七
人
を
頂
点
に
二
〇
〇
一
年
に
は
三
四
六
六
人
ま
で
減
少
し
た
。
鹿
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嶋
市
の
ス
ポ
ー
ツ
行
政
は
、
全
国
の
多
く
の
自
治
体
で
の
よ
う
に
市
の

ス
ポ
ー
ツ
教
室
へ
体
協
の
各
専
門
種
目
か
ら
指
導
者
を
派
遣
す
る
方
式

で
は
な
く
、
市
か
ら
体
協
へ
の
補
助
金
約
五
〇
〇
万
円
を
提
供
し
、
体

協
が
独
自
に
教
室
を
開
催
す
る
と
い
う
方
式
で
あ
り
、
体
協
と
し
て
の

自
主
性
と
独
立
性
が
維
持
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
だ
け
体
協
活
動
が
活
発

で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
（
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
故
に
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
の
設
立
を
巡
っ
て
は
体
協
と
行
政
の
ず
れ
が
生
じ
て
い

る
。
）
し
か
し
、
J
チ
ー
ム
発
足
後
、
し
か
も
町
村
合
併
後
も
こ
う
し

て
体
協
の
現
勢
は
低
下
し
て
い
る
実
態
で
あ
る
。

　
さ
て
、
以
下
、
こ
の
鹿
嶋
市
の
こ
の
間
の
ス
ポ
ー
ツ
行
政
と
ス
ポ
ー

ツ
実
態
を
、
地
域
を
代
表
す
る
サ
ッ
カ
ー
と
野
球
の
二
種
目
で
見
て
み

よ
う
。

　
鹿
嶋
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
は
剣
道
、
柔
道
、
少
林
寺
、
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
i
、
ラ
グ
ビ
ー
、
野
球
が
あ
る
。

　
②
　
鹿
嶋
市
サ
ッ
カ
i
協
会

　
鹿
島
サ
ッ
カ
ー
協
会
は
、
一
九
六
九
（
昭
和
四
四
）
年
に
鹿
嶋
市
で

は
な
く
、
県
東
部
の
広
域
圏
と
し
て
発
足
し
た
。
市
内
の
球
場
は
多
目

的
球
場
も
含
め
て
芝
生
四
面
、
土
二
面
が
あ
る
。
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隣
接
す
る
千
葉
県
の
い
く
つ
か
の
地
域
か
ら
も
参
加
し
て
き
た
。
J
リ
ー
グ
が
発
足
し
た
九
三
年
当
時
、
三
〇
チ
ー
ム
く
ら
い
（
鹿
島

地
区
）
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
は
地
元
と
企
業
の
交
流
の
場
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
が
活
用
さ
れ
た
。
サ
ッ
カ
ー
の
場
合
、
住
友
金
属
よ
り
も
、

神
栖
町
の
多
く
の
企
業
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
と
言
え
る
。
こ
う
し
て
鹿
島
サ
ッ
カ
ー
協
会
が
結
成
さ
れ
た
。
J
チ
ー
ム
結
成
時
に
サ
ッ

カ
ー
は
そ
れ
ほ
ど
普
及
し
て
い
た
と
は
言
え
な
い
。
ま
た
ジ
ー
コ
が
来
た
と
き
も
、
彼
を
知
っ
て
い
る
人
は
一
握
り
の
サ
ッ
カ
i
経
験
者

く
ら
い
で
あ
っ
た
。

　
会
費
は
企
業
チ
ー
ム
ニ
万
円
、
地
域
チ
ー
ム
一
万
円
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
一
律
一
万
円
で
あ
る
。
九
四
、
五
年
当
時
は
五
七
チ
ー
ム

に
ま
で
増
加
し
た
。
若
者
中
心
の
J
リ
ー
グ
効
果
で
あ
る
。
し
か
し
、
サ
ッ
カ
ー
は
や
り
た
い
が
ル
ー
ル
を
知
ら
な
い
人
も
多
く
入
っ
て

き
た
の
で
、
ル
ー
ル
を
教
え
る
こ
と
か
ら
始
め
た
。

　
二
〇
〇
二
年
度
は
三
五
チ
ー
ム
で
あ
る
が
、
二
〇
〇
三
年
度
は
四
四
チ
ー
ム
に
な
る
予
定
で
あ
る
。
企
業
内
に
は
K
2
リ
ー
グ
が
あ
り
、

三
〇
チ
ー
ム
く
ら
い
存
在
す
る
。
職
場
対
抗
で
あ
る
。

　
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
に
は
一
〇
〇
チ
ー
ム
く
ら
い
参
加
す
る
。
し
か
し
フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト
が
少
な
い
の
が
悩
み
で
あ
る
。

　
と
は
い
え
、
野
球
の
場
合
は
各
部
落
ご
と
に
チ
ー
ム
が
あ
る
が
、
サ
ッ
カ
ー
の
場
合
は
未
だ
そ
こ
ま
で
は
い
っ
て
い
な
い
。
野
球
．
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
の
合
計
と
比
較
す
る
と
、
鹿
嶋
市
内
で
は
九
九
年
度
で
見
る
と
野
球
（
四
六
チ
ー
ム
・
九
一
〇
人
）
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
三

七
チ
ー
ム
・
七
〇
〇
人
）
に
比
べ
て
サ
ッ
カ
i
（
一
八
チ
ー
ム
・
七
〇
〇
人
）
で
あ
り
、
野
球
系
に
比
べ
て
チ
ー
ム
数
で
は
四
．
六
一
一
、

人
数
で
は
二
二
一
二
一
の
割
合
で
あ
り
、
サ
ッ
カ
ー
の
町
鹿
嶋
市
で
さ
え
、
未
だ
野
球
系
が
圧
倒
的
に
優
位
で
あ
る
。
（
『
体
協
要
覧
』
鹿

嶋
市
体
育
協
会
、
一
九
九
九
年
一
二
月
一
日
よ
り
）
し
か
し
、
中
学
生
以
下
で
見
る
と
、
そ
の
数
値
は
明
ら
か
に
逆
転
し
て
い
る
と
い
う

の
が
地
元
の
人
々
の
感
想
で
あ
る
。

　
現
在
の
施
設
は
恵
ま
れ
て
い
る
方
で
、
土
よ
り
も
芝
生
の
方
が
多
い
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
（
二
〇
〇
二
）
は
鹿
嶋
市
で
あ
っ
た
が
、
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図3－2　鹿嶋市野球大会参加人数
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予
選
は
波
崎
町
で
も
行
わ
れ
た
。
波
崎
町
に
は
民
宿
の
サ
ッ
カ
ー
ピ
ッ

チ
（
芝
生
）
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
産
業
と
な
っ
て
い
る
。

　
（
鹿
島
サ
ッ
カ
i
協
会
『
三
〇
周
年
誌
』
、
及
び
役
員
へ
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
か
ら
）

　
③
鹿
嶋
市
軟
式
野
球
連
盟

　
一
九
六
九
年
の
住
友
金
属
の
転
入
を
契
機
と
し
て
、
会
社
チ
ー
ム
も

職
場
ご
と
に
存
在
し
て
、
七
〇
年
代
中
頃
に
は
約
一
〇
〇
チ
ー
ム
く
ら

い
存
在
し
た
。
大
会
も
運
動
旦
ハ
店
主
催
の
も
の
も
含
め
て
多
様
で
あ
っ

た
。
特
に
住
友
金
属
内
で
は
職
場
対
抗
が
盛
ん
で
あ
り
、
国
体
や
天
皇

杯
へ
の
参
加
の
予
選
も
企
業
内
で
行
わ
れ
て
い
た
く
ら
い
で
あ
る
。
一

方
、
ノ
ン
プ
ロ
の
硬
式
チ
ー
ム
も
存
在
し
、
そ
れ
ら
を
引
退
し
た
人
々

も
軟
式
に
合
流
し
た
か
ら
、
レ
ベ
ル
と
し
て
は
結
構
高
い
も
の
で
あ
っ

た
。　

住
友
金
属
と
し
て
も
社
員
の
地
域
と
の
融
和
を
促
進
す
る
た
め
に
、

積
極
的
な
地
域
参
加
を
推
奨
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
、
地
域
へ
参
加

す
る
チ
ー
ム
も
多
く
な
っ
た
。
そ
ん
な
折
り
、
軟
式
野
球
連
盟
は
八
0

年
に
結
成
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
鹿
嶋
市
の
軟
式
野
球
の
組
織
状
況
は
図

3
－
2
の
よ
う
で
あ
る
。
八
七
年
の
七
ニ
チ
ー
ム
を
頂
点
と
し
て
そ
の
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後
は
一
貫
し
て
減
少
傾
向
で
あ
り
、
九
三
年
の
」
リ
ー
グ
発
足
後
の
九
四
年
、
九
五
年
は
五
九
、
五
一
チ
ー
ム
ヘ
の
少
々
減
少
幅
を
大
き

く
し
た
。
こ
の
点
で
、
」
リ
ー
グ
の
マ
イ
ナ
ス
効
果
と
言
え
な
く
も
な
い
。
し
か
し
断
言
は
で
き
な
い
。
と
も
あ
れ
、
二
〇
〇
二
年
の
三

五
チ
ー
ム
ま
で
減
少
の
一
途
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
企
業
チ
ー
ム
よ
り
も
地
域
チ
ー
ム
で
の
減
少
が
顕
著
で
あ
る
。

　
こ
の
原
因
と
し
て
、
企
業
人
口
の
減
少
が
考
え
ら
れ
る
。
七
〇
年
代
当
初
は
三
万
人
程
度
の
町
の
人
口
に
毎
日
二
万
人
程
度
の
住
友
金

属
の
社
員
が
通
勤
し
て
く
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
あ
ら
ゆ
る
面
で
衝
撃
で
あ
っ
た
。
し
か
し
八
○
年
代
中
頃
か
ら
、
そ

し
て
九
〇
年
代
の
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
に
よ
る
関
連
企
業
の
リ
ス
ト
ラ
の
中
で
、
企
業
内
野
球
ク
ラ
ブ
の
休
部
・
廃
部
が
相
次
い
だ
。
因

み
に
現
在
で
は
住
友
企
業
関
連
の
人
口
は
約
一
万
人
程
度
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
人
口
の
減
少
が
あ
る
と
同
時
に
、
一
方
で
は
人
口

の
老
齢
化
、
少
子
化
、
そ
し
て
サ
ッ
カ
ー
化
が
考
え
ら
れ
る
。
確
か
に
、
老
齢
化
の
進
行
は
あ
る
が
、
そ
の
後
は
多
く
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に

参
加
し
て
お
り
、
広
義
の
野
球
文
化
に
参
加
し
て
い
る
。
因
み
に
二
〇
〇
二
年
度
の
体
協
登
録
人
数
で
み
る
と
軟
式
野
球
連
盟
の
九
一
〇

人
に
対
し
て
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
七
〇
〇
人
で
あ
る
か
ら
、
相
当
な
人
数
で
あ
る
。

　
施
設
と
し
て
は
現
在
四
球
場
を
有
し
て
い
る
。
か
つ
て
は
住
友
金
属
の
社
有
地
も
活
用
し
た
。
施
設
と
し
て
は
比
較
的
恵
ま
れ
て
い
る
。

　
軟
式
野
球
連
盟
の
運
営
は
春
秋
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
あ
る
。
初
戦
敗
退
の
チ
ー
ム
は
他
の
大
会
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
リ
ー
グ
戦
化
へ
の

意
向
は
そ
れ
ほ
ど
強
く
な
い
。
連
盟
発
足
の
当
初
は
チ
ー
ム
数
は
増
え
る
が
、
ル
ー
ル
を
知
ら
な
い
人
も
増
え
、
審
判
講
習
会
を
重
視
し

た
。　

以
上
、
全
体
と
し
て
み
る
と
、
J
リ
ー
グ
に
よ
る
効
果
は
軟
式
野
球
で
は
若
干
マ
イ
ナ
ス
面
が
推
測
さ
れ
る
が
、
は
っ
き
り
と
断
定
で

き
る
ほ
ど
で
は
な
い
。
九
〇
年
代
の
減
少
傾
向
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ヘ
の
移
行
を
考
慮
す
る
と
、
概
ね
現
状
維
持
を
保
っ
て
き
た
と
も
言
え

る
。
一
方
、
市
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
に
お
け
る
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
策
の
影
響
は
見
ら
れ
な
い
。

　
（
二
〇
〇
三
年
二
月
二
六
日
、
鹿
嶋
市
国
際
交
流
会
館
に
て
、
鹿
嶋
市
軟
式
野
球
連
盟
会
長
で
鹿
嶋
市
体
育
協
会
副
会
長
で
も
あ
る
詫
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図3－3　鹿嶋市スポーッ施設利用者数（年間）
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男
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
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に
よ
る
。
）

　
（
3
）
　
市
（
町
）
の
ス
ポ
ー
ツ
施
策

　
①
施
策
史
の
概
略

　
鹿
嶋
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
見
る
上
で
、
公
民
館
活
動
を
併
行
し
て
見
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
ス
ポ
ー
ッ
予
算
に
お
け
る
公
民
館
活
動
の
ス
ポ

ー
ツ
関
連
予
算
の
計
上
か
ら
も
窺
え
る
。

　
一
九
六
九
年
の
住
友
金
属
の
転
入
に
伴
い
、
そ
れ
ま
で
三
万
人
弱
の
鹿
島

町
に
毎
日
二
万
人
の
住
友
金
属
の
従
業
員
が
通
勤
し
、
そ
の
多
く
が
鹿
島
町

に
住
み
着
く
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
町
の
雰
囲
気
は
一
変
し
、
旧

住
民
と
新
住
民
の
「
対
立
」
も
顕
在
化
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
町
と
し
て
も
、

会
社
と
し
て
も
両
者
の
融
合
の
た
め
の
手
だ
て
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
点

で
、
公
民
館
活
動
が
重
視
さ
れ
、
公
民
館
は
小
学
校
区
に
一
館
が
建
設
さ
れ
、

活
発
な
活
動
が
推
進
さ
れ
た
。
社
会
体
育
も
そ
の
一
環
で
推
進
さ
れ
た
。

　
鹿
嶋
市
ス
ポ
ー
ッ
施
設
利
用
者
数
は
図
3
－
3
の
様
で
あ
る
。

　
「
カ
シ
マ
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
」
に
は
ア
リ
ー
ナ
（
バ
ス
ケ
三
面
）
、
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
室
、
柔
道
場
、
剣
道
場
、
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
、
弓
道
場
が
あ
る
。
屋

内
テ
ニ
ス
や
屋
内
相
撲
も
開
催
で
き
、
こ
れ
ま
で
も
デ
ビ
ス
カ
ッ
プ
杯
東
ア
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ジ
ア
予
選
や
大
相
撲
の
巡
業
興
行
も
催
さ
れ
た
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
は
九
六
年
の
九
万
人
余
か
ら
二
〇
〇
〇
年
に
は
約
一
五
万
人

ま
で
進
展
し
た
。
平
日
も
含
め
て
夜
間
の
利
用
は
ほ
ぼ
満
杯
の
状
況
で
あ
る
が
、
今
後
の
課
題
と
し
て
は
昼
間
の
空
白
を
、
主
婦
や
高
齢

者
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
で
埋
め
る
こ
と
で
あ
る
。

　
「
鹿
島
市
立
体
育
館
」
は
別
名
高
松
運
動
公
園
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
三
つ
の
体
育
室
、
柔
剣
室
、
野
球
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
陸
上

競
技
場
、
プ
ー
ル
を
含
ん
で
い
る
。
五
〇
m
プ
ー
ル
は
こ
れ
ま
で
屋
外
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
三
年
度
か
ら
半
分
を
屋
内
化
し
、
温
水
を

住
友
金
属
の
工
場
か
ら
引
き
、
半
分
を
屋
外
の
ま
ま
と
す
る
。
こ
の
「
鹿
島
市
立
体
育
館
」
の
利
用
状
況
も
九
六
年
以
来
五
万
人
弱
か
ら

六
万
人
強
へ
増
加
し
た
が
、
二
〇
〇
一
年
度
は
プ
ー
ル
建
設
な
ど
も
あ
り
、
若
干
減
少
し
た
。

　
「
卜
伝
の
郷
」
運
動
公
園
と
は
野
球
場
と
し
て
四
面
、
サ
ッ
カ
ー
だ
と
二
面
の
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
あ
る
。
現
在
は
そ
の
う
ち
二
面

を
常
時
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
使
用
し
て
い
る
。
四
万
人
平
均
で
推
移
し
て
お
り
、
安
定
し
て
い
る
。

　
「
そ
の
他
」
と
は
北
海
浜
、
は
ま
な
す
、
大
野
第
一
、
大
野
第
二
の
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
を
含
ん
で
い
る
。
こ
こ
も
二
〇
〇
〇
年
代
に
入

っ
て
一
一
万
人
を
超
え
て
い
る
。

　
学
校
開
放
施
設
の
利
用
者
は
九
〇
年
代
に
は
増
加
し
た
。
体
育
館
、
校
庭
、
庭
球
場
が
あ
る
が
、
体
育
館
は
平
日
の
夜
間
（
三
時
間
）
、

お
よ
び
第
二
、
四
土
日
の
校
庭
と
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
あ
る
。
一
二
の
小
学
校
と
五
つ
の
中
学
校
で
あ
る
。
全
一
七
校
の
体
育
館
、
校
庭
の

利
用
団
体
数
と
利
用
人
数
は
二
〇
〇
〇
年
度
は
一
四
〇
団
体
、
二
九
六
一
人
、
二
〇
〇
一
年
度
は
一
四
一
団
体
、
一
一
五
九
二
人
、
二
〇
〇

二
年
度
は
一
四
八
団
体
、
二
八
五
五
人
と
、
団
体
数
で
は
少
し
増
加
傾
向
に
あ
る
。
学
校
開
放
は
こ
の
三
〇
年
間
使
用
料
は
無
料
で
あ
っ

た
が
、
二
〇
〇
三
年
度
か
ら
は
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
と
の
関
わ
り
で
有
料
化
す
る
。

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
の
事
業
と
し
て
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

　
・
鹿
嶋
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
ジ
ュ
ニ
ア
、
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
、
ユ
ー
ス
）
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・
卜
伝
杯
剣
道
・
柔
道
大
会

　
・
鹿
嶋
市
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

　
・
鹿
嶋
市
ゴ
ル
フ
大
会

　
・
鹿
嶋
市
駅
伝

　
・
中
学
校
育
成
大
会
（
野
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
卓
球
、
柔
道
な
ど
）

　
・
公
民
館
事
業
（
中
央
公
民
館
他
地
区
館
一
〇
館
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
市
民
運
動
会
）

　
行
政
機
構
と
し
て
近
い
う
ち
に
、
生
涯
学
習
課
と
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
は
教
育
委
員
会
を
離
れ
て
首
長
部
局
へ
配
置
換
え
に
な
る
予
定
で

あ
る
。

　
さ
て
、
公
民
館
は
一
〇
館
あ
り
、
そ
の
う
ち
二
館
に
は
体
育
室
が
あ
る
。
そ
の
他
は
学
校
施
設
を
活
用
し
て
い
る
。
各
公
民
館
に
は
職

員
が
二
人
ず
つ
配
置
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
二
〇
〇
四
年
度
か
ら
は
後
述
す
る
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
の
創
設
と
も
関
わ
っ
て
、

引
き
上
げ
て
、
住
民
の
目
主
運
営
に
移
行
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
②
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ

　
一
九
九
九
年
度
か
ら
茨
城
県
内
初
の
ク
ラ
ブ
と
し
て
補
助
金
を
獲
得
し
て
、
市
か
ら
の
補
助
金
も
活
用
し
な
が
ら
三
年
間
に
渡
り
推
進

し
て
き
た
。
二
〇
一
〇
年
時
の
完
成
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
一
〇
の
公
民
館
を
基
盤
と
し
て
、
地
域
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
を
統
合
し
、
上
部
に

は
「
か
し
ま
広
域
ス
ポ
ー
ッ
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
て
、
多
様
な
側
面
か
ら
支
援
を
す
る
。
そ
の
た
め
に
「
か
し
ま
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
」

を
二
〇
〇
一
年
五
月
に
立
ち
上
げ
て
、
そ
の
セ
ン
タ
ー
を
運
営
す
る
。
そ
の
た
め
以
下
の
よ
う
な
展
開
を
予
定
し
て
い
る
。

　
第
一
期
一
創
世
記
、
二
〇
〇
三
～
四
年
。
目
標
「
会
員
拡
大
と
組
織
の
充
実
」

　
第
二
期
一
成
長
期
、
二
〇
〇
五
～
六
年
。
目
標
「
エ
リ
ア
サ
ー
ビ
ス
の
地
区
拡
大
」
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第
三
期
一
興
隆
期
、
二
〇
〇
七
～
八
年
。
目
標
「
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
建
設
及
び
体
育
施
設
の
整
備
拡
大
」

　
第
四
期
一
安
定
期
、
二
〇
〇
九
～
一
〇
年
。
目
標
「
鹿
行
地
区
広
域
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
確
立
」

　
「
か
し
ま
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
」
は
二
〇
〇
三
年
に
は
N
P
O
法
人
格
を
取
得
す
る
予
定
で
あ
り
、
今
後
市
か
ら
の
受
託
事
業
（
施
設
管

理
委
託
・
学
校
開
放
事
業
委
託
等
）
を
推
進
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
会
員
は
大
人
一
人
入
会
金
五
〇
〇
円
、
月
会
費
一
〇
〇
〇
円
（
子
ど
も
、
シ
ニ
ア
各
五
〇
〇
円
）
で
あ
る
。
フ
ァ
ミ
リ
i
会
員
は
一
五

〇
〇
円
。
二
〇
〇
二
年
度
は
フ
ァ
ミ
リ
i
会
員
は
八
二
名
、
一
般
会
員
は
大
人
二
八
二
人
、
子
ど
も
一
三
二
人
、
シ
ニ
ア
六
二
人
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
こ
で
重
大
な
問
題
も
生
じ
て
い
る
。
既
述
の
よ
う
に
、
鹿
嶋
市
で
は
従
来
体
育
協
会
の
各
種
目
が
独
立
し
て
ス
ポ
ー
ツ
教

室
を
開
催
し
、
市
民
の
参
加
を
促
し
て
き
た
が
、
こ
こ
に
来
て
こ
の
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
構
想
が
立
ち
上
が
り
、
実
質
的
に
は

体
育
協
会
と
の
競
合
関
係
が
起
き
て
い
る
。
今
後
如
何
に
し
て
両
者
の
調
整
が
行
わ
れ
る
か
が
大
き
な
課
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
と
同
時

に
、
そ
の
あ
り
方
が
鹿
嶋
市
の
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
あ
り
方
を
決
定
す
る
と
も
言
え
よ
う
。

　
③
　
鹿
嶋
市
の
先
一
〇
年
の
基
本
計
画

　
二
〇
〇
二
年
以
降
の
「
新
鹿
嶋
市
総
合
計
画
」
で
は
、
「
ス
ポ
ー
ツ
先
進
の
ま
ち
」
構
想
が
市
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
的
存
在
で
あ
り
、
中
心

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
計
画
の
下
に
、
ス
ポ
ー
ツ
は
鹿
嶋
市
で
は
基
本
計
画
の
中
心
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加
と
同
時
に
、

町
興
し
の
中
心
と
し
て
も
ス
ポ
ー
ツ
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
問
題
は
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
予
算
措
置
が
ど
の
よ
う
に
執
ら
れ
て
い
る

か
で
あ
る
。
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市計画マスタープラン（2002～2011）

　　　　　　　　　　　　　　　ふれあい
「新鹿嶋市総合計画［夢フィールド　交流のまち　かしま］2002～2011」

　まちづくりの目標

　1．スポーッ先進のまち

　2．世界に羽ばたく人づくりを進めるまち

　3．健康で安心，快適に暮らせる福祉のまち

　4．みんなが誇れる美しいまち

　5．交流がっくる魅力と活力のある新しい産業のまち

　6．行政のスリム化と市民がっくるまち

基本構想に基づく，2002年度「鹿嶋市教育基本計画」の策定

　「スポーッ先進のまちとは？」

　一いろいろなスポーツを楽しめるまちづくり一

　　（1）総合型地域スポーックラブの育成支援

　　　。市民・地域・企業と一体となった推進体制の整備

　　　・多様なスポーツの普及

　　　・運営推進委員会の育成支援

　　　・スポーックラブヘの加入促進

　　（2）スポーッ施設の整備

　　　。多様なスポーッニーズに対応した施設の整備

　　　・夜間でも利用できるスポーツ環境の整備

　　　。民間スポーッ施設との連携

　　　・憩いや休息などの施設の充実

　　　・プールの整備検討

　　（3）自然の中でのスポーッの場の整備

　　　・ハイ・アメニティー・ビーチの整備

　　　。都賀森林公園の整備

　　　・長者ヶ浜海岸CCZ事業の推進

　　　・北浦湖畔沿いのスポーッ環境の整備検討

　　　・自然と調和したスポーッ関連施設の整備検討

　　（4）スポーッを楽しむ環境作りの推進

　　　・スポーッ大会やイベントの開催

　　　・スポーッボランティアなどの育成支援

　　　・スポーッ林間学校や合宿などの受け入れ体制の充実

　　　・スポーッ指導者の育成派遣

　　　・スポーッ教室や講習会の充実

　　　・鹿嶋市分化スポーッ振興事業団への支援

　　（5）スポーッによる健康づくりの促進

　　　・健康増進運動の推進
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　　・健康体力相談体制の充実

　　。高齢者や障害のある方などの参加機会の充実

　　・スポーッセンターの効率的運営

　　・生涯スポーッの推進

一スポーッを核とした交流のまちづくり一

　（1）スポーッを核とした交流のまちづくりの推進

　　。スポーッを核とした交流のまちづくり計画の策定

　　・広域スポーッセンターの誘致

　　・身近なスポーッ施設の適正な配置の推進

　　・地域の活力を育むスポーツ関連産業の誘致振興と新たな就業の場の確保創出

　（2）スポーッ先進のまち「かしま」のイメージづくりの推進

　　・ワールドカップ開催を契機とした世界との交流の推進

　　・経験を活かした世界規模の大会やイベントの誘致

　　・指導者の育成と派遣

　　・サッカースタジアムの利活用

　　・姉妹都市の締結

　　・スポーッ情報の収集と発信

　　。スポーッ指導者および審判員の育成と支援

　　・スポーッを意識した街並みづくりの推進

　　・鹿島アントラーズとの連携強化

　　・鹿島神宮との連携強化

　　・緑のグラウンドの整備検討

　　・武道とサッカーを中心としたPR活動の推進

　　・スポーッ医療機関の誘致検討

　（3）インターハイの開催

　
（
4
）
市
の
予
算

　
①
鹿
嶋
市
の
歳
出

　
鹿
島
町
の
一
般
財
政
は
九
〇
年
代
に
入
っ

て
増
加
し
た
。
九
五
年
九
月
に
は
大
野
村
と

の
合
併
を
行
い
、
九
六
年
に
は
約
二
三
〇
億

円
に
な
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
漸
減
し
て
い

る
。　

項
目
別
に
見
る
と
、
九
一
年
か
ら
九
五
年

ま
で
は
教
育
費
が
二
六
％
か
ら
三
二
％
（
五

三
億
円
余
）
を
占
め
た
。
こ
れ
は
公
民
館
や

学
校
の
改
修
費
用
、
卜
伝
の
郷
運
動
公
園
整

備
、
ス
ポ
ー
ッ
セ
ン
タ
ー
建
設
な
ど
、
基
盤

整
備
が
大
き
く
進
ん
だ
点
に
あ
る
。
こ
れ
は

鹿
島
町
を
ス
ポ
ー
ツ
を
重
点
に
し
た
開
発
と

し
て
位
置
づ
け
始
め
て
い
た
こ
と
の
具
体
的

な
内
容
（
イ
ン
フ
ラ
面
で
の
）
で
あ
る
。
そ

の
後
、
教
育
費
は
二
〇
％
水
準
に
減
少
し
た
。
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
H

九
六
、
七
年
に
は
土
木
費
が
急
増
し
た
が
、
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こ
れ
は
鹿
島
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
ヘ
の
バ
イ
パ
ス
工
事
費
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
約
二
〇
億
円
支
出
さ
れ
て
い
る
。

　
九
六
年
度
の
教
育
費
の
減
少
に
伴
い
上
昇
し
た
の
が
土
木
費
と
民
生
費
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
目
治
体
で
も
人
口
璽
。
同
齢
化
に
伴
い
民
生

費
の
上
昇
が
見
ら
れ
る
が
、
鹿
嶋
市
も
例
外
で
は
な
い
。
そ
し
て
こ
の
点
は
今
後
も
一
層
の
上
昇
が
予
想
さ
れ
る
。

　
そ
の
他
、
衛
生
費
、
総
務
費
は
比
率
に
お
い
て
も
絶
対
額
に
お
い
て
も
上
昇
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
強
調
す
べ
き
は
、
公
債
費
の
一
貫

し
た
上
昇
で
あ
り
、
九
一
年
度
の
六
・
六
％
（
八
・
四
億
円
）
か
ら
二
〇
〇
二
年
度
の
一
三
・
七
％
（
二
五
億
円
）
と
割
合
で
二
倍
化
、

実
質
額
で
三
倍
化
し
て
い
る
。
九
五
年
度
に
は
カ
シ
マ
ス
ポ
ー
ッ
セ
ン
タ
ー
の
建
設
や
市
役
所
の
増
築
な
ど
に
約
五
三
億
二
千
万
円
の
市

債
を
発
行
し
て
借
金
し
、
そ
の
後
の
公
債
費
も
年
間
二
〇
億
円
を
超
え
て
い
る
。
現
状
の
地
方
財
政
の
全
国
的
な
傾
向
と
同
様
に
、
地
方

税
収
の
落
ち
込
み
に
よ
る
、
そ
の
減
収
補
填
の
た
め
の
借
入
金
の
急
増
ぶ
り
を
、
こ
の
鹿
嶋
市
も
示
し
て
い
る
。

　
②
鹿
嶋
市
の
ス
ポ
ー
ッ
予
算

　
a
　
施
設
費

　
先
ず
、
鹿
嶋
市
の
主
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
建
設
、
改
修
の
経
費
を
以
下
に
示
す
。
（
『
広
報
か
し
ま
』
よ
り
）
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
九
〇
年
代

に
入
っ
て
、
J
リ
ー
グ
参
加
の
決
定
と
そ
の
後
の
運
営
と
並
行
し
て
、
市
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
建
設
．
改
修
も
か
な
り
活
発
に
行
わ
れ
て
き

た
・
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
自
体
は
県
立
で
あ
り
、
鹿
嶋
市
独
自
の
支
出
で
は
な
い
が
、
周
辺
環
境
整
備
費
へ
の
支
出
も
含
め
て
、
膨
大

な
資
金
が
投
入
さ
れ
て
い
る
。
特
に
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
は
「
卜
伝
の
郷
運
動
公
園
」
の
サ
ッ
カ
i
場
予
定
地
を
県
が
買
い
上
げ
て
ス

タ
ジ
ア
ム
を
建
設
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
「
卜
伝
の
郷
運
動
公
園
」
は
そ
の
他
、
武
道
場
を
含
む
ス
ポ
ー
ッ
セ
ン
タ
ー
（
約
四
〇
億
円
）

と
多
目
的
球
場
を
備
え
た
一
大
ス
ポ
ー
ッ
公
園
で
あ
り
、
二
〇
〇
二
年
か
ら
先
一
〇
年
の
「
新
鹿
嶋
市
総
合
計
画
1
夢
フ
ィ
ー
ル
ド
　
交

流
（
ふ
れ
あ
い
）
の
ま
ち
　
か
し
ま
ー
」
の
「
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
」
六
項
目
の
第
一
項
目
が
「
ス
ポ
ー
ツ
先
進
の
ま
ち
」
で
あ
り
、
ス

ポ
ー
ツ
に
よ
る
町
興
し
、
つ
ま
り
国
際
大
会
、
全
国
大
会
の
招
致
を
行
っ
て
地
域
の
経
済
的
、
文
化
的
活
性
化
を
目
指
す
と
同
時
に
、
市

116



スポーッの権利・公共性と新自由主義＝個人的消費主義との対抗（4）

民
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
町
・
鹿
嶋
が
政
策
の
ト
ッ
プ
に
提
起
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。

　
こ
れ
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
を
模
索
し
て
い
た
鹿
嶋
市
（
鹿
島
町
）
が
、
市
（
町
そ
し
て
県
）
を
挙
げ
て
J
リ

ー
グ
に
参
加
し
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
経
験
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
地
域
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
町
づ
く
り
の
基
本
に
位
置
づ
け
る

よ
う
に
な
っ
た
自
治
体
の
一
つ
の
典
型
で
あ
る
。

　
・
一
九
九
一
年
一
高
松
緑
地
町
立
体
育
館
の
改
修
（
四
七
〇
〇
万
円
）

　
　
　
　
　
　
　
一
卜
伝
の
郷
運
動
公
園
の
整
備
（
六
億
九
二
一
七
万
円
）

　
・
一
九
九
二
年
一
卜
伝
の
郷
運
動
公
園
の
整
備
（
一
七
億
六
六
一
九
万
円
）

　
　
　
　
　
　
　
一
鹿
島
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
完
成
（
県
立
）

　
・
一
九
九
四
年
一
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
建
設
（
含
武
道
場
）
（
二
〇
億
三
四
二
〇
万
円
一
卜
伝
の
郷
）

　
　
　
　
　
　
　
一
卜
伝
の
郷
運
動
公
園
用
地
取
得
費
（
三
億
円
）

　
・
一
九
九
五
年
一
卜
伝
の
郷
運
動
公
園
整
備
事
業
（
二
三
億
六
五
一
七
万
円
）

　
・
一
九
九
六
年
一
卜
伝
の
郷
運
動
公
園
の
整
備
（
八
億
三
八
八
七
万
円
）

　
・
二
〇
〇
〇
年
一
高
松
緑
地
運
動
公
園
運
動
施
設
改
修
事
業
（
二
六
〇
〇
万
円
）

　
・
二
〇
〇
二
年
一
津
賀
森
林
公
園
整
備
事
業
費
（
二
〇
〇
〇
万
円
）

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
施
設
建
設
に
伴
っ
て
、
図
3
－
4
に
見
る
よ
う
に
、
「
体
育
施
設
管
理
費
」
が
九
〇
年
代
に
入
っ
て
急
上
昇
し
、
九
六

年
に
は
二
億
円
を
突
破
し
た
。
し
か
し
九
七
年
度
か
ら
は
（
財
）
鹿
嶋
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団
の
発
足
と
そ
れ
へ
の
委
託
に
よ
っ

て
〇
一
年
度
に
は
九
千
万
円
ま
で
減
少
し
た
。
そ
の
分
、
事
業
団
が
管
理
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
J
リ
ー
グ
と
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
関
わ
っ
て
施
設
建
設
が
ど
れ
だ
け
支
出
さ
れ
た
か
は
、
以
下
の
囲
み
の
中
で
あ
る
。
合
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図3－4　鹿嶋市のスポーッ予算

　　　（材）鹿嶋文化ズポー

＋ツ振興事業団補助金

＋公民館活動費（ス
　　　ポーツ）

一トー 健体育総務費

→←内、社旗体育振興事

　　業費

＿来＿体育施設管理費

万円

21，000

18，000

15，000

12，000

9，000

6，000

　　▲
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　　＊　　X　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■一門r＿一■
　0

　ヂ雷ヂ母避醤ヂ冨ぷ評調ザザザ

計
三
二
六
億
円
の
内
、
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
関
連
の
二
二
億
円
を
除
く
三
〇
四
億

円
が
自
治
体
（
主
に
県
）
に
よ
っ
て
条
件
整
備
と
し
て
提
供
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
幹
線
道
路
の
整
備
費
（
県
、
市
）
は
除
い
て
あ
る
。
こ
れ
ら
の
経

費
が
、
プ
ロ
球
団
を
支
え
る
た
め
に
自
治
体
か
ら
支
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
公
共
性
、
私
事
性
の
議
論
、
あ
る
い
は
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
と

目
治
体
と
の
関
係
の
上
で
は
大
き
な
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。

　
社
会
教
育
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ッ
振
興
関
係
は
公
民
館
費
に
お
け
る
「
公
民

館
活
動
費
（
ス
ポ
ー
ツ
）
」
が
あ
る
。
こ
の
公
民
館
活
動
費
に
は
教
養
と
芸

術
と
ス
ポ
ー
ツ
が
あ
り
、
二
〇
〇
二
年
度
で
見
る
と
そ
れ
ぞ
れ
二
四
三
万
円
、

一
三
四
・
七
万
円
、
四
四
八
・
七
万
円
と
ス
ポ
ー
ツ
が
一
番
多
く
な
っ
て
い

る
。　

教
育
総
務
課
文
化
グ
ル
ー
プ
予
算
の
社
会
教
育
総
務
費
の
「
文
化
ス
ポ
ー

ツ
振
興
事
業
団
支
援
事
業
」
が
七
八
四
四
・
二
万
円
（
〇
二
年
度
）
で
あ
る
。

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
で
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
経
費
、
体
育
指
導
委
員
経

費
、
社
会
体
育
事
務
経
費
、
社
会
体
育
振
興
事
業
が
あ
る
が
、
〇
二
年
度
は

社
会
体
育
振
興
事
業
が
一
五
五
二
万
円
で
保
健
体
育
総
務
費
（
一
七
二
〇
・

六
万
円
）
の
大
半
を
占
め
て
い
る
。
〇
一
年
ま
で
の
三
年
間
は
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
育
成
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
市
か
ら
も
約
八
O
O
万
円
（
O
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一
年
度
）
が
支
出
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
〇
二
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
向
け
て
「
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
対
策
事
業
」
費
が
支
出
さ
れ
て
い
る
。

　
b
　
事
業
費

　
市
（
町
）
内
の
ス
ポ
ー
ツ
関
連
施
設
の
管
理
運
営
は
「
（
財
）
鹿
嶋
市
文
化
ス
ポ
ー
ッ
振
興
事
業
団
」
が
委
託
を
受
け
て
き
た
が
、
九

二
年
に
は
三
七
六
万
円
で
あ
っ
た
。
九
三
年
に
は
一
〇
〇
九
万
円
で
あ
る
。
し
か
し
九
七
年
に
な
る
と
、
振
興
事
業
団
の
充
実
を
図
っ
て
、

つ
ま
り
ト
伝
の
郷
運
動
公
園
の
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
；
や
多
目
的
球
場
の
管
理
も
含
め
て
、
六
六
九
五
万
円
に
上
昇
し
た
。
そ
の
後
現
在
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
、
毎
年
約
一
億
円
弱
に
な
っ
て
い
る
。
（
そ
の

・
J
リ
ー
グ
開
幕
時
（
第
一
期
工
事
　
着
工
九
一
年
一
二
月
～
九
三
年
五
月
）

ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
　
　
　
　
　
　
　
八
五
億
円

周
辺
環
境
整
備
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
億
円

　
排
水
・
駐
車
場

　
鹿
島
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
駅
前
広
場
整
備

　
同
駅
建
設
・
車
両
購
入

　
取
り
付
け
道
路
整
備

ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
関
連
　
　
　
　
　
　
二
二
億
円

　
ク
ラ
ブ
ハ
ゥ
ス

　
選
手
寮
改
修

　
　
　
　
合
計
　
　
　
　
　
　
　
一
三
三
億
円

　
　
（
県
・
町
・
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
等
の
事
業
費
の
合
計
）

・
W
杯
対
応
ス
タ
ジ
ア
ム
改
修
（
第
二
期
工
事
　
着
工
九
八
年
一
〇
月
～
〇
一
年
五
月
）

　
　
本
体
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
三
億
円

　
　
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
等

支
出
の
九
割
は
人
件
費
で
あ
る
。
）

　
ま
た
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
の
鹿
島
サ
ッ
カ
ー

ス
タ
ジ
ア
ム
開
催
の
た
め
に
観
客
席
を
そ
れ
ま
で

の
二
万
人
程
度
を
四
万
人
余
へ
の
工
事
費
も
先
の

よ
う
に
、
多
額
を
要
し
た
が
、
市
と
し
て
も
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
開
催
準
備
費
と
し
て
、
以
下
の
よ
う

に
四
年
間
の
う
ち
に
約
一
億
円
を
出
資
し
た
。
九

九
年
（
三
六
五
万
円
）
、
O
O
年
（
九
五
一
万
円
）
、

〇
一
年
（
三
〇
七
五
万
円
）
、
〇
二
年
（
四
九
九

九
万
円
）
で
あ
る
。

　
ま
た
、
〇
一
一
年
に
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
茨
城
大
会
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が
あ
り
、
鹿
嶋
市
は
市
の
シ
ン
ボ
ル
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
サ
ッ
カ
ー
と
柔
道
の
開
催
地
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
に
市
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

対
策
事
業
費
と
し
て
〇
一
年
（
二
一
四
二
万
円
）
、
〇
二
年
（
四
四
一
五
万
円
）
を
計
上
し
た
。
そ
の
他
、
O
O
年
に
は
ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ

ン
の
推
進
（
一
五
五
五
万
円
）
、
〇
二
年
に
は
社
会
体
育
振
興
事
業
（
一
五
五
二
万
円
）
を
支
出
し
た
。

　
そ
し
て
、
ス
ポ
ー
ッ
振
興
事
業
へ
の
補
助
金
（
〇
二
年
度
）
は
、
鹿
嶋
市
体
育
協
会
（
各
種
競
技
団
体
の
育
成
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
実
施
）
で
五
一
九
・
二
万
円
、
鹿
島
・
大
野
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
協
会
で
二
八
・
六
万
円
で
あ
る
。

　
c
　
総
務
費

　
保
健
体
育
総
務
費
と
は
、
ス
ポ
ー
ッ
振
興
審
議
会
、
体
育
指
導
員
、
社
会
体
育
事
務
費
、
社
会
体
育
振
興
事
業
費
（
負
担
金
、
補
助
金
、

交
付
金
等
）
、
保
健
体
育
関
係
一
般
職
給
与
、
そ
し
て
近
年
の
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
設
立
補
助
金
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
対
策
費
等

を
含
む
経
費
で
あ
る
が
、
後
一
一
者
を
含
め
て
、
九
九
年
以
降
に
一
億
円
ま
で
上
昇
し
た
。
し
か
し
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
を
見
る
上
で

重
要
な
の
は
、
社
会
体
育
振
興
事
業
費
の
実
態
で
あ
る
。
九
二
年
の
約
五
百
万
円
弱
か
ら
九
六
年
に
は
一
千
万
円
を
超
え
、
そ
の
後
、
一

千
万
円
を
前
後
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
か
は
、
後
で
見
る
こ
と
に
す
る
。

120

　
（
5
）
　
鹿
嶋
市
の
公
共
ス
ポ
ー
ッ
施
設

　
・
県
立
カ
シ
マ
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム

　
こ
れ
は
市
内
に
あ
る
が
、
県
立
で
あ
り
、
市
と
し
て
は
管
理
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
地
続
き
で
カ
シ
マ
ス
ポ
ー
ッ
セ
ン
タ
ー
と
接
続

し
、
ま
た
、
道
路
一
本
を
隔
て
て
、
卜
伝
の
郷
運
動
公
園
に
接
し
て
お
り
、
一
大
運
動
公
園
地
域
を
形
成
し
て
い
る
。

　
・
カ
シ
マ
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
、
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
、
柔
道
場
、
剣
道
場
、
弓
道
場
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
、
会
議
室

　
　
　
五
）
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・
卜
伝
の
郷
運
動
公
園
多
目
的
球
技
場

　
野
球
の
場
合
四
面

　
サ
ッ
カ
ー
の
場
合
二
面

・
学
校
開
放
（
体
育
館
、
校
庭
、
庭
球
場
）
。
体
育
館
は
平
日
の
夜
間
（
三
時
間
）
、
お
よ
び
第
二
、
四
土
日
の
校
庭
と
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
。

　
　
一
二
小
学
校
、
五
中
学
校
。

・
体
育
館
（
高
松
運
動
公
園
内
）
（
バ
レ
ー
コ
ー
ト
六
人
制
三
面
ま
た
は
九
人
制
二
面
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
ニ
面
、
バ
ド
、
・
・
ン
ト
ン

　
　
コ
ー
ト
六
面
、
卓
球
台
｝
二
台
、
柔
剣
道
場
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
）

　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
人
工
芝
六
面
）

　
野
球
場
一
面

　
多
目
的
球
技
場
一
面

　
五
〇
m
プ
ー
ル
（
一
、
外
）

・
中
央
公
民
館
体
育
室
（
バ
レ
ー
コ
ー
ト
ニ
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
一
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
コ
ー
ト
ニ
、
卓
球
台
三
、
柔
剣
道
場
、
ト
レ

　
；
ニ
ン
グ
室
）

・
鹿
島
勤
労
文
化
会
館
（
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
室
）

・
鹿
島
ハ
イ
ッ

　
多
目
的
ホ
ー
ル

　
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
一
面

　
サ
ッ
カ
ー
ピ
ッ
チ
一
面
（
全
面
芝
、
ナ
イ
タ
ー
可
）
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フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト
一
面
（
人
工
芝
）

　
　
　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
オ
ム
ニ
七
面
（
四
面
ナ
イ
タ
ー
可
）

　
　
　
体
育
館

　
・
こ
の
他
、
各
企
業
が
所
有
す
る
運
動
施
設
は
豊
富
で
あ
る

　
・
合
計
　
　
サ
ッ
カ
ー
ピ
ッ
チ
　
一
＋
三
（
野
球
と
併
用
）
＋
フ
ッ
ト
サ
ル
　
一

　
　
　
　
　
　
野
球
　
　
　
　
　
　
一
＋
四
（
サ
ッ
カ
ー
と
併
用
）
＋
少
年
野
球
場

　
　
　
　
　
　
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
　
一
面

　
　
　
　
　
　
多
目
的
球
技
場
　
　
　
一
面

　
3
、
（
財
）
鹿
嶋
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団
（
ス
ポ
ー
ツ
関
連
）

　
一
九
九
一
年
六
月
一
日
に
発
足
し
、
二
〇
〇
三
年
現
在
は
市
か
ら
の
派
遣
職
員
三
名
、
事
業
団
職
員
一
〇
名
で
あ
る
。
予
算
一
億
円
の

う
ち
九
千
万
円
は
人
件
費
（
勤
労
文
化
会
館
の
管
理
委
託
費
四
〇
〇
〇
万
円
）
、
事
業
費
五
〇
〇
万
円
、
行
政
の
事
業
、
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
だ
灯
う
。

　
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
と
の
契
約
で
、
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
体
協
兼
務
の
三
名
が
当
た
る
。

　
4
、
カ
シ
マ
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
一
九
九
一
年
二
月
に
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の
J
リ
ー
グ
参
加
が
決
定
さ
れ
た
。
J
リ
ー
グ
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
地
域
に
根
ざ
し
た
ス

ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
づ
く
り
」
に
基
づ
き
、
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
か
ら
、
鹿
島
町
体
育
協
会
、
広
域
団
体
で
あ
る
鹿
島
サ
ッ
カ
ー
協
会
、
そ
し
て
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（
財
）
鹿
島
町
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
財
団
に
「
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
の
運
営
を
支
援
し
て
欲
し
い
」
と
の
打
診
が
あ
っ
た
。
運
営
に
は
多

く
の
ス
タ
ッ
フ
が
必
要
と
な
る
が
、
イ
ベ
ン
ト
業
者
に
頼
む
よ
り
も
地
元
の
人
と
の
接
点
が
欲
し
い
と
言
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
協

議
し
た
結
果
、
（
財
）
鹿
島
町
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団
内
に
設
置
規
定
を
設
け
て
、
三
団
体
が
協
力
し
て
組
織
運
営
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
組
織
と
し
て
、
九
三
年
の
J
リ
ー
グ
の
開
幕
と
同
時
に
「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
の
地
域
づ
く
り
」
を
目
標
に
、
カ
シ
マ
ス
ポ
ー
ツ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
誕
生
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
の
予
算
は
（
財
）
鹿
嶋
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団
と
（
株
）
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
F
C
と
の
業
務
委
託
契
約
に
よ
る
委

託
金
か
ら
供
出
さ
れ
る
。
そ
の
委
託
費
か
ら
交
通
費
、
福
利
厚
生
費
な
ど
ス
タ
ッ
フ
還
元
費
用
、
運
営
経
費
、
事
務
局
員
賃
金
な
ど
が
支

出
さ
れ
る
。
市
か
ら
の
援
助
は
無
く
職
員
は
三
名
で
あ
る
。

　
組
織
と
し
て
は
、
運
営
委
員
会
二
〇
名
（
任
期
二
年
）
で
、
広
報
部
、
厚
生
部
、
業
務
部
、
総
務
企
画
部
を
構
成
す
る
。
事
業
は
J
リ

ー
グ
試
合
日
当
日
の
会
場
整
理
な
ど
の
業
務
と
、
J
リ
ー
グ
以
外
の
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
う
。
球
団
サ
イ
ド
だ
け
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
は
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
す
る
。
そ
の
た
め
、
日
当
で
は
な
く
、
交
通
費
と
し
て
支
給
（
運
営
費
は
ア
ン

ト
ラ
ー
ズ
と
単
年
度
契
約
、
交
通
費
、
ス
タ
ッ
フ
用
ア
イ
テ
ム
）
す
る
。

　
さ
て
、
本
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
の
趣
旨
は
、
①
「
さ
く
ら
」
動
員
の
た
め
、
②
イ
ベ
ン
ト
企
業
に
よ
る
ア
ル
バ
イ
ト
学
生
へ
の
金
を

む
し
ろ
地
元
に
還
元
で
き
な
い
か
と
の
発
想
か
ら
、
③
参
加
し
た
人
が
職
場
で
も
胸
を
張
れ
る
よ
う
に
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
動
員

体
制
と
し
て
、
町
と
し
て
も
相
当
な
覚
悟
で
臨
ん
だ
こ
と
は
推
測
に
堅
く
な
い
。
そ
れ
は
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の
「
地
の
不
利
」
が
あ
っ
た
か

ら
で
も
あ
り
、
J
リ
ー
グ
に
残
る
た
め
に
も
死
活
の
問
題
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
①
　
登
録
者
数

　
登
録
者
数
は
九
三
年
度
の
四
六
七
名
（
以
下
、
年
度
と
登
録
者
数
九
四
⊥
二
七
一
、
九
五
－
三
七
一
、
九
六
－
三
七
六
、
九
七
－
四
二
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一、

八
－
四
〇
八
、
九
九
ー
三
五
五
、
O
O
I
三
二
三
、
〇
一
－
三
五
三
）
、
そ
し
て
〇
二
年
度
は
三
二
一
名
で
あ
る
。
九
九
、
O
O

年
度
は
ス
タ
ジ
ア
ム
改
修
の
た
め
、
新
規
募
集
は
し
な
か
っ
た
。
こ
の
間
、
若
干
の
減
少
を
し
て
い
る
が
、
継
続
の
困
難
性
が
次
第
に
生

じ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
に
、
年
間
、
1
／
3
以
上
の
試
合
に
参
加
し
な
け
れ
ば
、
資
格
が
剥
奪
さ
れ
る
。

　
②
〇
二
年
の
登
録
者

　
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
（
鹿
嶋
、
神
栖
、
波
崎
、
潮
来
）
か
ら
の
登
録
者
は
七
三
％
で
あ
り
、
そ
の
他
、
県
内
は
二
二
％
、
県
外
は
四
％
で
あ
る
。

　
年
齢
別
で
は
一
〇
代
一
％
、
二
〇
代
一
五
％
、
三
〇
代
一
六
％
で
、
こ
れ
だ
け
で
三
三
％
で
あ
る
。
そ
し
て
四
〇
代
二
五
％
、
五
〇
代

三
三
％
、
六
〇
代
一
一
％
で
、
こ
ち
ら
の
総
計
が
六
七
％
と
、
予
想
に
反
し
て
、
中
年
の
構
成
率
が
高
い
。

　
ま
た
、
男
女
比
で
は
男
性
六
二
％
、
女
性
三
八
％
で
あ
る
。

　
職
業
別
で
は
、
会
社
員
四
八
％
、
公
務
員
一
二
％
、
目
営
業
五
％
、
パ
ー
ト
一
〇
％
で
、
主
婦
二
二
％
、
医
療
二
・
五
％
、
無
職
六
・

六
％
、
学
生
二
・
五
％
で
あ
る
。
予
想
に
反
し
て
、
学
生
の
割
合
が
少
な
い
。
そ
れ
は
、
こ
の
地
に
学
生
数
が
少
な
い
た
め
で
あ
る
と
も

考
え
ら
れ
る
。

　
③
〇
二
年
度
の
活
動
実
態

　
リ
ー
グ
、
ナ
ビ
ス
コ
カ
ッ
プ
も
含
め
て
二
〇
試
合
、
二
〇
二
四
名
（
一
試
合
平
均
一
〇
二
名
）
が
参
加
し
た
。
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の
試
合

へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
水
曜
日
は
主
婦
、
自
営
業
者
が
中
心
で
、
土
曜
日
は
勤
労
者
が
中
心
と
な
る
。
彼
ら
は
企
業
の
景
気
が
厳
し
い

た
め
に
、
水
曜
日
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
当
初
、
行
政
関
係
者
は
一
〇
％
程
度
い
た
が
今
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

　
会
員
は
年
1
／
3
の
試
合
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
す
る
義
務
が
あ
る
が
、
九
七
％
の
人
が
そ
れ
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
。
し
か
し

一
〇
年
経
過
し
て
、
若
干
減
少
し
て
来
つ
つ
あ
る
。
「
観
る
側
」
に
専
念
し
た
い
と
い
う
心
理
も
あ
る
。
当
初
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
運
営
委
員
と
し
て
サ
ポ
ー
タ
i
代
表
も
入
れ
た
が
、
次
第
に
離
れ
た
。
彼
ら
は
「
観
る
側
」
に
専
念
し
た
い
と
の
理
由
が
主
で
あ
る
。

124



スポーッの権利・公共性と新自由主義＝個人的消費主義との対抗（4）

④
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
活
動
と
し
て
は
、
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
の
試
合
の
整
理
係
（
毎
試
合
八
O
～
一
〇
〇
名
）
が
主
で
あ
る
が
、
ス
ポ
ー
ツ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
そ
の
他
、
潮
来
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
、
鹿
島
祭
り
、
ゆ
う
あ
い
ピ
ッ
ク
な
ど
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
支
え
て
い
る
。

　
⑤
　
他
組
織
へ
の
影
響

　
当
初
は
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
に
固
有
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
優
勝
の
原
動
力
の
一
環
と
し
て
注
目
さ
れ
、
さ
ら
に
は
J

チ
ー
ム
を
抱
え
る
自
治
体
活
動
の
一
環
と
し
て
も
注
目
さ
れ
た
。
そ
の
後
「
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
」
「
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
」
「
湘
南
ベ
ル
マ
ー

レ
」
「
横
浜
F
・
マ
リ
ノ
ス
」
（
横
浜
熱
闘
倶
楽
部
）
「
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
」
に
あ
り
、
そ
の
他
サ
ポ
ー
タ
ー
支
持
だ
け
で
言
え
ば

「
柏
レ
イ
ソ
ル
」
等
に
も
誕
生
し
て
い
る
。

　
⑥
サ
ポ
ー
タ
ー
組
織
と
の
違
い

　
サ
ポ
ー
タ
ー
組
織
は
各
チ
ー
ム
の
試
合
を
応
援
す
る
組
織
と
し
て
独
目
に
存
在
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織

は
試
合
自
体
の
直
接
的
な
応
援
で
は
な
く
、
そ
の
試
合
の
応
援
者
、
サ
ポ
ー
タ
ー
た
ち
を
安
全
に
座
席
に
導
き
、
情
報
を
提
供
し
、
事
態

に
よ
っ
て
は
緊
急
な
対
処
も
要
求
さ
れ
る
。
試
合
開
始
前
、
試
合
中
、
そ
し
て
試
合
終
了
後
の
客
の
安
全
な
誘
導
を
行
う
、
ま
さ
に
縁
の

下
の
支
え
で
あ
る
。
試
合
自
体
に
注
目
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
そ
れ
故
に
、
こ
う
し
た
裏
方
に
徹
す
る
こ
と
は
厳
し
い
こ
と
で
あ
り
、

サ
ポ
ー
タ
ー
へ
と
転
化
す
る
人
も
い
る
。

　
5
、
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
ヘ
の
市
の
援
助

　
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
（
資
本
金
四
億
二
七
五
〇
万
円
。
他
に
同
額
の
資
本
準
備
金
）
へ
の
出
資
金
と
し
て
、
鹿
島
町
六
千
万
円
、
神
栖
町
三

千
万
円
、
波
崎
町
一
千
万
円
、
潮
来
町
・
大
野
村
五
百
万
円
（
合
計
一
二
・
九
％
）
、
住
友
金
属
（
三
六
・
五
％
）
、
住
友
関
連
（
一
二
社
、
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鹿嶋市　　　旧浦和市

①出　資　金 市町　　県，市

②融　　　資 なし　　なし

③運営費補助 なし　　なし

④使用料減免 なし　　あり

⑤人的支援 なし　　県

⑥そ　の　他 なし　　県，さいたま市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
・
一
％
）
、
地
元
企
業
（
二
九
社
、
二
二
・
五
％
）
が
出
資
し
て
い
る
。
九
九
年
よ
り
追
加
要
請
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
、
〇
二
年
度
ま
で
に
鹿
嶋
市
は
新
た
に
六
五
〇
〇
万
円
追
加
。
合
計
一
億
三
〇
〇
〇
万
円
の
資
本
金
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
資
が
行
わ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
に
、
旧
浦
和
市
に
よ
る
浦
和
レ
ッ
ズ
と
の
比
較
を
す
る
と
、
以
下
（
上
表
）
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
他
の
自
治
体
よ
り
も
、
多
額
の
出
資
金
は
、
当
初
の
ハ
ン
デ
ィ
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
近
年
の
追

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
金
は
鹿
嶋
市
が
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
に
よ
っ
て
活
性
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
拒
否
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
係
と
も
と
れ
る
。
こ
の
意
味
で
は
、
今
後
鹿
嶋
市
と
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
は
「
運
命
共
同
体
」
と
な
る
可
能
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
あ
る
。
こ
の
点
が
良
い
か
悪
い
か
は
別
と
し
て
、
今
後
の
鹿
嶋
市
の
生
命
線
と
し
て
機
能
す
る
。
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
同
時
に
、
公
共
目
治
体
に
よ
る
私
的
企
業
へ
の
出
資
と
い
う
理
論
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
因
み
に
、
J
リ
ー
グ
効
果
と
し
て
は
以
下
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
（
市
の
資
料
よ
り
。
尚
、
項

目
後
の
○
数
値
は
以
下
の
内
容
を
示
す
。
①
「
経
済
活
性
」
、
②
「
知
名
度
ア
ッ
プ
」
、
③
「
観
光
開
発
」
、
④
「
住
民
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
ア
ッ
プ
」
、
⑤
「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
振
興
」
。
）

　
［
一
般
的
事
項
］

　
・
「
鹿
嶋
」
の
名
を
飛
躍
的
に
高
め
た
こ
と
。
（
宣
伝
費
に
す
れ
ば
億
単
位
）
②

　
・
外
に
向
か
っ
て
自
慢
で
き
る
も
の
が
で
き
た
こ
と
。
④

　
・
地
域
、
家
庭
に
共
通
の
話
題
が
で
き
た
こ
と
。
④

　
・
地
域
の
一
体
感
が
醸
成
さ
れ
、
町
村
合
併
に
新
気
運
が
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
。
④

　
　
＊
郷
土
へ
の
誇
り
や
、
郷
土
を
愛
す
る
気
運
が
生
ま
れ
た
。
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．
新
旧
住
民
と
い
わ
れ
た
鹿
島
開
発
の
時
代
に
一
つ
の
区
切
り
を
つ
け
た
こ
と
。
（
劇
的
変
化
）
④

．
全
国
の
「
鹿
島
」
に
連
帯
感
が
生
ま
れ
た
こ
と
。
（
九
四
年
七
月
か
ら
「
全
国
か
し
ま
サ
ミ
ッ
ト
」
が
始
ま
る
）
②

．
国
際
感
覚
に
変
化
が
出
て
き
た
こ
と
。
（
外
国
門
ア
メ
リ
カ
、
プ
ロ
・
ス
ポ
ー
ッ
一
野
球
と
い
う
図
式
が
激
変
。
ブ
ラ
ジ
ル
や
イ
タ

　
リ
ア
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
り
、
サ
ッ
カ
ー
が
鹿
嶋
で
は
プ
ロ
・
ス
ポ
ー
ツ
の
筆
頭
に
）

・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開
催
が
決
ま
っ
た
こ
と
。

・
市
民
の
帰
属
意
識
の
高
揚
④

・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
一
町
の
美
化
、
当
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
以
上
の
対
応

．
地
元
の
ス
ポ
ー
ツ
熱
の
高
揚
一
こ
の
点
は
大
き
な
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
地
元
の
高
校
の
サ
ッ
カ
ー
全
国
大
会
へ
の
連
続

出
場
や
、
リ
ト
ル
リ
ー
グ
世
界
大
会
で
の
二
位
や
、
そ
の
他
多
種
目
で
鹿
島
地
域
の
活
躍
が
著
し
い
。
こ
れ
は
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
効
果

　
と
い
え
る
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
行
政
と
し
て
は
子
ど
も
た
ち
の
大
会
に
つ
い
て
は
関
東
大
会
参
加
へ
の
補
助
を
出
し
て
き
た
が
、

　
最
近
で
は
そ
れ
で
は
予
算
的
に
対
応
で
き
ず
、
全
国
大
会
出
場
に
切
り
替
え
た
。
し
か
し
そ
れ
で
も
資
金
が
不
足
し
、
保
持
率
を
下

げ
ざ
る
を
得
な
い
実
態
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
ヘ
の
刺
激
は
大
き
い
。
⑤

．
市
内
1
2
校
の
小
学
校
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
父
母
も
審
判
資
格
取
得
⑤

［
ハ
ー
ド
、
経
済
面
］

・
四
半
世
紀
の
懸
案
で
あ
っ
た
幹
線
道
路
の
整
備
に
拍
車
が
掛
か
っ
た
こ
と
。
①
②

・
二
〇
年
来
の
悲
願
で
あ
っ
た
乗
降
駅
が
実
現
し
た
こ
と
。
①

・
サ
ッ
カ
ー
に
ち
な
ん
だ
商
品
が
生
ま
れ
る
な
ど
、
活
気
が
出
て
き
た
こ
と
。
（
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
サ
ブ
レ
、
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
カ
ク
テ
ル
、

　
サ
ッ
カ
ー
の
街
な
ど
…
…
）
①
②
③
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・
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
グ
ッ
ズ
等
が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
た
こ
と
。
②

　
・
全
国
チ
ェ
ー
ン
の
出
店
が
目
立
つ
こ
と
。
①

　
・
ス
タ
ジ
ア
ム
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
、
鹿
島
神
宮
を
含
め
た
回
遊
型
観
光
の
兆
し
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
。
（
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の
観
戦
者

　
　
三
五
万
人
、
見
学
者
二
〇
万
人
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
見
学
者
二
五
万
人
）
②

　
・
殿
様
商
法
と
い
わ
れ
た
商
業
・
観
光
業
に
付
加
価
値
指
向
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
。
②

　
・
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の
飲
食
等
、
概
算
で
一
試
合
一
、
五
〇
〇
万
円
。
（
一
〇
〇
〇
円
×
一
五
、
O
O
O
人
。
年
間
三
〇
試
合
程
度
）
①
②

　
・
宿
泊
施
設
の
新
増
改
築
が
で
て
き
た
こ
と
。
②

　
・
ス
ポ
ー
ッ
イ
メ
ー
ジ
を
活
か
し
た
町
づ
く
り
。
①
②
③

　
し
か
し
、
九
四
年
段
階
で
の
鹿
島
町
は
、
地
域
産
業
の
振
興
で
十
分
な
手
応
え
を
得
て
は
い
な
か
っ
た
。

　
「
鹿
島
町
商
工
会
の
調
査
や
、
現
地
を
調
査
し
た
結
果
で
は
、
観
客
が
宿
泊
し
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
す
る
こ
と
は
少
な
く
、
現
在
の
時
点

で
は
地
域
関
連
産
業
へ
の
波
及
効
果
は
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
店
や
あ
や
か
り
商
品
の
売
り
上
げ
を
除
き
少
な
い
。
」
（
高
橋
義
雄
『
サ
ッ
カ
ー

の
社
会
学
』
N
H
K
ブ
ッ
ク
ス
、
一
九
九
四
年
、
二
三
頁
。
こ
の
本
は
、
サ
ッ
カ
ー
の
社
会
学
的
視
点
で
書
か
れ
た
数
少
な
い
本
の
一

冊
で
あ
り
、
内
容
的
に
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
調
査
を
基
盤
と
す
る
内
容
が
多
い
。
）
こ
の
点
で
、
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の
地
域
へ
の
貢
献

は
、
知
名
度
を
高
め
た
こ
と
等
の
「
一
般
的
事
項
」
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
後
〇
二
年
の
W
杯
へ
の
ス
タ
ジ
ア
ム
拡
張
、
道
路
網
の
整
備
な
ど
の
県
、
町
の
公
共
事
業
は
大
き
く
伸
び
た
。
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6
、
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ

こ
こ
で
、
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
自
体
に
つ
い
て
概
略
を
述
べ
、

地
域
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
触
れ
る
。



スポーッの権利・公共性と新自由主義＝個人的消費主義との対抗（4）

　
①
　
設
立

　
一
九
九
一
年
一
〇
月
に
、
地
元
五
自
治
体
四
三
企
業
（
当
時
）
の
出
資
を
得
て
、
（
株
）
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
F
C
が
設
立
さ
れ
た
。

九
二
年
四
月
か
ら
、
そ
れ
ま
で
の
住
友
金
属
サ
ッ
カ
ー
団
を
解
散
し
、
プ
ロ
・
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
「
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
」
が
活
動
を
開

始
し
た
。

　
②
事
業
内
容

　
事
業
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
・
プ
ロ
・
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の
運
営

　
・
チ
ー
ム
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
販
売

　
・
サ
ッ
カ
ー
競
技
及
び
そ
の
他
の
ス
ポ
ー
ッ
競
技
会
な
ど
各
種
催
し
物
の
企
画
・
運
営

　
・
ス
ポ
ー
ッ
教
室
の
運
営
並
び
に
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
の
養
成
、
派
遣

　
地
元
に
馴
染
む
方
法
を
チ
ー
ム
な
り
に
努
力
し
て
い
る
。
そ
れ
は
大
都
市
と
異
な
り
、
人
が
少
な
い
た
め
に
、
地
域
と
の
関
係
は
い
っ

そ
う
敏
感
と
な
る
。

　
・
ア
カ
デ
ミ
ー
、
幼
稚
園
に
年
三
回
、
巡
回
す
る
。

　
．
小
学
校
は
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
巡
回
す
る
。
学
外
者
を
受
け
入
れ
る
傾
向
が
あ
る
が
、
中
学
校
は
あ
ま
り
学
外
者
を
受
け
入
れ
な
い
。

　
・
J
リ
ー
グ
百
年
構
想
に
基
づ
き
次
の
事
業
も
行
っ
て
い
る
。

　
　
、
・
・
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
開
校
（
一
九
九
七
年
一
〇
月
）

　
　
テ
ニ
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
開
校
（
テ
ニ
ス
コ
i
卜
二
四
面
・
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
神
栖
町
、
）

　
　
J
リ
ー
グ
戦
の
中
高
生
の
ボ
ー
ル
ボ
！
イ

129



一橋大学研究年報　人文科学研究　41

　
自
治
体
へ
の
希
望
と
し
て
は
、
告
示
活
動
の
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
を
要
請
し
て
い
る
。

　
③
　
設
備

　
設
備
は
天
然
芝
ピ
ッ
チ
三
面
、
人
工
芝
一
面
、
夜
間
照
明
、
見
学
者
用
ス
タ
ン
ド
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
が
あ
る
。
特
に
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
は

立
派
で
、
J
リ
ー
グ
内
で
も
モ
デ
ル
的
で
あ
り
、
訪
問
客
も
多
い
。

　
④
　
組
織

　
組
織
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

　
・
フ
ロ
ン
ト
・
チ
ー
ム
・
ス
ク
ー
ル
ス
タ
ッ
フ
　
五
｛
人

　
・
選
手
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
人

　
　
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
人

　
⑤
　
資
本
金

　
二
〇
〇
二
年
度
の
資
本
金
は
一
五
億
六
二
五
〇
万
円
で
あ
り
、
出
資
構
成
は
自
治
体
（
二
市
二
町
）
六
・
六
％
、
地
元
企
業
（
四
一

社
）
九
三
・
四
％
で
あ
る
。

　
⑥
〇
二
年
の
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の
集
客

　
二
〇
試
合
で
三
五
五
、
六
八
五
人
で
あ
り
、
一
試
合
平
均
は
一
八
、
O
O
O
人
で
あ
る
。
う
ち
、
」
リ
！
グ
（
1
s
t
、
2
n
d
、
一

五
試
合
）
は
三
二
三
、
八
七
五
人
で
あ
り
、
平
均
二
一
、
五
九
二
人
で
、
か
な
り
の
数
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
J
リ
ー
グ
平
均
を
大
き

く
上
回
り
、
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
は
人
気
チ
ー
ム
の
ト
ッ
プ
グ
ル
ー
プ
に
位
置
し
て
い
る
。
が
、
ナ
ビ
ス
コ
カ
ッ
プ
（
四
試
合
）
、
天
皇
杯

（一

合
）
の
計
五
試
合
だ
と
一
三
、
八
一
四
人
で
一
試
合
平
均
六
、
三
六
三
人
で
あ
り
、
か
な
り
落
ち
る
。
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7
、
プ
ロ
・
サ
ッ
カ
ー
の
位
置
づ
け

　
鹿
嶋
市
と
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
は
運
命
共
同
体
と
先
述
し
た
が
、
自
治
体
が
プ
ロ
球
団
を
招
致
し
、
援
助
す
る
場
合
の
理
由
と
し
て
、
①

「
経
済
活
性
」
、
②
「
知
名
度
ア
ッ
プ
」
、
③
「
観
光
開
発
」
、
④
「
住
民
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
ア
ッ
プ
」
、
⑤
「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
振
興
」

の
五
点
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
鹿
嶋
市
の
場
合
、
①
③
の
経
済
関
連
の
振
興
に
は
あ
ま
り
貢
献
は
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は

鹿
嶋
の
地
理
的
位
置
と
、
ス
タ
ジ
ア
ム
ヘ
の
接
近
が
マ
イ
カ
ー
に
よ
る
事
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
②
④
に
お
い
て
、
鹿
嶋
市
は
全
国
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
。
そ
れ
故
に
全
国
の
自
治
体
か
ら
の
「
鹿
嶋
詣
で
」
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。

　
そ
し
て
⑤
の
地
域
ス
ポ
ー
ツ
振
興
は
次
項
で
検
討
す
る
。

　
8
、
評
価

　
（
1
）
　
「
ス
ポ
ー
ツ
先
進
の
ま
ち
」

　
「
見
る
ス
ポ
ー
ッ
」
振
興
と
し
て
、
鹿
嶋
市
は
「
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
」
「
イ
ベ
ン
ト
招
致
」
「
観
光
資
源
開
発
」
を
強
調
し
た
。
し
か
し
観

光
資
源
開
発
他
の
経
済
効
果
促
進
の
有
効
な
手
だ
て
は
未
だ
打
て
な
い
で
い
る
。
こ
の
点
で
の
開
発
が
成
功
す
れ
ば
、
今
後
の
目
治
体
に

お
け
る
施
策
の
モ
デ
ル
と
な
り
う
る
が
、
ど
の
よ
う
に
打
開
す
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
（
2
）
　
地
域
ス
ポ
ー
ツ
振
興
は
発
展
さ
れ
て
き
た
か

　「

る
ス
ポ
ー
ツ
」
を
強
調
す
る
一
方
で
、
地
域
住
民
の
「
す
る
ス
ポ
ー
ツ
」
は
ど
の
よ
う
に
強
調
さ
れ
て
き
た
だ
ろ
う
か
。
鹿
嶋
市

で
は
「
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
璽
。
同
揚
」
は
素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
匹
敵
す
る
だ
け
の
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
策
が
感

131



一橋大学研究年報　人文科学研究　41

じ
ら
れ
な
い
し
、
今
後
の
「
ス
ポ
ー
ツ
先
進
の
ま
ち
」
に
お
い
て
も
、
政
策
と
し
て
の
具
体
化
は
あ
る
が
、
そ
の
た
め
の
財
政
的
裏
付
け

は
感
じ
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
政
策
と
し
て
の
実
行
は
あ
ま
り
期
待
で
き
な
い
。

　
地
理
的
有
利
さ
を
生
か
し
て
、
も
っ
と
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
作
り
、
そ
れ
を
次
項
の
波
崎
町
の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ッ
産
業
化
を
す
る
と
か
、

そ
れ
と
同
時
に
地
域
住
民
へ
の
活
動
場
所
の
提
供
と
し
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。

　
さ
ら
に
気
に
な
る
の
は
、
二
〇
〇
三
年
以
降
に
具
体
化
さ
れ
る
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
の
開
始
と
共
に
、
会
費
も
含
め
て
有
料

化
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
国
が
進
め
る
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
市
場
化
．
商
業
化
の
一
環
と
し
て
出
さ
れ
て
い
る
こ

と
の
具
体
化
で
あ
る
が
、
体
協
の
活
動
と
も
矛
盾
を
起
こ
し
て
お
り
、
今
後
の
方
向
は
あ
ま
り
展
望
が
開
け
て
い
る
と
は
言
え
な
い
よ
う

に
思
え
る
。
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四
、
茨
城
県
鹿
島
郡
波
崎
町

　
1
、
町
の
概
要

　
（
1
）
　
地
勢
と
歴
史

　
茨
城
県
の
最
東
南
端
、
利
根
川
が
太
平
洋
に
注
ぐ
河
口
に
位
置
し
、
北
西
か
ら
南
東
一
八
．
五
㎞
、
北
東
か
ら
南
西
五
㎞
と
細
長
い
町

域
を
な
し
、
総
面
積
は
六
八
・
三
㎞
で
あ
る
。
北
西
は
神
栖
町
か
ら
鹿
嶋
市
へ
に
通
じ
、
南
西
は
利
根
川
を
隔
て
千
葉
県
銚
子
市
、
同
県

香
取
郡
東
庄
町
に
接
し
て
い
る
。

　
土
地
は
平
坦
、
砂
質
壌
土
で
あ
り
、
土
壌
に
適
合
し
た
土
地
集
約
型
の
施
設
園
芸
が
盛
ん
な
農
業
、
太
平
洋
．
利
根
川
水
系
に
支
え
ら

れ
る
漁
業
・
水
産
加
工
業
、
鹿
島
開
発
に
よ
り
急
速
に
発
展
し
た
工
業
、
恵
ま
れ
た
目
然
の
観
光
資
源
を
活
か
し
た
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
、



マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ジ
ャ
ー
を
中
心
と
し
た
観
光
な
ど
が
主
な
産
業
で
あ
る
。

　
歴
史
的
に
は
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
に
町
制
を
施
行
し
、
波
崎
町
と
な
っ
た
。
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
、
五
六
（
同
一
三
）
年
に

か
け
て
北
西
の
矢
田
部
村
、
若
松
村
を
編
入
し
た
。
六
九
年
に
鹿
島
臨
海
工
業
地
帯
（
鹿
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
）
の
建
設
が
開
始
さ
れ
た
。

スポーッの権利・公共性と新自由主義＝個人的消費主義との対抗（4）

　
（
2
）
　
産
業

　
産
業
構
成
は
二
〇
〇
〇
年
の
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
、
第
一
次
産
業
は
一
三
・
三
％
で
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
農
業
一
〇
・
二
％
で
漁
業

三
．
一
％
で
あ
る
。
第
二
次
産
業
は
四
〇
％
で
あ
り
、
製
造
業
二
八
・
八
％
、
建
設
業
一
〇
・
九
％
で
あ
る
。
鹿
島
臨
海
工
業
地
帯
を
擁

す
る
事
か
ら
第
二
次
産
業
の
占
め
る
割
合
は
全
国
平
均
か
ら
見
れ
ば
相
対
的
に
は
高
い
。
そ
し
て
第
三
次
産
業
は
四
六
・
一
％
で
あ
り
、

内
訳
は
サ
ー
ビ
ス
業
一
八
・
五
％
、
卸
売
・
小
売
・
飲
食
業
一
四
・
八
％
、
運
輸
・
通
信
業
七
・
八
％
、
他
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
全
国

平
均
か
ら
見
る
と
、
未
だ
に
第
一
次
、
第
二
次
、
第
三
次
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
自
治
体
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
と
は
い
え
、
第
一
次
産
業
に
お
い
て
は
、
最
近
の
漁
獲
高
（
特
に
い
わ
し
漁
）
の
減
少
と
関
連
す
る
加
工
業
の
衰
退
、
そ
し
て
中
国
か

ら
の
野
菜
の
輸
入
に
よ
る
国
内
野
菜
の
衰
退
が
あ
り
、
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。
九
八
年
度
の
第
一
次
産
業
の
町
民
所
得
は
約
一

〇
五
億
円
で
あ
る
。
第
二
次
産
業
（
工
業
団
地
に
二
二
企
業
）
に
お
い
て
も
、
プ
ラ
ン
ト
の
中
国
等
へ
の
移
転
、
国
内
産
業
の
空
洞
化
に

よ
り
、
規
模
の
縮
小
化
が
進
ん
で
お
り
、
同
町
民
所
得
は
一
二
二
六
億
円
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
一
方
で
進
展
し
て
い
る
の
が
第
三
次

産
業
で
あ
り
、
こ
の
町
民
所
得
は
七
一
〇
億
円
で
あ
る
が
、
上
昇
の
傾
向
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
も
、
後
に
検
討
す
る
「
ス
ポ
ー
ツ

観
光
・
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
」
産
業
は
大
き
な
割
合
を
増
し
つ
つ
あ
る
。
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図4 1波崎町の人口
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（
3
）
　
人
口

　
図
4
－
1
に
見
る
よ
う
に
、
一
九
六
五
年
ま
で
は
ほ
ぼ
二
万
四
千
人
で
推

移
し
て
き
た
も
の
が
六
九
年
の
鹿
島
臨
海
工
業
地
帯
の
開
始
に
よ
り
急
速
に

人
口
増
加
を
遂
げ
、
七
五
年
に
は
三
万
人
台
と
な
り
、
さ
ら
に
八
O
年
に
は

三
万
五
千
人
に
な
っ
た
。
そ
し
て
二
〇
〇
〇
年
に
は
四
万
人
弱
ま
で
進
展
し

た
。
こ
の
う
ち
、
六
〇
歳
以
上
の
占
め
る
割
合
は
二
一
・
五
％
で
あ
る
。

　
2
、
町
の
基
本
施
策
・
予
算

　
（
1
）
　
基
本
計
画

波
崎
町
第
三
次
総
合
計
画
は
一
九
九
六
年
よ
り
先
一
〇
年
問
の
基
本
計
画

で
あ
る
が
、
「
は
さ
き
　
サ
ニ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
プ
ラ
ン
　
ー
人
と
自
然
の
ハ
ー

モ
ニ
i
・
ジ
ャ
ン
プ
ア
ッ
プ
　
は
さ
き
ー
」
を
制
定
し
、
太
平
洋
、
利
根
川

に
き
ら
め
く
太
陽
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
生
活
と
自
然
の
調
和
を
目
指
し
て
計
画

さ
れ
た
。
こ
の
中
で
、
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
施
策
の

一
環
に
「
町
民
一
人
一
ス
ポ
ー
ツ
運
動
」
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
ま
た
、

「
観
光
」
促
進
の
一
環
と
し
て
ス
ポ
ー
ッ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
を
テ
ー

マ
と
し
た
観
光
振
興
を
図
る
こ
と
が
謳
わ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
前
半
計
画

で
は
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
は
充
分
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
が
、
二
〇
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〇
一
年
か
ら
の
「
後
期
基
本
計
画
」
で
は
、
「
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
振
興
」
や
滞
在
型
観
光
地
化
、
通
年
化
の
推
進
が
強
く
意
識
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
と
も
す
る
と
、
従
来
は
千
葉
県
銚
子
市
と
鹿
島
の
間
に
挟
ま
れ
て
、
通
過
地
と
し
て
見
ら
れ
て
き
た
波
崎
町
が
、
ス
ポ
ー

ツ
合
宿
や
ス
ポ
ー
ッ
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
新
た
な
町
づ
く
り
へ
と
逼
進
し
て
き
た
。

スポーッの権利・公共性と新自由主義＝個人的消費主義との対抗（4）

　
（
2
）
　
予
算
配
分

　
二
〇
〇
二
年
度
の
町
の
一
般
会
計
予
算
総
額
は
約
一
〇
〇
億
円
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
教
育
費
は
一
六
・
五
％
（
一
六
六
億
円
）
で
あ
る
。

保
健
体
育
費
は
二
億
三
千
万
円
で
、
町
総
予
算
の
二
・
三
％
で
あ
る
。

　
町
の
ス
ポ
ー
ツ
関
連
職
員
は
目
治
体
職
員
で
あ
り
、
民
間
業
者
へ
の
委
託
は
行
っ
て
い
な
い
。
そ
し
て
総
合
体
育
館
の
収
支
比
率
を
見

る
と
、
支
出
一
五
〇
、
一
九
八
、
O
O
O
円
（
人
件
費
込
）
に
対
し
、
使
用
料
収
入
五
、
八
〇
五
、
九
八
五
円
で
あ
り
、
収
支
比
率
は
四

％
で
あ
る
。
こ
れ
は
全
国
的
に
見
れ
ば
極
め
て
低
い
率
で
あ
り
、
公
共
の
負
担
の
度
合
い
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
。
近
辺
の
自
治
体
で
は

平
均
的
だ
と
い
う
が
、
こ
の
鹿
島
臨
海
工
業
地
帯
の
財
政
の
「
相
対
的
豊
か
さ
」
を
感
じ
さ
せ
る
。

　
3
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策

　
（
1
）
　
ス
ポ
ー
ッ
政
策
の
概
略
史

　
下
記
の
よ
う
に
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
建
設
時
期
か
ら
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ
行
政
の
あ
り
方
を
見
て
お
き
た
い
。
町
の
合
併
の
歴
史
に

も
規
定
さ
れ
て
、
三
地
区
（
波
崎
、
矢
田
部
、
若
松
）
に
施
設
が
配
分
さ
れ
て
い
る
。
各
施
設
の
（
　
）
内
は
旧
地
区
を
示
し
、
（
波
）

東
部
地
区
五
、
（
矢
）
矢
田
部
地
区
四
、
（
若
）
若
松
地
区
七
で
あ
り
、
合
計
一
六
施
設
で
あ
る
。

　
．
町
営
プ
ー
ル
（
二
五
m
、
六
コ
ー
ス
、
屋
外
）
一
九
六
六
年
七
月
（
波
）
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・
土
合
運
動
公
園
（
野
球
場
）
一
九
七
四
年
七
月
（
矢
）

　
・
土
合
体
育
館
（
バ
レ
i
二
面
、
柔
剣
道
場
）
一
九
七
四
年
七
月
（
矢
）

　
・
矢
田
部
運
動
公
園
（
野
球
場
）
一
九
七
五
年
一
〇
月
（
矢
）

　
・
豊
ケ
浜
運
動
公
園
（
野
球
場
）
一
九
七
六
年
四
月
（
波
）

　
・
若
松
緑
地
多
目
的
広
場
（
多
目
的
、
サ
ッ
カ
i
一
面
）
一
九
七
七
年
（
若
）

　
・
若
松
緑
地
野
球
場
（
野
球
場
）
一
九
七
七
年
（
若
）

　
・
若
松
緑
地
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
二
）
一
九
七
七
年
（
若
）

　
・
波
崎
町
弓
道
場
（
五
人
立
）
一
九
七
八
年
（
波
）

　
・
若
松
公
民
館
体
育
室
（
バ
ス
ケ
一
）
一
九
七
八
年
一
〇
月
（
若
）

　
・
若
松
緑
地
少
年
野
球
場
（
及
び
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）
一
九
八
O
年
四
月
（
若
）

　
・
宝
山
公
園
（
野
球
場
）
一
九
八
一
年
四
月
（
若
）

　
・
波
崎
グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
キ
ャ
ン
プ
場
）
一
九
八
一
年
六
月
（
波
）

　
・
総
合
体
育
館
（
バ
ス
ケ
ニ
面
、
卓
球
場
、
柔
道
場
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
）
一
九
八
三
年
四
月
（
波
）

　
・
土
合
運
動
広
場
（
多
目
的
、
サ
ッ
カ
ー
二
面
）
一
九
八
八
年
一
〇
月
（
矢
）

　
・
若
松
総
合
運
動
場
（
陸
上
競
技
、
サ
ッ
カ
ー
一
面
）
一
九
九
九
年
四
月
（
若
）

　
こ
こ
で
特
徴
的
な
こ
と
は
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
O
年
代
前
半
に
施
設
建
設
の
ほ
と
ん
ど
が
集
中
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
国

民
の
ス
ポ
ー
ツ
が
高
揚
し
た
時
期
と
も
一
致
す
る
と
共
に
、
六
九
年
以
降
の
鹿
島
臨
海
工
業
地
帯
の
開
始
に
伴
う
人
口
増
加
と
そ
れ
に
対

す
る
町
ス
ポ
ー
ッ
行
政
の
高
揚
の
両
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

136



スポーツの権利・公共性と新自由主義＝個人的消費主義との対抗（4）

　
こ
の
点
で
見
れ
ば
、
J
リ
ー
グ
設
立
と
公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設
建
設
と
の
関
わ
り
は
あ
ま
り
無
い
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
後
に
見
る
よ

う
に
そ
れ
以
降
は
民
営
の
サ
ッ
カ
ー
ピ
ッ
チ
の
急
増
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
行
政
は
教
育
委
員
会
内
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
職
員
一
一
名
、
内
体
育
館
八
名
）
、
土
合
体
育
館
二
名
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い

る
が
、
課
と
し
て
の
確
立
は
八
九
年
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
は
公
民
館
社
会
体
育
係
で
あ
っ
た
。

　
公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
野
球
場
六
面
、
サ
ッ
カ
ー
ピ
ッ
チ
四
面
、
体
育
館
三
館
、
プ
ー
ル
一
他
で
あ
り
、
こ
の
他
に
学
校
開
放
も
行
わ

れ
て
い
る
か
ら
、
四
万
弱
の
人
口
に
対
し
て
は
比
較
的
豊
か
な
施
設
と
い
え
よ
う
。
各
施
設
共
に
、
町
民
の
活
用
ば
か
り
で
な
く
、
民
宿

の
宿
泊
客
も
一
割
弱
活
用
し
て
い
る
。

　
（
2
）
　
現
状
の
施
策

　
現
在
の
基
本
計
画
で
は
「
町
民
一
人
一
ス
ポ
ー
ツ
運
動
」
が
位
置
づ
け
ら
れ
、
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は

住
民
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開
催
や
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
①
　
ス
ポ
ー
ッ
教
室

　
二
〇
〇
二
年
度
の
ス
ポ
ー
ッ
教
室
は
一
〇
種
目
、
七
五
八
名
の
受
講
生
と
＝
二
六
名
の
指
導
者
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
。
特
に
ジ
ュ
ニ
ア

サ
ッ
カ
ー
に
は
二
九
九
名
が
参
加
し
、
少
年
野
球
の
一
三
〇
名
を
大
き
く
上
回
っ
た
。
こ
れ
は
全
国
の
子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ
実
態
を
示
す

と
同
時
に
、
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の
影
響
に
も
よ
る
で
あ
ろ
う
。

　
②
町
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
年
間
四
〇
大
会
が
あ
り
、
種
目
も
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
九
）
、
野
球
（
四
）
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
（
一
）
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
二
）
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
（
六
）
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
二
）
、
サ
ッ
カ
ー
（
五
）
を
は
じ
め
と
し
て
合
計
一
四
種
目
に
わ
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
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町
の
体
協
の
該
当
種
目
が
主
管
し
、
町
が
後
援
し
て
い
る
。

　
③
　
学
校
開
放

　
学
校
開
放
へ
の
登
録
団
体
数
は
小
学
校
九
校
に
二
四
団
体
・
三
八
O
名
、
中
学
校
四
校
に
九
団
体
・

体
・
二
九
名
、
合
計
三
五
団
体
・
五
一
三
名
が
登
録
し
て
い
る
。
施
設
は
い
ず
れ
も
体
育
館
で
あ
る
。

一
〇
四
名
、
高
校
二
校
に
二
団

　
（
3
）
　
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ

　
波
崎
町
体
育
協
会
は
［
四
の
種
目
協
会
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
特
に
野
球
二
三
チ
ー
ム
で
あ
り
、
サ
ッ
カ
ー
は
＝
一
一
チ

ー
ム
で
あ
る
。
」
リ
ー
グ
効
果
で
｝
時
サ
ッ
カ
ー
は
増
え
た
が
、
最
近
で
は
野
球
に
戻
っ
て
き
て
い
る
。
波
崎
町
は
歴
史
的
に
南
に
隣
接

す
る
千
葉
県
の
銚
子
市
の
文
化
圏
に
あ
り
、
市
外
電
話
番
号
も
茨
城
県
で
は
な
く
千
葉
県
番
号
で
あ
る
。
高
校
生
も
多
く
越
境
し
て
銚
子

に
通
い
、
野
球
の
伝
統
の
強
い
銚
子
の
影
響
を
受
け
て
、
波
崎
町
も
伝
統
的
に
野
球
の
盛
ん
な
街
で
あ
る
。
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4
、
ス
ポ
ー
ツ
観
光
・
ス
ポ
ー
ツ
合
宿

　
波
崎
町
は
東
京
か
ら
近
く
、
気
候
も
一
年
中
温
暖
で
、
従
来
い
く
つ
か
の
チ
ー
ム
が
合
宿
に
来
て
い
た
。
海
水
浴
を
中
心
と
す
る
夏
中

心
の
観
光
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
台
風
の
影
響
を
受
け
、
不
安
定
で
あ
っ
た
。
三
〇
年
前
に
テ
ニ
ス
ブ
ー
ム
が
始
ま
る
と
大
学
生
の
サ
ー

ク
ル
を
対
象
に
コ
ー
ト
づ
く
り
が
少
し
ず
つ
始
ま
っ
た
。
当
時
ス
ポ
ー
ツ
観
光
地
と
し
て
全
国
的
に
は
山
中
湖
、
白
子
、
軽
井
沢
、
菅
平

等
が
知
ら
れ
て
い
た
。
波
崎
町
も
多
少
は
活
動
し
始
め
て
い
た
が
、
特
徴
の
薄
い
町
で
あ
っ
た
。

　
芝
生
の
サ
ッ
カ
ー
ピ
ッ
チ
が
急
速
に
増
え
た
の
は
J
リ
ー
グ
の
始
ま
る
前
年
、
一
九
九
二
年
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
「
今
後
は
芝
生
ピ

ッ
チ
の
時
代
」
と
の
提
言
を
受
け
て
、
芝
生
ピ
ッ
チ
の
作
成
と
、
そ
れ
を
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
に
し
た
合
宿
（
ス
ポ
ー
ツ
観
光
、
ス
ポ
ー
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ツ
合
宿
）
を
開
始
し
た
。

　
「
カ
シ
マ
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の
決
勝
」
を
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
に
し
て
大
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
な
ん
と
三
二
八
チ
ー
ム
も
応
募
し
て

き
て
、
需
要
の
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
旅
館
も
目
分
の
所
有
地
ば
か
り
で
な
く
休
耕
地
、
砂
利
採
取
地
を
借
用
し
て
ピ
ッ
チ
づ
く
り
に

勤
し
ん
だ
。
当
時
、
芝
生
四
面
と
土
の
ピ
ッ
チ
が
若
干
あ
っ
た
程
度
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
急
速
に
芝
生
ピ
ッ
チ
の
造
成
が
始
ま
っ
た
。

幸
い
、
波
崎
町
は
土
地
が
平
坦
で
水
捌
け
も
よ
く
、
芝
生
の
ピ
ッ
チ
に
は
適
し
て
い
た
。
芝
生
の
造
成
に
は
い
ろ
い
ろ
と
苦
労
し
た
が
現

在
ま
で
く
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
こ
の
実
現
の
背
後
に
、
旅
館
組
合
が
一
致
団
結
し
て
推
進
し
た
点
も
特
記
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
施
策
は
行
政
が
積
極
的
に
後
押

し
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
業
者
の
自
主
努
力
に
よ
り
推
進
し
、
首
都
圏
を
中
心
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
、
学
校
部
活
動
関
係
者
の
間
に

ロ
コ
ミ
で
広
ま
り
、
そ
の
後
行
政
の
宣
伝
面
で
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
得
な
が
ら
現
在
ま
で
来
て
お
り
、
「
芝
生
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
町
」
と
も

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
（
1
）
　
実
態

　
①
ト
ラ
イ
ァ
ス
ロ
ン

　
第
一
回
大
会
は
一
九
八
七
年
で
あ
る
。
当
時
は
日
本
に
導
入
さ
れ
て
二
、
三
年
し
か
経
っ
て
お
ら
ず
、
現
在
一
七
回
ま
で
続
い
て
い
る
、

伝
統
あ
る
大
会
と
な
っ
た
。
現
在
で
は
、
参
加
者
約
一
〇
〇
〇
人
、
そ
の
他
の
宿
泊
者
五
〇
〇
名
程
度
で
、
日
本
で
も
一
〇
〇
〇
名
規
模

の
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
は
大
規
模
な
も
の
で
あ
り
、
宮
古
島
、
佐
渡
と
匹
敵
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
波
崎
町
の
シ
ン
ボ
ル
に
も

な
っ
て
い
る
。
町
も
一
九
団
体
・
町
民
一
〇
〇
〇
人
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
す
る
。
こ
れ
に
は
町
も
三
〇
〇
万
円
を
援
助
し
、
町
へ
の

経
済
効
果
、
町
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
高
揚
、
教
育
効
果
を
期
待
し
て
い
る
。
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②
　
各
種
イ
ベ
ン
ト

　
そ
の
他
、
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
サ
ー
フ
ィ
ン
（
参
加
者
三
〇
〇
～
四
〇
〇
名
）
、
サ
ッ
カ
i

（
二
〇
〇
〇
人
）
、
テ
ニ
ス
（
三
〇
〇
人
）
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
（
六
〇
〇
人
）
で
あ
る
。

（一

～
二
〇
万
人
）
、
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

　
（
2
）
　
サ
ッ
カ
ー
合
宿

　
サ
ッ
カ
i
合
宿
は
、
ス
ポ
ー
ツ
観
光
・
ス
ポ
ー
ッ
合
宿
の
中
心
で
あ
る
。
町
の
旅
館
組
合
が
協
力
し
て
芝
生
の
サ
ッ
カ
i
場
を
造
成
し
、

そ
れ
ら
が
集
約
さ
れ
て
、
サ
ッ
カ
ー
合
宿
地
と
な
っ
た
。
旅
館
数
は
二
二
件
で
、
内
サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
保
有
旅
館
数
は
一
七
で
あ
り
、

収
容
能
力
は
三
〇
〇
〇
人
で
あ
る
。
サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
七
七
面
あ
る
が
、
ブ
ー
ム
に
乗
じ
て
、
若
干
の
不
正
造
成
が
問
題
に
も
な

っ
た
。
将
来
は
一
〇
〇
面
程
度
ま
で
に
し
た
い
と
は
旅
館
組
合
長
の
長
谷
川
良
克
氏
の
言
で
あ
る
。
（
芝
生
の
再
生
の
た
め
に
ピ
ッ
チ
を

休
ま
せ
る
必
要
も
あ
る
た
め
）

　
サ
ッ
カ
ー
大
会
は
一
月
（
一
）
、
二
月
（
一
）
、
三
月
（
一
〇
）
、
四
月
（
二
）
、
五
月
（
一
）
、
六
月
（
O
、
夏
へ
向
け
た
芝
生
再
生
期

間
）
、
七
月
（
三
）
、
八
月
（
四
）
、
九
月
（
一
）
、
一
〇
月
（
一
）
、
一
一
月
（
五
）
、
一
二
月
（
二
）
、
と
年
間
三
一
大
会
を
開
催
し
て
い

る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
以
外
に
合
宿
も
、
特
に
長
期
休
暇
中
、
土
日
、
そ
し
て
連
休
中
も
多
い
。

　
多
く
は
小
学
生
の
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
、
そ
し
て
中
高
校
の
サ
ッ
カ
i
部
、
そ
し
て
大
学
の
サ
ッ
カ
ー
部
・
同
好
会
が
主
で
あ
り
、
そ
の

他
社
会
人
チ
ー
ム
も
あ
る
。

　
年
末
に
は
、
年
始
に
か
け
て
の
全
国
高
校
サ
ッ
カ
i
選
手
権
に
向
け
て
、
多
く
の
A
チ
ー
ム
が
合
宿
を
組
む
。
し
か
し
、
早
々
に
負
け

て
し
ま
っ
た
チ
ー
ム
や
、
あ
る
い
は
B
チ
ー
ム
同
士
の
試
合
も
組
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
う
し
た
言
う
な
れ
ば
「
裏
大

会
」
な
ど
も
営
業
と
し
て
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
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諸
大
会
目
体
の
宣
伝
や
募
集
は
東
京
の
企
画
会
社
に
全
面
依
存
し
て
い
る
。
現
地
の
人
材
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
。

スポーツの権利・公共性と新自由主義＝個人的消費主義との対抗（4）

　
（
3
）
　
今
後
の
展
望

　
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
課
題
も
あ
る
。
旅
館
組
合
長
の
長
谷
川
氏
に
よ
れ
ば
「
奥
行
き
の
深
い
経
営
が
今
後
問
わ
れ

る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
先
行
の
長
野
県
菅
平
の
よ
う
に
、
冬
は
ス
キ
ー
、
夏
は
ラ
グ
ビ
ー
の
合
宿
の
メ
ッ
カ
と
し
て
定
着

し
て
き
た
が
、
近
年
の
国
民
の
ス
キ
i
離
れ
、
ラ
グ
ビ
ー
の
伸
び
の
不
振
の
中
で
、
ラ
グ
ビ
ー
場
を
サ
ッ
カ
ー
場
に
転
換
す
る
動
き
も
あ

る
中
で
、
波
崎
町
と
し
て
も
サ
ッ
カ
ー
で
安
住
す
る
の
で
は
な
く
、
も
っ
と
多
角
的
に
思
考
し
な
が
ら
、
国
民
の
嗜
好
と
の
緊
密
な
対
応

の
中
で
推
進
し
た
い
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
言
う
な
ら
ば
総
合
文
化
化
で
あ
る
。

　
現
在
の
使
用
者
の
多
く
が
中
学
校
、
高
校
の
サ
ッ
カ
ー
部
で
あ
る
が
、
部
活
動
の
盛
衰
が
今
後
の
波
崎
町
の
経
済
に
も
大
き
な
影
響
を

与
え
る
事
を
考
え
る
と
、
部
活
動
の
動
向
に
も
注
意
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
大
学
生
は
サ
ッ
カ
ー
ば
か
り
で
な
く
、
ラ
ク
ロ
ス
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
、
ク
ロ
ッ
ケ
ー
な
ど
の
種
目
も
試
合
、
合

宿
を
行
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
、
種
目
の
広
が
り
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
体
育
館
を
所
有
し
て
い
る
旅
館
で
は
、
中
高
年
の
社
交
ダ
ン
ス
の
合
宿
を
も
誘
致
し
始
め
て
お
り
、
種
目
の
多
様
化
ば
か
り
で

な
く
、
年
齢
の
多
様
化
、
女
性
へ
の
視
野
な
ど
、
多
角
的
な
経
営
と
要
求
の
掘
り
起
こ
し
を
進
め
て
い
る
。
体
育
館
の
有
無
は
天
候
に
関

係
な
く
、
そ
し
て
季
節
に
関
係
な
く
客
を
呼
べ
る
の
で
、
安
定
し
た
経
営
の
基
礎
と
な
る
。
そ
れ
故
、
ス
ポ
ー
ッ
観
光
と
し
て
活
用
で
き

る
公
立
体
育
館
や
人
工
芝
ピ
ッ
チ
建
設
を
希
望
し
て
い
る
。

　
最
近
の
子
ど
も
の
嗜
好
の
変
化
に
ど
う
対
応
し
て
ゆ
く
か
も
大
き
い
。
例
え
ば
、
雑
魚
寝
の
合
宿
所
か
ら
個
室
へ
等
も
、
趨
勢
と
し
て

は
考
慮
対
象
で
あ
る
。
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最
近
の
東
京
方
面
か
ら
の
海
水
浴
客
は
、
道
が
良
く
な
り
、
車
も
良
く
な
り
、
日
帰
り
が
多
く
、
宿
泊
を
し
な
い
傾
向
に
あ
る
。
波
崎

町
は
、
ス
ポ
ー
ツ
以
外
に
宿
と
し
て
客
を
呼
べ
る
も
の
、
例
え
ば
特
別
な
料
理
や
観
光
地
な
ど
が
少
な
い
の
で
、
そ
の
特
色
を
今
後
ど
う

生
か
し
て
ゆ
く
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

　
尚
、
サ
ッ
カ
ー
く
じ
へ
の
対
応
は
し
て
い
な
い
し
、
自
治
体
レ
ベ
ル
で
は
ほ
と
ん
ど
関
心
が
な
い
。

　
5
、
ス
ポ
ー
ツ
社
会
学
か
ら
見
た
波
崎
町

　
波
崎
町
は
小
さ
な
自
治
体
で
あ
る
。
し
か
も
太
平
洋
と
利
根
川
に
挟
ま
れ
た
細
長
い
地
形
で
あ
る
。
そ
の
温
暖
な
気
候
を
活
か
し
、
首

都
圏
か
ら
の
交
通
の
便
も
高
速
道
路
の
完
成
に
よ
っ
て
接
近
も
容
易
に
な
っ
た
。
ま
た
首
都
圏
に
在
り
な
が
ら
、
し
か
も
少
し
田
舎
の
雰

囲
気
を
味
わ
え
る
と
い
う
有
利
さ
を
存
分
に
活
か
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
九
三
年
の
J
リ
ー
グ
の
発
足
に
伴
う
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
に
加
わ
る
と
共
に
、
町
内
の
旅
館
組
合
の
団
結
力

も
手
伝
っ
て
、
そ
の
長
所
を
有
利
に
生
か
し
、
芝
生
の
ピ
ッ
チ
を
多
数
造
成
し
、
サ
ッ
カ
ー
を
中
心
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
、
ス
ポ
ー
ツ

観
光
地
を
確
立
さ
せ
た
。
サ
ッ
カ
ー
だ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
種
目
と
視
野
に
入
れ
、
今
後
は
体
育
館
の
建
設
も
含
め
て
通
年
的
な
ス
ポ

ー
ッ
合
宿
の
可
能
性
を
探
ろ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
は
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
産
業
経
営
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
現
代
の
経
済

的
、
社
会
的
動
向
を
敏
感
に
把
握
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
そ
の
地
域
振
興
と
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
特
徴
を
見
る
と
、
町
の
主
要
な
産
業
と
な
っ
て
経
済
効
果
を
具
体
化
し
て
い
る
。
そ
れ
は

雇
用
促
進
と
な
り
、
波
崎
町
で
も
大
き
な
産
業
で
あ
る
。
近
辺
の
コ
ン
ビ
ニ
の
繁
盛
、
米
屋
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
繁
盛
も
付
随
し
て

い
る
。

　
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
地
元
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
の
施
策
も
相
対
的
に
は
進
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
が
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スポーッの権利・公共性と新自由主義＝個人的消費主義との対抗（4）

ス
ポ
ー
ッ
合
宿
産
業
か
ら
の
影
響
な
の
か
、
合
併
前
の
三
地
区
の
バ
ラ
ン
ス
に
よ
る
施
設
の
充
実
な
の
か
は
断
定
し
に
く
い
が
、
と
も
あ

れ
、
波
崎
町
の
場
合
、
「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
の
町
の
発
展
」
と
「
町
の
ス
ポ
ー
ツ
そ
れ
自
体
の
発
展
」
と
が
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
結
合

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　
（
資
料
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
二
〇
〇
三
年
四
月
一
七
日
、
波
崎
町
水
商
観
光
課
、
ス
ポ
ー
ッ
振
興
課
、
企
画
課
、
波

崎
町
旅
館
組
合
長
・
長
谷
川
良
克
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
一
橋
大
学
大
学
院
生
・
金
子
史
弥
君
と
共
に
行
っ
た
。
）
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図H5吉川市野球クラブの系譜

1950s 1960s 1970s 1980s 1990s

ク　ラ　ブ　名
一4，5，6，7，8，9，60 1，2，3，4，5，6，7，8，9，70 1，2，3，4，5，6，7，8，9，80 1，2，3，4，5，6，7，8，9，90 1，2，3，4，5，6，7，8，9，
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吉　川　中　教　員
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守
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朴
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桜　井　工　業
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グ　ツ　ド　マ　ン
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キ　　ラ　　ー　　ズ
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1950s 1960s 1970s 1980s 1990s

ク　ラ　ブ　名
一4，5，6，7，8，9，60 1，2，3，4，5，6，7，8，9，70 1，2，3，4，5，6，7，8，9，80 1，2，3，4，5，6，7，8，9，90 1，2，3，4，5，6，7，8，9，

ル　　ガ　　ー　　ズ

末　広　工　業 一
ぺ　　ん　　て　　る

名　　　　　　糖

興　和　工　業 一
シ　ャ　ー　ク　ス

越谷プラスチソクス
一 一

ヤ　ン　グ　マ　ン

若　　山　　ゴ　　ム 一

青　木　製　靴 一ブ　レ　ー　ブ　ス

ホ　　ー　　プ　　ス

吉　川　自　動　車

藤　原　精　機 一

日　田　工　芸
共　立　市　場 一

双　葉　鉄　工

吉　川　農　協
藤　波　木　型
F　・　B　・　1

菅　原　金　属
南　進　　ゴ　ム

東　静　容　　器 一
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守
駕
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朴
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採
く
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世
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東　京　舗　装

堀　川　産　業

吉川中央病院
ア　ウ　ト　ロ　ー　ズ

一ボ　　ン　バ　ー　ズ

パ　　ン　サ　ー　ズ

ザ　　・　ゴ　リ　ラ

フ　ァ　イ　ヤ　ー　ズ

一パ　イ　　レ　ー　ツ

勝　栄　自　動　車

吉川信用開発
｝

ブ　　　ソ　　　ウ

ア　　　　ポ　　　　ロ

中　　　　　　野

キ　　　ン　　　グ

ベ　　ア　　ー　　ズ

ネ　オ　ポ　リ　ス

ワ　ー　ル　ド　栄

コ　　ン　　ド　　ル

ポ　ス　　ト　マ　ン

プレッシャーズ
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一

宮　　田　物　　産

ピンクソックス
青　　　年　　　団
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ク　ラ　ブ　名

　1950s
4，5，6，7，8，9，60

　　1960s
，2，3，4，5，6，7，8，9，70

　　1970s
，2，3，4，5，6，7，8，9，80

　　1980s
，2，3，4，5，6，7，8，9，90

　　1990s
，2，3，4，5，6，7，8，9，
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図1－16吉川市ソフトボールチームの系譜
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，2，3，4，5，6，7，8，9，80

　　1980s
，2，3，4，5，6，7，8，9，90

　　1990s
，2，3，4，5，6，7，8，9，
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